
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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見果てぬ夢を胸に抱き、

知ち謀ぼうの限りで世界に挑いどみ、

光溢あふれる未来を信じて駆かけ抜けた──

ある、青年の記き録ろく。









　　　第零章　遥けき故郷　～doomsday～







　青い空を見た事が、一度だけあります。

　その日の事は、今でもよく覚えています。

　いつもと同じ静かな朝でした。シティ・神こう戸べ第六階層、南西地区の小さな家。いつもより少しだけ早起きしたわたしはパジャマを着替えて顔を洗い、おかあさんを起こすついでに家中のカーテンを開けてまわりました。

　仕事でシティ・ベルリンに居るおとうさんの写真におはようの挨あい拶さつをして、おかあさんと飼っていた猫のトラと、二人ふたりと一匹で朝ご飯を食べました。

　いつもと何も変わりの無い、静かな朝でした。

　だから、リビングの映像端末のスピーカーからいきなりサイレンの音が鳴なり響ひびいた時も、わたしはただ、故障かな、と思っただけでした。

　おかあさんは「変ねえ」と首を傾かしげ、食べかけのパンを置いて椅い子すから立ち上がりました。途と端たんにサイレンの音が止やみ、ニュースで聞いた事のあるお婆ばあさんの声が響きました。

　──私は、マザーシステムを暴ぼう走そうさせる──

　確たしか、そんな言葉だったと思います。

　スピーカー越しに聞こえるお婆さんの声は、別な女の子の声と話を始めました。二人が何の話をしているのかわたしには難むずかしくてちっとも分からなかったけど、一いつ緒しよに聞いていたおかあさんの顔がみるみる青くなっていったから、大変な事が起こったんだな、っていう事だけは分かりました。

　仲良くしていた隣となりの家のおばさんが、血相を変えて玄関から飛び込んで来ました。とにかく逃げる準備をするようにというおばさんの言葉に、おかあさんが怖い顔でうなずきました。わたしは言われるままに自分の部へ屋やに走って、ありったけの服と貯金箱と一番大切にしていた戦前の漫画のデータディスクをリュックサックに詰め込みました。

　リビングで荷造りをしていたおかあさんを早く早くと急せかし、猫のトラと一緒に玄関を飛び出して、「それ」を見ました。

　シティの灰はい色いろの天てん井じようから地面に向かって突き出た、何十本もの巨大な『腕』。

　第六階層の外周に並ぶ高層建けん築ちくよりももっと大きな腕が、わたしの家の何倍もあるその拳こぶしを今にも街めがけて振り下ろそうとしている──わたしが家を飛び出したのは、丁度その瞬しゆん間かんでした。

　耳が壊こわれるんじゃないかと思うくらい大きな音がして、地面が激はげしく揺れました。拳が叩たたき付けられた場所には冗じよう談だんみたいな大きな穴が開いていて、そこにあったはずの何軒かの家は、もう、どこにも見あたりませんでした。

　誰だれかが悲鳴を上げました。

　それを合図にしたみたいに、何十本もの腕がいっせいに動き始めました。

　子供が模も型けいを壊こわすみたいに、『腕』はわたしが見み慣なれた街の風景をめちゃくちゃに壊していきました。友達と一いつ緒しよに通った集会所、猫のトラと散歩した公園、おとうさんとおかあさんと三人で歩いた並木道──何もかもが、拳こぶしの一振りで粉々になりました。『腕』のひとつが外周の高層建けん築ちくを引き抜き、街めがけて放り捨てました。四角い高層建築は街の一番端まで積つみ木きみたいに転がって、わたしの一番仲の良い友達が住んでいた区画を真っ平らに踏み潰つぶしました。

　訳わけも分からないまま、一歩、二歩と足を踏み出しました。途と端たんに後ろから何かが爆ばく発はつしたみたいなものすごい音がして、わたしは慌あわてて振り返りました。

　息をするのを、忘れました。

　空から降ってきた大きな土と金属の塊かたまりが、わたしの家をぺしゃんこに押し潰していました。

　おとうさんと一緒にペンキを塗った壁かべも、おかあさんと一緒に磨みがいた窓も、何もかもが砕くだけて辺あたりに散らばっていました。家があったはずのその場所には同じくらいの大きさの塊が横たわり、白い土煙を立ち上らせていました。元々は玄関だったはずの場所は丁度塊の端っこになっていて、地面とのほんの少しの隙すき間まから綺き麗れいな白い手と、わたしが誕たん生じよう日びにプレゼントしたうさぎの刺し繍しゆうのカバンが突き出していました。

　気が付いた時には、その場に座り込んでいました。

　通りの真ん中に座り込んで、ただ、自分の家があったはずの場所を見つめていました。

　逃げまどう大人おとな達に踏まれ、蹴けられ、傷だらけになって、それでもわたしは動く事が出来ませんでした。地面に倒れたわたしは泥だらけの顔を上げ、わたしを押しのけた大人達が天てん井じようから降ってきた瓦が礫れきに押し潰されるのをぼんやりと見つめました。

　これは夢なんだ、と理由も無く思いました。

　そう思ったら、何だか楽しくなってきました。

　気が付くと目の前に猫のトラが居て、何だか苦しそうに鳴いていました。瓦礫に埋もれたトラは血だらけだったけど、その時のわたしには、トラが怪け我がをしているという事さえよく分かりませんでした。

　近寄ろうとしてふと空を見上げ、自分を押し潰すように降ってくる大きな塊を見つけて、どういう訳か笑ってしまったのを覚えています。

　そのあとどうなったのかは、分かりません。

　とにかく、わたしはそこで気を失って、何がなんだか分からなくなって、次に我に返った時にはフライヤーの貨物室の中でした。

　広い貨物室はたくさんの人でぎゅうぎゅう詰めで、わたしは見知らぬお婆ばあさんの膝ひざを枕まくらに毛布をかぶっていました。周りの人達はみんな疲れた顔でうずくまっていて、怪け我がをしてる人も、泣いてる人もたくさん居ました。

　お婆ばあさんにお礼を言って起き上がり、窓の外を見てびっくりしました。

　真まっ暗くら闇やみの雪原の向こうに、教科書でしか見た事が無い、「シティ」の姿がありました。

　生まれて初めて外から見た神こう戸べの街は、だけど、わたしが知っていたのとは全然違う形をしていました。まるで人間を真ま似ねしたみたいに、空に向かって大きな二本の腕を突き出した「シティ」は、その手に持った剣を振り回して誰だれかと戦っているようでした。

　呆ぼう然ぜんと見つめるわたしの前で、ふいに、その動きが止まりました。

　剣を取り落とした巨人──「シティ」の姿が、頭の先から崩れ始めました。

　わたしは周りの人を押しのけて壁かべに駆かけ寄り、窓に顔を押し付けました。砂のように崩れ落ちるシティの中心からは、いつしか光の柱が立ち上っていました。わたしは何かの漫画で読んだ『天国に通じる道』の話を思い出し、あそこにおかあさんやトラも居るのかな、と夢みたいな事を考えました。

　眩まぶしさに目を細め、光の行く先を追って空を見上げました。

　見上げて、わたしは、今度こそ息を呑のみました。

　あれが本当に起こった事だったのか、それともただの夢だったのか、実を言うと今でもよく分かりません。とにかく、わたしはあの時、光の柱の先に「青空」を見ました。ほんの少しの時間、雲の切れ間が開いてから閉じるまでの何分かの事だったけど、わたしは確たしかにあの光の向こうに、映像記き録ろくで見たのとそっくりの、透すき通るみたいな青い空を見ました。

　わたしは、夢みたいだな、と思い、その空を見上げ続けました。光が消え、雲が再び閉じるのを見届けたわたしは、眠るみたいにもう一度気を失ってしまいました。

　──これが、わたしが体たい験けんした全部です。

　何もかもが壊こわれてしまった、あの日。

　神戸の街が滅びた時の事は、今でもよく覚えています。




　　　　††††††††††††††




　あれから、もう一年と半年が過ぎてしまいました。

　神戸の街を出てから今日きようまで、いろいろな事がありました。

　隊商の人に助けられたわたしは、同じように神戸から逃げてきた人達と一いつ緒しよにシンガポールの近くの町で暮らすようになりました。地ち熱ねつ発電プラントで動く町での生活はシティと何もかも違って苦しい事ばかりだったけど、わたしは周りの大人おとなの人に助けられてどうにか暮らしていました。町にはわたしと同じくらいかそれより小さな子も何人か居て、そういう子達は昼は元は学校の先生だったっていうお爺じいさんに勉強を習い、休みの時はそれぞれに割り当てられたプラントの点検や建物の補修の仕事を手て伝つだっていました。

　みんなは「遊びたい」と言っていたけど、わたしは何かしていないと神こう戸べでの事を思い出して泣いてしまいそうだったから一いつ生しよう懸けん命めい働きました。そのおかげでわたしは、大人おとなの人によく褒ほめられるようになりました。

　だけど、わたし達が暮らし始めて三ヶ月程経たった頃ころに、町は近くの山で起きた雪崩なだれに呑のまれて消滅。

　町の人達は散り散りになり、わたしは隊商の荷物に紛まぎれて近くの町まで辿たどり着いたものの、そこからどうすることも出来なくなって途方に暮れていました。

　そんなわたしを見付けてくれたのが、おとうさんでした。あの事件の時ベルリンに居て難なんを逃のがれたおとうさんは神こう戸べでの事を知り、わたしの行方ゆくえをずっと捜してくれていたのでした。

　もう大丈夫だよというおとうさんの言葉に、わたしは、神戸を出てから初めて泣きました。

　わたしはおとうさんのフライヤーに乗せられて、シティ・シンガポールに行きました。

　元々シティ・神戸の研究員だったおとうさんはあの事件の時、仕事の都合でシティ・ベルリンに出しゆつ向こうしていました。神戸が無くなった事でベルリンに居られなくなったおとうさんは世界のあちこちを旅して、シンガポールで新しい市民権と、研究員の仕事を手に入れていました。

　おとうさんは「お前には難むずかしいかも知れないけど」と前置きして、わたしにいろいろな事を教えてくれました。

　シティがマザーシステムという魔ま法ほう士しの脳を利用したシステムで動いている事。

　あの日、神戸で起こったのはそのシステムの暴ぼう走そう事故なのだという事。

　おとうさんの仕事はマザーシステムの中ちゆう枢すうになる魔法士の開発で、シティ・ベルリンとシティ・神戸が協力して始めた大きな計画に加わっていた事。

　わたしの家の近所に住んでいたのはみんなその計画に関係のある人やその家族の人達で、もちろんおかあさんもマザーシステムの正体を知っていて、だからあの日、すぐに逃げる準備が出来たのだという事。

　長い長いお話は日が暮れて、夜が明けるまで続きました。静かに話すおとうさんの顔はすごく悲しそうで、わたしには泣いているみたいに見えました。

　罰が当たったのかも知れないな、というおとうさんの言葉に、わたしは何も応こたえる事が出来ませんでした。

　ただ、黙だまっておとうさんの手を握っている事しか出来ませんでした。

　それからの半年は、神戸を出てからの暮らしの中で一番幸せでした。わたしはシンガポールの小さな家におとうさんと住んで、近くの教会に勉強を習いに行きました。おとうさんのために朝ご飯の準備をするうちに料理も少しずつ上じよう手ずになって、毎日が少しずつ楽しくなっていました。

　だけど、半年が過ぎたわたしの十一歳の誕たん生じよう日び、家でおとうさんの帰りを待つわたしのもとに届いたのは、おとうさんが研究所で倒れたという知らせでした。

　迎えに来てくれた軍のフライヤーに乗って研究所に着いた時、おとうさんはベッドの上で冷たくなっていました。おとうさんの同どう僚りようだったというお姉ねえさんやおじさん達が、泣きながら「過労による急性の心しん臓ぞう麻ま痺ひ」だと教えてくれました。

　シティの市民権を手に入れるのはものすごく難むずかしくて、おとうさんが自分の分だけでなくわたしの分の市民権も確かく保ほするために毎日わたしが寝たあとにこっそり起き出してほとんど休まずに働いていたのだと、わたしはその時初めて知りました。

　おとうさんの腕は私が思っていたのよりずっと細くて、ほっぺたもずいぶん痩やせていました。

　わたしは、朝ご飯にもっとおとうさんの好きな物を作ってあげれば良かったと、一晩中泣きました。

　わたしはきっと、ものすごく運が良かったんだと思います。おとうさんは自分が死んだあともわたしがシティに残れるように、ちゃんと準備をしてくれていました。そのおかげでわたしは政府の孤児院に入れて、今も、こうやってシティで暮らす事が出来ています。

　食べる物があって、着る物があって、住む場所だってちゃんとあります。わたしはたぶん、神こう戸べの街を無くした人達の中で一番目か二番目ぐらいに恵まれた暮らしをしているはずです。

　だからわたしは、自分が不幸だとか、可哀かわい想そうだとか、そんな事は思っていません。

　だけど、時々、どうしてだろうと思う事があります。

　神戸に住んでいた頃ころのわたしは、毎日がんばって生きていました。シティの外に比べたらずっと楽な、不自由の無い暮らしだったけど、わたしはおとうさんとおかあさんに言われた通りどんな時でも元気良く、悪い事はせず、嘘うそはつかず、知らない人にも親切にしていました。他ほかの人も同じです。隣となりのおばさんも、教会の先生も、公園の警けい備びのお兄にいさんも、みんな優やさしくて親切で、罰を受けないといけない事なんて何も無いような人達ばっかりでした。

　だけど、神戸の街は無くなってしまいました。

　たくさんの人達が死んで、住む場所を無くして、今ではわたし以外の人がどのくらい残っているのか、どこで何をしているのか、そもそもそんな人が本当にまだ居るのか、調しらべる事さえ出来ません。

　一年半前のあの日から、わたしは笑った事がありません。友達と話している時、好きな漫画のデータを読んでいる時、どんなに楽しい事があっても、笑おうとするとどうしてだか涙が出ます。毎日笑って暮らしていた遠い遠いあの日、神戸で暮らしたあの小さな家の事が頭に浮かんで、わたしはどうしても涙が止められなくなってしまいます。

　おとうさんもおかあさんも猫のトラも、もう、どこにも居ません。

　どうしてこんな事になったのか、わたしには分かりません。






　　　第一章　孤島の楽園　～five days ago～







　演算機き関かんの微かすかな駆く動どう音おんが、静せい寂じやくの彼方かなたに響ひびいた。

　ディーは左右の腰に下げた騎き士し剣けんの位置を直し、白い軍服の襟えりを整ととのえた。

　見上げた視界の遠く、闇やみ色いろの空が水面のように揺らめき、暗緑色の装甲に包まれた飛行艦かん艇ていが唐とう突とつにその姿を現す。賢けん人じん会かい議ぎの本拠地であるこの島を外界から隠すために数十キロ四方に展開された立体映像の偏へん光こう迷めい彩さい──透明なドーム型の境界面に淡あわい光を散らして、フライヤーの倍程の大きさの船がゆっくりと降下する。

　島の海かい岸がん線せん沿いの一帯を整せい地ちして作られた、艦艇発着用の簡かん易いポート。

　強化コンクリートで塗り固められた広大な敷しき地ちの一角で直立不動の姿勢を取るディーの前に、小型の輸ゆ送そう艦かんが音も無く着陸する。

　船体側面のドアが静かにスライドし、灰はい色いろの軍服を纒まとった人ひと影かげが次々に姿を現す。上は四十過ぎと思おぼしき男から下はセラより少し歳とし上うえぐらいの少女まで。揃そろいの軍服に身を包んだ全部で五人の魔ま法ほう士しが、船の前に横一列に並んで敬礼の姿勢を取る。

「──ベルリン自治軍特務第二魔法士小隊、レオン・ブレヒト少佐以下五名。現時刻をもってシティ・ベルリンを脱退、賢人会議の指揮下に入る」

　一番左端、ディーの目の前に立つ、おそらくは隊長であろう三十代半ばの男の声。

「ようこそ。賢人会議の騎士、デュアルNo.33です」

　ディーは右手を掲かかげて礼を返し、すぐに姿勢と表情を崩して「どうぞ楽になさって下さい。ここはもうシティじゃないし、みなさんももう軍人じゃないんですから」

　そう言って笑え顔がおを向けると、魔法士達が戸と惑まどったように目配せを交わし合う。

　そんな面々に「とりあえずこちらへ」と声を投げ、ディーは背後にそびえる白い建物に向かって歩き始める。

　作戦会議室や情報解析室などの軍事機き能のうが集約された『軍事棟』と呼ばれる五階建ての建物の正面、スライド式の重厚な隔かく壁へきの前で、カーキ色の軍服を纒ったアジア系の男と黒い軍服を纒った白人の女がこっちを振り返る。どちらも一ヶ月ほど前に賢人会議に加わった新しいメンバー。二人ふたりはディーに軽く手を振り、小声で談だん笑しようしながら歩み寄って、

「そちらが、今度の新入りさんですかい？」

「はい、そうなります」男の方の言葉にディーはうなずき「そのうちサクラが正式に紹介すると思いますけど、ナレインさんも仲良くして下さいね」

　もちろん、と笑う男の隣となりで女の方が携けい帯たい端末を取り出す。手元に表示した立体映像ディスプレイに視し線せんを走らせ、

「医務室でＩ－ブレインのチェックの準備が整ととのってますわ。場合によっては『軍に対する命令遵じゆん守しゆ』系のプロテクトの解除も必要になりますから、お客様はまずそちらへ。そのあとは十二時から三号会かい議ぎ室しつでブリーフィング……皆さんが乗っていらっしゃった艦かん艇ていは、とりあえず倉庫の方でよろしいんですのね？」

「はい、いつもの通りで」

　了解ですわ、とうなずく女に、よろしくお願ねがいしますねとうなずき返す。こんなやりとりも今ではすっかり慣なれたもの。北ほつ極きよくの大気制せい御ぎよ衛えい星せいを巡ってロンドンとシンガポールが争い、魔ま法ほう士し誕たん生じようにまつわる秘密が暴ばく露ろされたあの事件から既すでに半年。世界各地から賢けん人じん会かい議ぎに流れ込む魔法士の数は日を追うことに増え続け、新しいメンバーの受け入れは今では食しよく糧りようの確かく保ほやエネルギー伝送網もうの修理と同レベルの、ごく日常的な業務のひとつになっている。

「そうですわ。この前お話しした初等部の子供達の訓練メニューですけど、先週の記き録ろくを端末の方に転送しておきましたから戦せん闘とうシミュレーションの見直しをお願いします。みなさん飲み込みが早くて、今の難なん易い度どだと物足りないみたいで」

「分かりました。じゃあ今晩にでも」

　頼みましたわ、と艶あでやかな笑えみで歩き出す女の隣となりで、男が「じゃ、そういう事で」と会釈する。そんな二人ふたりに小さく手を振り、ディーはベルリン自治軍の魔法士達に向き直って、ん？　と首を傾かしげ、

「どうかしましたか？」

　驚おどろいたような困こん惑わくしたような、奇妙な表情で去りゆく二人を見送る魔法士達。

「いや……」ディーの目の前に立つ隊長が、輸ゆ送そう艦かんに向かう男女のカーキ色の軍服と黒色の軍服を順に視し線せんで示して「彼が着ているのは確たしか、ニューデリー自治軍の上級士官の儀ぎ典てん正装ではないか？　それに、彼女の方はモスクワの……」

「ええ、まあ」ディーは苦笑混じりに頬ほおをかき「何しろ物資に余裕が無いですから。シティの軍から来られた皆さんには、持ってきた軍服をそのまま使って貰もらってるんです」

　気密室を挟んだ二重の隔かく壁へきをくぐり、建物の中に入る。資材置き場を兼ねた二階吹き抜けのエントランスホールの向こう、エレベータに通じる通路に向かって歩き出す。

　と、たちまち周囲から注がれる好奇の目。

　ホールのあちこちで生産プラントから届いたばかりの資材をチェックしていた十数人の魔法士が、作業の手を止めてこっちを振り返る。

「あー！　新しい人だーっ！」

　一番近くに居た七歳ぐらいの女の子が、携けい帯たい端末のチェックリストを握りしめたまま駆かけ寄ってくる。ベルリン自治軍の魔法士五人の顔にせわし無く視線を巡らせ、興こう奮ふんした様よう子すでディーの手を掴つかみ、

「ディーくん！　この人達も仲間になるの？」

「うん、まあそうなんだけど」ディーは女の子の目め線せんの高さに身をかがめ、何と無しに頬ほおをかいて「ところでキャロルちゃん、その『ディーくん』っていうのは……」

「セラおねえちゃんの真ま似ねっこ！」

　女の子は何な故ぜだか偉そうに胸を張り、ディーの後ろの魔ま法ほう士し達に向かって「こんにちは！」と元気良くお辞じ儀ぎする。顔を上げて少し考え、五人の魔法士の一番後ろ、所在無さげに辺あたりを見回す少女に駆かけ寄って、

「初めまして！」

「は、初めまして……」

　ぎこち無く答える少女に「うん！」とうなずき、キャロルという名前の女の子が笑う。戸と惑まどう軍服姿の少女の手を取り、女の子はダンスを踊るように少女の周りをくるくると回る。

「──お、やってるな」

「──新入りさんかい？　いらっしゃーい」

　騒さわぎを聞きつけた付近の魔法士が、エントランスホールに次々に集まってくる。

　奥の通路の角から、あるいは吹き抜けの二階のテラスから、人種も歳としもバラバラの数十人が笑え顔がおでこっちの様よう子すをうかがう。

「これは……」

　次々にやってくる面々を驚おどろいた顔で見回すベルリン自治軍の魔法士達。

「すみません。みんな、にぎやかなのが好きなものですから」

　苦笑混じりにそんな弁解の言葉を口にしつつ、ディーはまだ軍服姿の少女とダンスごっこをしている女の子を両手で捕まえて、

「はい、キャロルちゃんおしまい。お姉ねえちゃん達、もう行かないといけないから」

「えー」

　女の子は眉み間けんにしわを寄せてちょっと考え、不ふ承しよう不ぶ承しようという感じでうなずく。「ばいばい」と手を振る女の子の頭を、また今度ね、と撫なで、ディーはベルリンの魔法士達を促うながして歩き始める。

　広いエントランスホールを抜け、白塗りの通路をまっすぐ進む。

　途中、幾つかのドアの前で、様子をうかがっていた魔法士達と目が合う。

「……随ずい分ぶん、数が多いな」

　隣となりを行く隊長の、ぼそりという呟つぶやき。

　え？　と見上げると、レオンという名の隊長は「あ、いや、すまない」と慌あわてて首を振り、

「何と言うか、ここは我われ々われが想像していたよりも遥はるかに大だい規き模ぼな組そ織しきのようなのでな。少々、面食らってしまった」

「ああ」

　なる程、とディーは思う。確たしかにこれだけの数の魔ま法ほう士しが揃そろった組そ織しきというのは、シティの自治軍を除けばそうそう転がっているものでは無い。この建物に入ってから今までに会った何十人かの魔法士を合わせただけでも、完全武装の軍隊一個師団程度なら軽く圧倒してしまうはずだ。

「前はそうでも無かったんですけどね。何だか、この半年で急に増えちゃって」すれ違うロンドン自治軍の軍服姿の男に軽く挨あい拶さつし「あ、でも今日きようは少ない方ですよ。まだ朝も早いですし、ほとんどの人は居住区画で、寝てるか朝ご飯食べてると思います」

「少ない？」

　これでか、と呟つぶやく隊長の顔を横目に、突き当たりの角を曲がって先に進む。

　と、あとに続くベルリン自治軍の魔法士達の間に微かすかな囁ささやき声ごえ。

「……大尉、あれって」

「……何……？」

「……まさか……」

　どうかしましたか？　と立ち止まり、魔法士達が見つめる先に視し線せんを向けてディーは「ああ」と笑う。

　左手に延びる別な通路のずっと先、ベルリン自治軍の士官服姿で佇たたずむ、ディーより幾らか歳とし上うえぐらいの白人の少女。

　こちらの姿に気付く様よう子すも無く、白い軍服の別な少年と笑え顔がおで話を弾ませている。

「あとで紹介します、って言っても皆さん顔ぐらいは知ってますよね。同じベルリン出身なんですから」

「第七小隊のロッテ中尉？　確か、二ヶ月前の哨しよう戒かい任務の最中にロンドン自治軍との交戦で行方ゆくえ不明に……」

「そういう形に、僕らが偽ぎ装そうしました」ディーはうなずき、少年の方を視線で示して「隣となりに居るのはウィルさんっていって元ロンドン自治軍の騎き士しなんですけど、ロッテさんが消えたその交戦の相手がウィルさんです。二人ふたりとも別々に『軍を抜けたい』って僕らに接触してきて、丁度良いからって事で二人が哨戒任務中に鉢はち合あわせて一いつ緒しよに行方不明になるようにお膳ぜん立だてしたんです」

「ウィル……ロンドン空軍のウィル大尉か？」隊長が目を丸くし「確かカテゴリーＡの騎士だったか。名前ぐらいは知っている。……いや、待て。確かロッテ中尉の同どう僚りようは以前にウィル大尉の部隊と交戦中に全滅……」

「はい。それに、ウィルさんもウィルさんで、同じ部隊の仲間を何人もロッテさんに」ディーは笑い合う二人の姿を見つめて息を吐き「だから、最初は大変でした。もちろん作戦は二人に伝えてましたけど『交戦を偽装する相手として誰だれが来るか』はどっちにも知らせて無かったから、僕らが迎えに着いた時にはどっちも完全に本気で……」

『殺してやる！』と叫びながら血みどろで斬きり合う二人ふたりの姿を思い返し、目を閉じる。運び込まれた医務室でもその後の生活でも、二人は事あるごとに殺し合い寸前の戦せん闘とう行為を繰くり返した。今のように打ち解けた姿はおろか、まともに言葉を交わす日が来る事さえ最初は想像する事すら出来なかった。

　けれど、そんな争いも、この半年の間に見み慣なれたもの。

　賢けん人じん会かい議ぎが世界中ありとあらゆるシティ、ありとあらゆる立場の魔ま法ほう士しを受け入れ続ける以上、かつての敵同士が顔を合わせる偶ぐう然ぜんは避さけようの無い事だった。

「どうなるかな、ってみんな心配してたんですけど、何とか上う手まくいったみたいです」

「いや、それは見れば分かるが……」

　厳いかめしい顔に困こん惑わくの色をにじませる、ベルリン自治軍の隊長。

　頬ほおを微かすかに紅こう潮ちようさせてくすくすと笑うかつての同胞の姿を遠目に凝ぎよう視しし、

「何があった？　いかに二ヶ月の時間があったとはいえ、ああも打ち解けるというのは……」

「いや、まあ、何っていう程の事件があった訳わけじゃないんですけど」

　言いかけて、ディーは、おや？　と耳を澄すます。

　談だん笑しようする少女と少年のずっと向こうから響ひびいてくる、幾つもの足音。

「そう……ですね」内心でひとつうなずき、隣となりの隊長に笑え顔がおを向けて「たぶん、あれが理由です」

　何？　と首を傾かしげた隊長が、次の瞬しゆん間かんに目を見開く。

　通路の遠く、突き当たりの角から飛び出してくる、何十人という子供達。

　人種も髪の色も見事にばらばら、思い思いの普ふ段だん着ぎに身を包んだ五、六歳の男の子と女の子の軍団が、きゃいきゃいと大おお騒さわぎしながら白塗りの通路を一いつ直ちよく線せんに突とつ撃げきしてくる。

「あ、ロッテさんおはよー！」「ウィルさんもおはよー！」「はよー！」「わたしたちこれから訓練なの！」「今日きようは『じっせん』なの！」「なのー！」「そーだ！　昨日きのう、ケインズがまたおねしょして」「ばっか、なんだよー！　ないしょって言っただろ！」「ねー、あれディーくんじゃない？」「ほんとだ！　ディーくんおはよー！」

　ディーの前で立ち止まり、元気に手をあげる子供達。

「うん、おはよう」ディーは一番手前に居る子の頭を撫なで「みんな今日から実戦訓練だったね。調ちよう子しはどう？」

「ばっちり！」

　声を合わせて答える子供達。

　そこでようやく気が付いたらしく、ディーの後ろで目を白黒させているベルリン自治軍の魔法士達を見上げ、

「あたらしいひとだー！」「ほんとだー！」

　わーい、とわき上がる歓かん声せい。

「そうだよ。みんな仲良くしてね」ディーはうなずき「ところで、サクラは？」

「え？」

　互いに顔を見合わせ、揃そろって後ろを振り返る子供達。

　と。

「……あ、貴方あなた達は……」

　疲れ切った顔で最後尾に姿を現す、黒いドレス姿の少女。

　ツインテールの長い黒髪を汗だくの頬ほおに貼はり付けたまま、息も絶え絶えという様よう子すで何度も深呼吸して、

「何な故ぜ私の言う事を聞かないのだ貴方達は！　廊下を走るのにＩ－ブレインを使ってはいけないといつも言っているだろう！」

　えー、と子供達は不満そうに頬を膨ふくらませ、

「でも、時間が無いから急げってサクラが」「そーだよー」「そーだそーだ」

「魔ま法ほうを使えとは一言も言っていない！」たちまち少女はまなじりを吊つり上げ「運動係数制御で加速するのは禁止！　分子運動制御やゴーストハックで自分を運ぶのも禁止！　貴方達はまだ能力の制御が上う手まく出来ていないのだから、どんな事故に繋つながるかも知れないと……」

「しんぱいしょーだなー、サクラは」「あんまり怒るとまた、しわが増えるんだよー」「ふえるんだよー」

「貴方達は──！」

　とうとう叫ぶ少女に、うわー怒ったー、と悲鳴だか歓かん声せいだか分からない声を上げて駆かけ出す子供達。小さな身体からだが次々にディーの前を通り過ぎ、黒い外がい套とうを翻ひるがえした少女の姿があとに続く。

「あ、サクラ。ちょうど良いところに」

「ぬ、ディーか！」少女は三歩行き過ぎたところで立ち止まり、完かん璧ぺきに今初めて気が付いた顔でこっちを振り返って「すまないが、ご覧らんの通り私は忙しい。手があるなら貴方も手て伝つだって」

「えーっと、そうしたいのは山々なんだけど」ディーは思わず苦笑し「丁度お客さんを案内してるところで、良かったらサクラにも紹介……」

　何？　と視し線せんをベルリン自治軍の軍人達に向ける、賢けん人じん会かい議ぎのリーダー。

　その顔が見る間に真まっ赤かに染まり、少女は外套の裾すそを乱らん暴ぼうに整ととのえて直立不動の姿勢を取る。

「け……賢人会議のリーダー、サクラだ！　ベルリン自治軍のレオン少佐だな？　遠いところをよくぞ来られた！」

　かろうじて今日きようの客の素す性じようと名前を思い出したらしく、ぎこち無い口上を述べるサクラ。

　そんな少女にベルリン自治軍の男は堅苦しい敬礼で応こたえ、

「ベルリン自治軍のレオン少佐だ。部下一同、世話になる」

「そ、そうか。……うん、こちらこそよろしく頼……」

「ねぇサクラー。ユーリとカルルがおしっこ」

「あ、貴方達は！　だからトイレは事前に済ませておくようにとあれ程──！」

　とっさに叫んだ少女が、「あ」と呟つぶやいて硬直する。茶ちや色いろの瞳ひとみが右に左にとせわし無くさまよい、黒い手袋に包まれた両手が意味も無く上下する。

　騒さわぎを聞き付けた魔ま法ほう士し達が、左右の扉とびらから次々に顔を覗のぞかせる。子供達もいつの間にか立ち止まり、そんな少女を面おも白しろそうに見上げている。

　通路の遠くでは、先程のロッテという名の少女とウィルという名の少年がこっちを見つめて嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいる。
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「……サクラ。そろそろ行かないと、訓練の準備出来てるんじゃないかな？」

「そ──そうか！　貴方あなたの言う通りだな、ディー！」

　見かねて助け船を出すと、賢けん人じん会かい議ぎのリーダーが顔を輝かがやかせる。サクラは子供達を振り返り、先程トイレに行きたいと言っていた二人ふたりを両腕に抱き上げて、

「時間が無い。私はあとから追い付くから、貴方達は先に訓練場に向かうように。走らず、焦あせらず、落ち着いて！」一方的に言い置いて右手の通路に駆かけ出し、突き当たりの角で振り返って「ベルリンの方々！　すまないが話はまた後のちほど！　ディーは歓かん迎げいをよろしく頼む！」

　言い終わると同時に黒い外がい套とうを翻ひるがえし、トイレに向かう通路に飛び込む。

「……走るな、って自分でいったのにー」

　誰だれのものとも知れない呟き。

　子供達は顔を見合わせていっせいに噴ふき出し、

「サクラ困ってたねー」「ほんとだねー」「あとであやまろっか」「そうだねー」「そーいえば、聞いた？」「なにが？」「勝ったチームにはセラおねえちゃんがケーキ作ってくれるんだって」「ほんとに？」「ほんとほんと」「なんだよそれー、ぜったい勝たなきゃ」「あ、でも反則はなしだからね」「あったりまえじゃん！」「反則とかしたら、サクラがっかりするからねー」「ねー」

　口々に騒さわぎながら綺き麗れいな三列縦じゆう隊たいを組み、訓練場に向かって歩き出す子供達。

「すみません、お騒がせして」ディーはそんな子供達の背中を見送り、ベルリン自治軍の面々を振り返って「ここにはあちこちの研究施設から助け出した子供がたくさん居ますから、毎日あんな感じで」

「……いや」

　穏おだやかな顔で首を振る隊長。

　と、その後ろから漏れ聞こえる、くすくすという笑い声。

　見れば、部隊で一番若い少女が、口元に手を当てて忍び笑いを漏らしている。

　忍び笑いは次第に高く大きくなり、少女はとうとう声を上げて笑い始める。いかにも楽しげに笑う少女の瞳ひとみに、大粒の涙が盛り上がる。

　そんな少女を嬉しそうに見つめる、ベルリン自治軍の面々。

　何事かと驚おどろくディーの前で、隊長が口を開く。

「デュアルNo.33殿、少し、昔話に付き合って貰もらえるだろうか」

「はい。……あ、それと、ぼくの名前はディーで良いですから」

「感かん謝しやする、ディー」隊長はうなずき、束つかの間ま目を閉じて「私はベルリンで研究施設の警けい備びの任についていた。魔ま法ほう士し開発のために作られた施設。そこでは多くの子供達が実じつ験けん体たいとして日日生み出され、殺されていた」

　静かに振り返った隊長の瞳が、自分の部下の少女を見下ろす。

　少女は両手のひらで顔を覆おおって、笑え顔がおのまま泣いている。

「彼女……ヘルガ准じゆん尉いはその施設の出身だ。第三級カテゴリーＣの欠陥品として処分されそうになっていたのを、私が『潜せん在ざい能力在り』とデータを改ざんして助けた」

　ディーは何も言わない。

　ただ、泣き続ける少女と、それを見守る仲間達の穏やかな笑え顔がおを見つめる。

「幸い偽ぎ装そうは上う手まくいったが、私のアクセス権限では准尉一人ひとりを救うのが精一杯だった。准尉と共ともに研究所で育った子供達は全員、再処理工場に送られた。……そのせいなのだろうな。彼女は部隊に配属されてから今日きようまで、笑った事も泣いた事も、一度たりとも無かった」

　そうですか、とディーは呟つぶやく。

　隊長は小さくひとつ息を吐き、

「賢けん人じん会かい議ぎに身を投じる事は、隊の全員で話し合って決めた。戦前生まれの我われ々われには人権が保障されるのに、研究施設で生み出される子供には何な故ぜそれが与えられないのか。ヘルガ准尉も我々と同じ、我々の仲間ではないのかとな。幸い、と言うべきか、我わが隊のメンバーは皆天てん涯がい孤独でシティに残す家族も無い。……失礼な話だが、賢けん人じん会かい議ぎがただのテロ組そ織しきならばまたどこかに逃のがれれば良い事と、半ば賭かけのようなつもりで今回の脱出作戦に臨のぞんだ」

　巌いわおのような手が、目の前に差し出される。

「我々の選せん択たくに誤りは無かった。──ここは良い所だ」

　よろしく頼む、と隊長が笑う。

　ディーは、はい、とうなずき、その手を強く掴つかんだ。




　　　　††††††††††††††




　スピーカーから響ひびく小さなアラーム音が、データ転送の完了を告げた。

　真ま昼ひるはタッチパネルを繰あやつる手を止めて、立体映像の通信画面を見上げた。

「……以上が、現時点での賢人会議の総戦力、及び組織図になります」

『簡かん潔けつな報告に感かん謝しやする』

　灰はい色いろのスーツを完かん璧ぺきに着込んだ東洋人の男が、通信回かい線せんの向こうでうなずく。

　シティ・シンガポール自治政府議ぎ員いん、フェィ・ウィリアムズ・ウォン。

　相も変わらぬ無表情を顔に貼はり付けた賢人会議の協力者は半透明なディスプレイの向こうで珍しくため息を吐つき、

『にしても、わずか半年でかき集めたものだな』

　テーブルの上に両手を組み、眉み間けんにかすかなしわを寄せて、

『構成員の総数、一五八九名。第一級カテゴリーＡのＩ－ブレインを持つのが一三五名、第二級カテゴリーＢが四七六名、第三級カテゴリーＣが九七八名。……大戦中、最盛期のシティの戦力水準だな、これは』

　手元に表示された仮想のタッチパネルに指を置き、無む造ぞう作さにキーを叩たたく。

　通信画面の隅すみに小さな表示窓を呼び出し、各シティの戦力分布データを表示して、

『これで賢人会議が擁ようする魔ま法ほう士し戦力は、全シティ中で最大の部隊数を誇るニューデリーのおよそ二倍。通常の軍隊を含めた総合力で考えたとしても、現存する六つのシティ、いずれの自治軍とも互角に渡り合う事が可能なだけの規き模ぼを有する事になる』

　言葉を切り、映像越しに鋭するどい視し線せんを投げて、

『……無む論ろん、我がシティ・シンガポールも含めて』

「閣下の協力の賜たま物ものです」真昼は笑え顔がおで即答する。男との付き合いもかれこれ半年、今さら腹の探り合いをするような段でも無い。「いや本当に。僕の予定ではここまでの戦力を整ととのえるのにあと一年はかかるはずだったんですが。……閣下に提供して頂いた各シティの魔法士開発施設の情報に、自治軍から離り反はんする可能性のある魔法士部隊のリスト。全すべて有効に活用させて頂きました」

　机の上に幾つも浮かんだ小さな立体映像ディスプレイのひとつ──賢けん人じん会かい議ぎの現在の戦力について纒まとめた資料に視し線せんを向け、息を吐く。

　データの集計日として資料の隅すみに記された日付は今日きよう、西せい暦れき二一九九年八月二十三日。

　大気制せい御ぎよ衛えい星せいを巡る争いの最中に魔ま法もう士し誕たん生じように関する真実が世界に公表され、アルフレッド・ウィッテンの研究成果──『魔法士能力の遺い伝でんを阻そ害がいするプロテクトの解除法の存在』が全すべての人の知るところとなったあの日から半年。秘ひ密みつ裏りにフェイの協力を得る事で、賢人会議はその組そ織しきを急速に拡大させていた。

　フェイから提供されたシンガポール自治軍情報部の極秘資料──シンガポールを除く五つのシティの研究機き関かんに関する詳細な資料に基づいて施設に対する襲しゆう撃げきが行われ、実じつ験けん体たいとして育成されていた五百人以上の魔法士の子供が助け出された。同じくフェイから提供された「自治軍内でシティに離り反はんする可能性の在る部隊」の資料を基に幾つかのシティの自治軍に対して切り崩し工作を行った結果、各シティの主力を含めた数十人の魔法士がシティを脱走、賢人会議に所属する事になった。

　そうなれば、あとは自動的。

　同様にシティに対して不満を持ちながら、情勢を見守っていた軍の魔法士。シティ体制に反対してシティ外の町で生きる事を選び、身を潜ひそめていた在野の魔法士──そういった者達が自ら賢人会議に接触を求めてくるようになるまで、時間は掛からなかった。

　真ま昼ひるは密ひそかにフェイと話し合い、慎重に作業を進めた。ただ賢人会議の戦力を増強したいだけならば手当たり次第に魔法士を集めれば良いが、「真昼の本当の目的」のためにはシティの国力が度を超えて損そこなわれてしまうのも好ましく無い。自治軍に属する魔法士に関してはそれでもかなりの数がまだシティに留とどまっているから良いとして、一番頭の痛い問題は賢人会議の主おもな活動となっている「シティの研究施設に対する破は壊かい活動」。考え無しに全すべての施設を攻こう撃げきして魔法士──正しく言うなら「マザーシステム」に関する研究を完全に止めてしまえば、将来、賢人会議が平和的な組織への転換を図ろうという段になった時に深刻な問題を引き起こすのは目に見えている。

　襲撃目標は研究施設の中でも軍事寄りの、マザーコア開発に関係しない場所を中心に。

　フェイから賢人会議に提供された「他ほかのシティ内の研究施設に関する情報」に検けん閲えつが加えられ、シティが受ける損そん害がいが軍事面だけに限定されるよう操そう作さが行われていた事は、賢人会議の魔法士誰だれ一人ひとりとして知らない秘密だった。

「あまり戦力を増強し過ぎると、勢いに乗って『シティを滅ぼそう』なんて言い出す人が出てこないとも限りませんからね。まあ、この辺あたりが良いバランスでしょう」

『参さん謀ぼう殿も、気苦労が絶えない事だな』フェイは小さく息を吐き『とはいえ、こちらにとっても現在の賢人会議の戦力水準はベストに近い。これ以上となれば賢人会議の存在自体を危険視する議員達が騒さわぎ出すのは目に見えているし、逆に、これ以下となって賢人会議の戦力としての存在意義を疑問視する派は閥ばつに息を吹き返されても面めん倒どうだ』

「議ぎ会かいはまだ纒まとまりませんか」

『今少し、というところなのだがな』フェイは視し線せんを上に向け『軍の研究部に繋つながりの深い一部の議員が、未いまだに「賢人会議への人材の流出による魔法士戦力の低下を懸け念ねん」している。同盟締てい結けつ自体に反対する訳でも無いのに毎度毎度新たな議題を用意してくるのだから、ご苦労な事だ』

　半年前の会かい談だんでフェイが持ち帰った報告を元に、シンガポール自治政府は賢けん人じん会かい議ぎとの同盟に向けて既すでに動き出している。元々、同盟という方針自体はシンガポールの全政策を決定するコンピュータ『光耀クアンユー』が算出した事。表だって反対を唱となえる事の出来る者など居るはずも無く、自治政府は来きたるべき条約締結の日に向けて急ピッチで準備を進めている。

　賢人会議が提示した、同盟にあたっての三つの条件──「シティから賢人会議への移住の許可」「共同の研究機き関かんの創設」「マザーシステムの機能削減」。

　その具体的な法案制定に向けてシンガポール内では連日のように会議が開かれ、自治政府の官かん僚りようと軍の研究員達は具体的なシステムの構こう築ちくに忙ぼう殺さつされている。

　とはいえ、もちろん全すべての者がこの同盟に賛さん成せいしている訳では無い。自治軍の高官や反対派の議員からは同盟自体に反対する事が出来ない腹いせのように「同盟締結の条件」に関する議題が度たび々たび議会に提出され、裏で何らかの工作が行われている気け配はいもある。

　今回の同盟について話し合うための市民集会が各地で幾度と無く行われ、潜もぐり込んだ調ちよう査さ員いんの報告でも公営放送が行ったアンケートでも人々の意見は同盟賛成と反対でほぼ半数に割れている──というのが、フェイから以前聞いたシンガポールの現状だった。

「まあ、予想通りですね」真ま昼ひるは小さく笑い「そもそも全会一致の賛成が得られるような話でもありませんし。閣下にはご苦労をおかけしますが、よろしくお願ねがいします」

『貸しにしておこう。随ずい分ぶん良い債さい権けんになりそうだからな』フェイは冗じよう談だんらしき言葉を淡たん々たんと口にし『そういえば、先日送った条約の具体案だが、そちらでの話し合いは』

「昨日きのう終わりました。当面はあの内容で問題無いだろうって事で」

　賢人会議とシティとの同盟における賢人会議側の三つの要求、そのうち最も重要な条件である「マザーシステムの機能削減」について、シンガポールは数日前に最終回答と称する条件を提示している。

　賢人会議が示した「全機能の三十パーセントを削減」という要求に対して、シンガポールが出した答えは「緊きん急きゆう事態の際には設定を変更するという条件で十五パーセントの削減」。こちら側の要求には到とう底てい届かないとはいえ、シティの現状を考えれば限界の、破格に近い数値だ。

「正直、驚おどろきました。良いところ十パーセントが限界だと思ってたんですが」

『研究部と行政部がシティ全域のインフラを徹てつ底てい的てきに見直した結果だ。首相と光耀のお墨すみ付つきとはいえ、議会に対する根回しは骨を折ったが』フェイはひとつ息を吐き『それに、驚いたのはこちらも同じだ。あの条件、賢けん人じん会かい議ぎの代表殿はよく呑のんだものだな』

　代表殿、と口にする男の声に微かすかに揶や揄ゆするような響ひびきが混ざる。ディスプレイの向こうの男は最初に会った時から賢人会議の実質的な指し導どう者しやを真ま昼ひるだと認にん識しきしていて、サクラの事はお飾りとしか考えていない。ついでに言えば魔ま法ほう士し嫌いも相変わらずで、この半年の間に数え切れない程の通信をやりとりしているにもかかわらず、未いまだに真昼以外の魔法士とは事務連絡以上の言葉を交わそうとしない。

『説得は難なん航こうしたのではないか？　参さん謀ぼう殿の日々の努力には、同情の念を禁じ得ないが』

「お気き遣づかい痛み入ります」真昼はおそらくは皮肉であろうフェイの言葉を笑え顔がおで受け流し「でも、今回は意外とあっさり納得してくれましたよ。僕も驚おどろきましたけど」

　昨日きのうの夕方に開かれた会議の事を思い出す。真昼とディーとセラとサクラ、それに新しいメンバーの中で軍隊での指揮経けい験けんがある者十数名を交えて行われた話し合いの席上、シンガポールの条約案を伝える真昼に、少女はあっさりとうなずいたのだった。

　──妥だ当とうな数字だな。やむを得まい──

　そう呟つぶやくサクラを、ディーとセラが目を白黒させて見つめていた。

　思い返せば半年前の事件。大気制せい御ぎよ衛えい星せいから帰ってきて以来、少女のシティに対する態度は随ずい分ぶん落ち着いた物になった気がする。

「あの子もあの子なりにちゃんと成長してるんですよ。……たぶん」

『その点について参謀殿と議論しても始まらんな』フェイは呆あきれた、とでも言うように肩をすくめ『ともかく、条約案についてそちらの了承が得られたというのなら準備は大詰めだ。おそらく今日きようか明あ日すにも調ちよう印いん式しきの日程について連絡する事になる』

「お待ちしています」

　真昼は笑顔でうなずく。

　束つかの間ま目を閉じ、何と無しに天てん井じようを見上げて、

「……いよいよ、ですね」

　ディスプレイの向こうのフェイが、そうだな、と呟く。

　半年間の準備の集大成──シティ・シンガポールで行われる事になっている、同盟文書の調印式。

　シンガポール自治政府の全すべての要人が列席し、各国の報道機き関かんと政府関係者が招待されるその式典は、賢人会議が単なるテロリストとしてではなくシティと対等なひとつの国家として世界に存在を示す、記念すべき最初の舞ぶ台たいとなるはずだ。

『そちらも準備を抜かり無く……と、これは参謀殿には余計な言葉だな』フェイは呟き、ふと思い出した様よう子すで『それと、例の物だが、研究部から詳しよう細さいな設計が届いた』

「本当ですか！」

　予想外の言葉。真昼はとっさにはしゃいだ声を上げてしまい、慌あわてて咳せき払ばらいして、

「随ずい分ぶん早いですね。基き礎そデータをお渡ししてからまだ二週間ですが」

『研究員の本気、と理解して頂こう』フェイは立体映像の通信画面の隅すみにデータ転送用の表示窓を呼び出し『何しろ、賢人会議そちらとの共同研究機き関かん立ち上げのために集められた精せい鋭えい揃ぞろいだ。皆、参さん謀ぼう殿に甘く見られまいと目の色を変えている。……そちらから送られてきた基礎理り論ろんが、よほど途方も無いものだったようだな』

「え？　いや、それは」

　恐きよう縮しゆくです、と苦笑し、タッチパネルを操そう作さしてデータを受け取る。

　視界を覆おおい尽くさんばかりに展開される、無数の立体映像の文書とグラフ。

　真ま昼ひるはその全すべてに素す早ばやく視し線せんを走らせ、ひとつうなずき、

「シミュレーションの結果も良好ですね。これなら期待出来そうだ」

　フェイから送られてきたそのデータは、シンガポールで開発中の「全く新しい魔ま法ほう士し専用デバイス」の詳細な設計と仮想シミュレーション上でのテスト結果だ。賢けん人じん会かい議ぎとシンガポールの同盟の条件として設立が決まっている、マザーシステムに代わる新たなエネルギーを研究するための共同機関。その能力を測るため、という名目で真昼が二週間程前に開発を依頼した。

　当初はこれまでの様さま々ざまな戦いで破は損そんした賢人会議の面々の戦せん闘とうデバイス、中でも本来の十二個から八個にまで数を減らしてしまった光使い専用デバイス『Ｄ３』の補修を頼むはずだったのだが、技術力の分からない相手にこちらの切きり札ふだとも言うべき武器を委ゆだねるのはどうかと考えた結果、最終的に半分真昼の趣しゆ味みのような新システムの開発計画を渡すという事で落ち着いたのだった。

　システムの根幹を成す基礎理論は、騎き士し剣けんの制せい御ぎよ中ちゆう枢すうをベースに真昼が組み上げたもの。

　シンガポールの研究者達がその基礎をどう料理するか期待と不安が半々といったところだったのだが、この結果を見る限りは今後の共同開発にも期待が持てそうだった。

『数日中には試作品も完成するという話だ。調ちよう印いん式しきの前には参謀殿にお渡し出来るだろう』そう言ってフェイは息を吐き『世界を救う鍵かぎとなるべき研究機関の最初の成果がこれというのは、いささか不本意ではあるがな』

「すみません、僕一人ひとりだといろいろ手が足りなくて」真昼は何と無しに頭をかき「それに、これからの計画に全く無関係っていう訳わけでも無いですよ。研究員の人達にとってはこういう開発経けい験けんが技術力の向上に繋つながりますし、僕らの方は僕らの方で、やっぱりリーダーには分かりやすいシンボルがあった方が交渉事にも便利ですし」

『まあ、そういう事にしておこう』フェイは諦あきらめ顔でうなずき『では失礼する。次こそは、シンガポールで直接会いたい物だな』

　そんな言葉を残して、通信画面が消失する。

　しばしの沈ちん黙もく。

　真昼は椅い子すに座ったまま大きく伸びをし、部へ屋やの扉とびらを振り返って、

「もう入って来ても大丈夫だよ？　セラ」

　途と端たんに、木もく目め調ちようの扉とびらの向こうで「ひゃっ！」と可愛かわいらしい声。

　ぎこち無く開かれた扉の陰から、金髪をポニーテールに結ゆわえた少女がおそるおそる顔をのぞかせる。

「ば……ばれてたですか？」

「うん。まあ、何となく」

　本当は「賢けん人じん会かい議ぎの面々にも秘密の情報」が立ち聞きされないように部へ屋やの周囲に仕掛けてある情報制御のセンサーがセラの演算を捉とらえただけなのだが、そこは伏せて答える。

　机の上の立体映像ディスプレイを纒まとめて消去し、どうぞ、と少女を手招きする。

「は、はい！……です」

　セラは重力制御で手も触れずに扉を開け、おずおずと部屋に入ってくる。白いエプロンを腰に巻き、同じく白のコック帽を頭に載せた料理スタイル。両肩の上辺あたりに浮かんでいたケーキの皿とティーポットとカップが、淡あわい照明の室内をふわりと漂って真ま昼ひるの前の机に着地する。

　以前は難むずかしかったこんな作業も、少女にとってはもはや日常。

　カップに添えられたティースプーンがひとりでに浮き上がり、角かく砂ざ糖とうを紅茶に落としてゆっくりとかき混ぜる。

「えっと、冷めないうちにどうぞです」

「や、ありがと」真昼はカップを取り上げ、静かに口をつけて「うん、おいしい。で、こっちは……実戦訓練の子達の賞しよう品ひんかな？」

　スポンジを生クリームで覆おおってイチゴを載せた、可愛かわいらしい飾り付けのケーキ。

　今日きようが初めての実戦訓練の子供達のためにセラがご褒ほう美びを作るという話は真昼ももちろん聞いているし、資源管理の責任者として生産プラントの使用許可も出している。

「はい、特製です」セラは大きなコック帽を両手で外はずし「勝ったチームの子達に切ってあげて、真昼さんのは残りです」

「そうなの？」真昼は少し首を傾かしげ「けど、僕が食べても良いの？　勝った子で分けるとか、負けた子にもちょっとだけ分けてあげるとかした方が良いんじゃ」

　何しろ、セラの手製のケーキだ。子供達にとっては何よりのご馳ち走そうだし、食料生産のスケジュールから考えてもそう頻ひん繁ぱんに用意出来るものでは無い。

「えぇっと、それなんですけど……」と、セラは少し口ごもり「勝った子達が『自分達だけ食べるのは不公平だ』って言い出して、みんなでお話して負けた子達も一いつ緒しよに島の人全員分のケーキを作ろうっていう事になって。『学校』の食事担当の人達に相そう談だんしたら『自分達も手て伝つだうから夕飯と一緒にみんなに配ろう』っていう事になって、それで、えっと……」

「ああ」

　つまりはケーキの材料の使用許可が必要という事だなと理解し、頭の中で物資の備び蓄ちくを計算する。たぶん問題無し。生産プラントの改修や合成演算の補助をしてくれる炎使いの増加で、この島の資源生産も最近は随ずい分ぶん安定している。

　もちろん日用の食料ならともかくケーキのような嗜し好こう品ひんとなると豊富とは言い難がたいから、贅ぜい沢たくである事は間違い無い。

　が、たまにはそんな楽しみがあっても、罰ばちは当たらないはずだ。

「このケーキは袖そでの下、って事かな？」銀ぎん色いろのフォークをくるりと回して少女に片目をつぶり「許可します。良い考えだと思うよ」

「ほんとですか！」

　セラは珍しくはしゃいだ声をあげ、そんな自分の声に驚おどろいた様よう子すで口元を手で隠す。

　そんな少女に真ま昼ひるはくすくす笑い、ふと視し線せんを上に向け、

「にしても、みんなでケーキか」何だか感かん慨がい深ぶかい気持ちで息を吐き「セラががんばってくれたおかげだね。半年間、ご苦労様」

「え？　そ、そんな……」

　恥ずかしそうに顔を伏せるセラの姿に、目を細める。

　半年にわたって様さま々ざまな手段で行われ、とうとう千人以上の魔ま法ほう士しを組そ織しきに吸収するに至った賢けん人じん会かい議ぎの拡大計画。

　その最大の功労者は誰だれかと問うなら、答えはサクラでもディーでも真昼自身でも無く、実は目の前の少女なのだった。

　そもそもシティの軍に属する魔法士というのは半数以上が人工培養で生み出された「先天性」の実じつ験けん体たいで、研究施設で訓練と実験に明け暮れる日々を過ごしてきた彼らには日常の炊すい事じ洗せん濯たく掃除はおろか自分のフォークとナイフを自分で並べた経験すら無い。残りの「後天性」魔法士の面々にしたところで状況は大して変わらず、戦前には完全自動化されたシティの住居で優ゆう雅がな暮らし、戦中から戦後にかけては軍人としての職しよく務むと魔法士としての訓練・研究協力に忙ぼう殺さつされる日々、という人生を歩んできた結果、「生まれてこのかた包丁を握った事が無い」という者が全体の九割以上を占める。

　そんな魔法士達が賢人会議に集つどったとして、彼らにどうやって家事の基本を叩たたき込み、設備に乏とぼしく手て伝つだいロボットの全面的導どう入にゆうなど望むべくも無いこの島で「普通の、自活した」生活を送らせるか──半年前に組そ織しきの拡大を開始する以前から予想されていた問題であり、真昼も対策を考えておく必要があった。

　幸いな事に、計画開始の初期段階では人員の増強手段はシティからの実験体の強ごう奪だつと軍からの引き抜き工作だったから、メンバーの増加もごくゆったりとしたペースになると推定された。ならば、その新しいメンバー、中でも肉体的にも精神的にも大人おとなである後天性の魔法士を中心に個別指導の形で家事全般を教えればいい。そうやって技術を身につけた大人と子供何人かずつで生活グループを作り、その中で今度は大人が子供に指導を行う。そうやって全体の「家事レベル」を向上させれば、将来自ら賢けん人じん会かい議ぎに集つどう魔ま法ほう士しが増えて組そ織しきの拡大が急ピッチになったとしても、既存のメンバーと新しいメンバーを混ぜて共同生活を行う事で無理なく家事の技術を伝達する事が出来る。

　問題は、その「一番最初に家事を教える先生役」を誰だれが引き受けるか。

　家事万能ではあるが他ほかにやる事が多過ぎてとても手が回らない賢人会議の参さん謀ぼう。いちおう一通りの家事はこなせるものの人に物を教えるのに殺人的に向いていない賢人会議のリーダー。二人ふたりの幹部が次々に除外され「一応お皿くらいは洗った事在るけど」という双剣の騎き士しの存在が順当に忘れ去られた結果、この大役は光使いの少女に一任される事となった。

『が、がんばる……です……』

　いかにも自信無さげにそう引き受けたセラは、しかし、真ま昼ひるの期待に完かん璧ぺきに応こたえた。当時の賢人会議の構成員は最初にメルボルン跡地を脱出した頃ころからのメンバーである百人近い子供達と、ニューデリーの事件で新たに加わった自治軍上がりが五十人程。手始めにその元軍人の中から一番年長の五人を選んだセラは、彼らを集めて一人ひとり一人ひとりにエプロンと包丁とフライパンを渡すとこう宣言した。

『えぇっと……特訓です！』

　傍はた目めにはどちらが特訓されるのか分からない光景だったが、結果的にこの人選は上う手まく機き能のうした。集められたメンバーはいずれも戦前生まれの後天性魔法士で、外見だけではなく実じつ年ねん齢れいでも三十を超す者ばかり。軍隊での殺さつ伐ばつとした日々を十年以上も続けてきた彼らにとって「自分の娘程の歳としの少女に料理を教わる」というのは実に感動的な体たい験けんであったらしく、しどろもどろに解説する先生役の少女に生徒達が嬉うれしそうにうなずくという何とも和なごやかな空気で特訓は進んだ。

　そうやって幾人かがともかく料理の基き礎そだけでも覚えてしまえば、あとは連れん鎖さ式しき。

　料理の次は掃除、掃除の次は裁さい縫ほう──セラが毎日のように開く家事教室には最初のメンバーだけではなくそのかつての部下達も参加するようになり、騒さわぎを聞きつけた子供達もいつの間にかその輪わに加わった。一ヶ月も経たつ頃には魔法士達が暮らす居住スペースからは目に見えてゴミが減り、日々の食事のテーブルにも缶詰やレトルト品ではなく温かい皿が並ぶ事が多くなっていった。

　もちろん、人には向き不向きがある。Ｉ－ブレインの性能が生まれつき異なるのと同様に家事の技術の上達にも個人で差があるし、中には騎士剣で戦えば超一流なのにどうやっても包丁が上手く扱えない、という人も居る。

　が、その事は大した問題では無い。

　何より肝かん要ようなのは、この島で暮らす全員が「日常」を過ごす事。

　ここは軍隊では無く自分達が普通の生活を営いとなむ場所であり、自分達はもはや兵器では無いのだという大前提を、全員が共通認にん識しきとして持つ事だった。

「先週は小さな子達で料理大会をやったって話も聞くし。セラが審しん査さ員長だったんでしょ？」

「そうです！　みんな、ほんとにびっくりするぐらい上じよう手ずで」

　少しだけ口元を緩ゆるめてうんうんとうなずくセラ。

　が、少女はすぐに難むずかしい顔で眉み間けんにしわを寄せ、

「けど、最近ちょっと困ってて……」

「困る、って？」

「えぇっと……特に新しく来た子達なんですけど、ここで普通に暮らしてるのがよっぽど楽しいみたいで……」少女は少し言いよどみ「何人かの子が『もう戦せん闘とう訓練とかしたくない。戦争とかしないで、毎日ご飯作ってプラントの手て伝つだいして暮らす』って」

「それは困ったねぇ」

　……早速、良い傾向だね。

　少女に向かっては難しい顔で腕組みして見せつつ、内心ではそんな事を考える。将来的な真ま昼ひるの「本来の目的」から言えば、その流れは実に好ましいし、予定通りでもある。シティの軍を離り反はんしたり研究施設から助け出されたりした魔ま法ほう士しが集まったこの島で「普通の、当たり前の生活」を続けていれば、もう戦いたくない、このまま平和な暮らしを続けたい、という意見が出てくるのは当然の流れだ。

　とはいえ、残念だが、まだ早い。

　もう少し、せめて現存する六つのシティの過半数が賢けん人じん会かい議ぎと同盟を結ぶという状況が成立するまでの間は、「賢人会議は好戦的な、危険な組そ織しきである」というイメージを外側に向けても内側に向けても保っていかなければならない。

「一度、サクラの所に連れて行ってみるといいんじゃないかな？　きっと、上う手まく説得してくれると思うよ」

　賢人会議のリーダーである少女なら子供達の「戦いたくない」という気持ちを理解した上で、それでも戦わなければならない、少なくとも、自分の身を守るために訓練は続けなければならないという事を上手く説明してくれるだろう。他ほかの事はともかく、サクラのそういう能力に関しては真昼は高く評価しているし期待もしている。

「サクラさん、ですか」とセラは少し考え「そうですね。やってみます」

　何だかほっとした様よう子すでうなずき、応接用のソファーに腰を下ろして、

「それと、真昼さんに頼まれてたあれ、作ってみたですけど」

「あ、ついに完成だね？」

　お疲れ様、と呟つぶやくと、セラは、ばっちりです、と少しだけ胸を張る。ポケットをがさごそ漁あさって携けい帯たい端末を取り出し、真昼の目の前に立体映像ディスプレイを展開する。

　そこに映し出されるのは、黒地に銀の縁ふち取どりが施ほどこされた軍服のデザイン画。

　すらりとしたシルエットに施される落ち着いた意い匠しようをしばし眺め、真昼は大きくうなずく。

「えっと、こっちが儀ぎ典てん正装で、こっちが通常服で、それから、これが戦せん闘とう服ふくで」

「うん、完かん璧ぺき」少女に向かって親指を立て、机のタッチパネルを叩たたいて別なディスプレイを呼び出し「じゃあ早さつ速そく生産プラントにデータ送って材料の合成始めよっか。あと、みんなにも『これに決まりました』ってメッセージ送っておくね」

「え──？　も、もうですか？」セラの慌あわてた声。「えぇっと、いちおうみんなで話し合いとか、そういうのは……」

「善は急げ。セラが考えたデザインならみんな文句は言わないよ。調ちよう印いん式しきまでに少なくとも八〇〇人分は揃そろえないといけない訳わけだしね」

「そう……ですか？　えぇっと、それなら……」

　そんな曖あい昧まいな言葉を呟つぶやいて、セラは自分がデザインした軍服を恥ずかしそうに見上げる。真ま昼ひるの目の前に半透明で表示されるそれは『賢けん人じん会かい議ぎ独自の、正式な軍服』。一ヶ月程前に少女に頼んでおいた物だが、「いろんな人に相そう談だんしてね」という言いつけを忠実に守ったらしく、六つのシティ、いずれの軍服とも異なるデザインに仕上がっている。

「大丈夫。これなら、他ほかのシティの軍と並んでも見劣りしない……どっちかって言うと、勝ってるかな？」

　現状、この島には決まった制服というものが無い。軍上がりの魔ま法ほう士しは各人が自分が元居たシティから持ち出してきた軍服をそのまま使っているし、子供達は常にあり合わせの私服だ。が、賢人会議が他のシティと同等の『国家』を称する以上、その状態がいつまでも続くのは好ましく無い。対外的な旗印という意味でも、公おおやけの場での正装というものは必要になる。

　フェイからも、「調印式の際の警けい備びを円えん滑かつにするために、そちらの儀典正装を統一して欲しい」と以前から頼まれている。

　全メンバーの半数を連れて行くとしておよそ八〇〇人分、出来れば千人分以上。儀典正装が一着に、通常服と戦闘服は出来れば二着ずつ。シンガポールに旅立つまでに、何としても揃そろえておきたい。

「えっと……相談した人達にも褒ほめられたです。『うちの軍のよりかっこいい』とか、『このデザインが一番だ』とか」

　おそるおそる、というふうに、そんな言葉を呟くセラ。

　ソファーにちょこんと座ったまま両足をぶらぶらさせて、

「何か……楽しいですね、こういうの」

「ん？」

「え！　えっと！　不ふ真ま面じ目めな意味じゃなくて！」と少女は両手をぱたぱた振り「みんなで協力してがんばって、一個の目標のためにみんなが自分の出来る事して、そういうのって楽しいなって……」

　視し線せんをうつむかせ、膝ひざの上で両手を組んで、

「全部ただの遊びだったら、もっと楽しいのに、って」

「……そうだね」

　その言葉に真ま昼ひるも息を吐く。セラの言う通り、どんなに楽しく見えたとしても賢けん人じん会かい議ぎはテロリストの集団であり、この島で行われる全すべてはシティと戦うための下準備に過ぎない。日々を楽しく過ごす魔ま法ほう士し達は一人ひとりの例外も無く軍に追われる立場であり、戦い続けなければ世界のどこにも居場所は無い。

　それが賢人会議の現実であり、この世界の現実。

　……だけど、その現実は変わる。

　計画は順じゆん調ちように、真昼の思い描いた通りに進んでいる。組そ織しきの戦力は整ととのった。シティの自治政府に協力者も得た。次の、シンガポールとの同盟はひとつの節目。シティと正式な同盟を結んだという事実が在れば、状況は大きく動き出す。

　着実に。小石を積つみ上げるように、着実に。

　世界はゆっくりと、けれども確たしかに、真昼が思い描く方向に進んでいる。

「……と」

　微かすかなアラーム音と共ともに、通信画面が机の隅すみに浮かぶ。映し出されるメッセージに視し線せんを走らせ、真昼はひとつうなずく。

「セラ、ちょっと訓練場のディーに知らせてくれる？　他ほかの、隊長クラスの人達も一いつ緒しよに」

「え？」

　セラは不ふ思し議ぎそうに顔を上げ、すぐに、何かに気付いた様よう子すで目を丸くする。

　半透明な通信画面の隅には、シンガポールからの秘ひ匿とく回線を表すコード。

　もしかして、とこっちをうかがう少女に真昼は視線で応こたえ、

「調印式の日が決まったみたい」




　　　　††††††††††††††




「結婚──？」

　執務机を両手で叩たたく音が、やけに大きく響ひびいた。

　軍事棟五階、賢人会議代表の執務室。突然降って湧わいたその言葉に、サクラは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「結婚とは……貴方あなたと、貴方が、か？」

　机の向かいに立つ男女が、互いを見つめて恥ずかしそうにうなずく。男の方は元モスクワ自治軍の少佐で、名前はミハイル。女の方はベルリンの特務大尉で、名前はベルタ。どちらも三ヶ月程前に仲間に加わった軍出身の先天性魔法士で、歳としは通常の人間で言えば十八歳ぐらいになる。

　……いったい、いつの間に……

　手を取り合う二人ふたりに呆ぼう然ぜんと視し線せんを向けたまま、記き憶おくの底を必死に掘り返す。二人がこの島に来てから三ヶ月。思い返せば確たしかに、一いつ緒しよに居る所を何度か目もく撃げきした。居住区画の部へ屋やも近いし、日々の雑務の当番も何度か同じになっているが、幾ら何でもそれだけで……

「そ、そうか！　と、とにかくめでたい。めでたいな、うん！」

　渦うず巻まく思考を振り払い、大おお真ま面じ目めに何度もうなずく。ともかく机の隅すみのタッチパネルを操そう作さして立体映像ディスプレイを起動する。こういう場合の手続きについては、島のインフラ整せい備びのついでに完全にシステム化されている。登とう録ろくデータの書き換えや住居の振り分けなどは全すべて自動。極きよく論ろんすればカップル二人が合意の上で適当な端末から電子書類に署名すれば誰だれに断る必要も無いのだが、どういう訳わけか、結婚を決めた二人はまずサクラの所に報告に訪れ、サクラの目の前で宣誓の署名を行うのが慣かん例れいになっている。

　そう、「慣例」だ。

　住人の数が一五〇〇人を超え、ひとつの町と呼んでも差し支えないレベルにまで発展したこの島では、今、魔ま法ほう士し同士の結婚が密ひそかな流行となりつつあるのだった。

「……よし、では確かに、二人の結婚を承認する」立体映像の書面に書き込まれた二人の電子署名を確かく認にんし「今はシンガポールとの同盟を控えた時期なのでな。このような書面のみの形となってしまうが許して欲しい。一段落したら、また、祝いなど考えよう」

　そう言って、机の向こうの二人を見つめる。

　笑え顔がおではにかむその姿に自然と笑えみがこぼれ、

「幸せに」机の上で両手を組み、背筋を伸ばして「賢けん人じん会かい議ぎは、貴方あなた達のような魔法士が幸せになるためにある。どうか、いつまでも仲良くいて欲しい」

　二人の魔法士が、深々と頭を下げる。それでは、と部へ屋やをあとにする二人を、サクラは笑顔のまま見送る。

　スライド式のドアが閉まる、静かな音。

　そのまま数秒。

　知らず、小さな吐と息いきが口元から漏れる。

　……今月だけで、もう四組、か。

　ちなみに先月も同じく四組で、その前の月は三組だった。そのさらに前の月は一組で、これは賢人会議で最初の、記念すべき夫婦という事になる。さらに、真ま昼ひるの話によれば「そろそろサクラの所に顔を出すかもね」というカップルが少なく見み積つもってもあと五組。どうも組そ織しきの規き模ぼ拡大に伴って、急きゆう激げきに増えているらしい。

　……良い事ではあるのだがな。

　賢人会議に身を寄せる魔法士達は通常人で言えば十代後半から二十代の者が多いし、男女の比率もほぼ半々だからそういう話があってもおかしくはない。サクラ個人としても同胞が幸せになるのはそれだけで嬉うれしい事だし、何より、組そ織しきの拡大がここまでスムーズに進んだ大きな要因のひとつはサクラ達が北ほつ極きよく衛えい星せい内で見つけた『魔ま法ほう士し能力の遺い伝でんを阻そ害がいするプロテクトの解除法』なのだから、魔法士の結婚は奨しよう励れいこそすれ止める理由などどこにも無い。

　無いが、何しろ数が多過ぎる。

　──このままのペースが続くとなると──

　今現在、この島に暮らしている魔法士がおよそ一六〇〇人。その中で、肉体年ねん齢れいを考えて「まあそういう話があってもおかしく無いかな」と言えるのがおよそ半分、八〇〇人程。結婚の頻ひん度どがこの先も現在のペースで増加していくとして、適齢期のメンバー全体の中で独身者の割合が既婚者を下回るのが……

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、それ以上の計算を止やめる。

　タッチパネルを指でつつき、今日きようの予定をディスプレイに呼び出す。

「子供達の戦せん闘とう訓練は終了。あとは午後から上がってくる生産プラントの稼か働どうスケジュールを確かく認にんして、私の署名を入力して……」

　賢けん人じん会かい議ぎのリーダー、一日の職しよく務む、終了。

　机にぺたんと突っ伏して、冷たい天てん板ばんに頬ほおを押し当てる。

　北極衛星の事件から半年、日々の生活に必要な住じゆう環かん境きよう、生産ライン、組織体系などの構こう築ちくは無事に完了し、賢人会議はひとまず安定な状態に入っている。近いうちに予定されているシンガポールとの正式な同盟締てい結けつまでは他ほかのシティに対する襲しゆう撃げき計画は無く、逆に、シティの自治軍がこちらに対して何らかの動きを仕掛けてくる気け配はいも無い。

　軍事訓練はサクラも時々手て伝つだうが、基本的にはディーが中心になっているし、半年前ならともかく今では各国の軍のトップエースが揃そろっている。当初は「単なる能力の高い個人の集まり」に過ぎなかった戦闘集団としての賢人会議も今ではすっかり組織化が進み、第二級カテゴリーＢ以下の魔法士については軍での指揮経けい験けんがある者を隊長とする小隊に、第一級カテゴリーＡの魔法士は少人数で独立部隊に、という編へん成せいが確立されている。

　かたや日常生活の方はどうかと言えば、こちらも完全にシステムが出来上がっている。魔法士達が暮らす「居住区画」と呼ばれる建物は現在島の中央部に三棟存在し、新たに四棟めが建造中。肉体的に一定の年齢に達した大人おとな、及び子供であっても自活が可能と判断された者はこの建物の一室を与えられ、一人ひとりで生活する事も出来るし誰だれかと一いつ緒しよに住む事も出来る。一方で、居住区画の隣となりには通称「学校」と呼ばれる施設が二棟並び、こちらでは主おもに小さな子供達が集団生活を営いとなむ。研究施設生まれで日常生活など経験した事も無い彼らの世話は大人の魔法士達が持ち回りで行うが、実質的な責任者はセラ。大人達に対する家事の技術指し導どうと言い、彼女の働きは本当に神がかっている。

　シンガポールとの折せつ衝しようはもちろん真ま昼ひるが担当。ついでに言えば他のシティに対する情報収集活動もこの青年の役目で、シティの軍人も裸足はだしで逃げ出すその技術力の前では魔法士といえども手を出す余地が無い。

　シンガポールとの同盟に向けた準備も、全すべて順じゆん調ちようその物。

　つまり、今のサクラには、本当に書類の判押しぐらいしかやる事が無い。

　ならば一人ひとりで訓練するなり各部署を見て回るなりしたいところだが、残念ながらこの執務室には意外と来客が多い。先程のような結婚の報告はもちろんだが、日常の細々としたトラブルや悩みの相そう談だん、果ては特に困った事も無いのだが何となく話を聞いて欲しいという者まで、大たい抵ていは日に数人、サクラのもとを訪れる魔法士は来る日も来る日も絶えない。

『今は上う手まくいっててもこの暮らしがずっと続くとは限らないからね。みんな、心の支えが欲しいんだよ』

　担がれるのが御み輿こしの仕事、とは真ま昼ひるの言葉だ。御輿が「自分で何かしなければ」と焦あせる必要は無い。具体的な事は周りの者がやる。御輿はただ黙だまってそこに座って、必要な時に一言、「やろう」と言いさえすれば良い。

　この世界には、魔ま法ほう士しを助けるために立ち上がり、シティに反旗を翻ひるがえした魔法士が居る。

　ただそれだけの事が救いになる、それだけで上を向いて生きていける同胞が居るのだという事を忘れてはいけない、というのが我われらが軍師殿の教えだ。

　……しかし、なぁ……

　分かっていても、退屈が苦にが手てな性しよう分ぶんはどうにもならない。

　それに、こうもやる事が無いと、ついつい余計な事を考えてしまう。

「……結婚、か……」

　立体映像ディスプレイに画像データを呼び出し、指で弾はじいて目の前に持ってくる。半年前に北ほつ極きよく衛えい星せいの中で見つけた写真の複製。情報制せい御ぎよ理り論ろんの創始者である三人の科学者と一人の少女が並ぶその画像を、机に伏せたまま横目に見上げる。

　まだ小さな、少年と少女の姿でこっちを見返す、「人類史上最高の数学者」アルフレッド・ウィッテンと、「最初の魔法士」アリス・リステル。

　衛星の中でも他ほかの写真を発見する事は出来なかったから、おそらくはこれが、二人ふたりの姿を収めた現存する唯一のデータだ。

　……私の父様さまと……母様……

　ウィッテンが残した記き録ろくに拠よれば、自分の遺い伝でん子しはウィッテンとアリスの遺伝子を掛け合わせて設計された物だという。ならば、自分は生物学的な意味で、二人の娘という事になる。

　実感などもちろん湧わかない。

　だが、写真に残る二人の顔を見ていると、何な故ぜだか胸が締しめ付けられる気がする。

　……人間の父様と、魔法士の母様……

　北極衛星で見つけた記録には、二人が出会い、あの衛星の中で過ごした日々の事が書かれていた。互いに愛し合い、将来を誓った人間と魔法士の記録。ウィッテンの日記という形で描かれた二人ふたりの姿は本当に幸せそうで、記き録ろく文書を読んだだけの自分さえも、束つかの間ま、温かい気持ちにさせてくれた。

　世界の流れに押おし潰つぶされ、引き裂かれてしまった二人。

　仮に──そう、仮に運命がもう少しだけ二人に優やさしかったなら。アリスがシティを追われる事無く、大気制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故も起こらなかったなら、未来はどう変わっていたのだろう。

　……あるいは、私も二人と共ともに、あの空の上の庭園に……

　遺伝子合成によってではなく、二人の「本当の娘」として生まれた自分の姿を想像してみる。二人の笑え顔がおに見守られて、ただ無む邪じや気きに笑う幼い自分の姿を想像してみる。

　が、どうにも上う手まくいかない。

　二人の間に生まれた子供、というものが、どうしてもイメージ出来ない。

『お前は、「魔ま法ほう士しは人間やない、別物や」て答えなあかんのと違うんか』

　半年前の事件で、ある少年から投げられた言葉だ。自分の中で答えはまだ出ていない。あの衛星で父と母の過去を知る前なら容た易やすく答えられたかも知れない問いかけに、自分は、未いまだに明めい確かくな解を見いだせない。

　遺伝子上の形式とはいえ、Ｉ－ブレインを持たない通常人である父と魔法士である母の間に生まれた自分。人類の敵として、シティと戦う道を選んだ自分──そういった諸もろ々もろの事象をどう評価したらいいのか、少年の言うように割り切ってしまうのが良い事なのか、どうにも自分の中で整せい理りがつかない。

　が、少なくとも、今の自分の姿を二人が喜ばないだろうという事だけは分かる。

『人間と魔法士が共に幸せに暮らす未来がどこかに必ず在ると、私は願ねがっている』

　人生の最さい期ごにそう書き残した父様の事を思うと、ひどく居い心地ごこちの悪い気分がする。

　……人間と、魔法士と……

　そもそも、自分のこれまでの人生で、Ｉ－ブレインを持たない人間と関かかわった経けい験けんなど数える程しか無い。ほとんどの者はシティの兵士で、つまり名も知らない、倒すべき敵。例外と言えば生みの親であるウィッテンと、育ての親であるカールと、それから……

「……真ま昼ひる、か」

　思えばあの青年と自分は不ふ思し議ぎな縁えんがある。最初の出会いはシティ・メルボルン跡地の町。モスクワ自治軍に追われていた自分を助けるために、カールが古い知り合いであるあの青年と双子の姉を呼んだのが始まりだ。その後いろいろあって青年は賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうに納まり、ニューデリーと北ほつ極きよくという二つの大きな事件を経て現在に至る。

　その青年がウィッテンのかつての友人だったとは、北極衛星の中で読んだ資料で初めて知った事。

　本人に問いただしたら「言ってなかったっけ？」などととぼけていたが、どうせ、秘密を明かすのに最も効果的なタイミングを見計らっていたに決まっている。

　Ｉ－ブレインも持たない通常人のくせに、あらゆる思考で常に自分の遥はるか先を行く青年。

　参謀として頼りにしているし、組そ織しきがここまで来れたのは半分以上彼のおかげだが、あの笑え顔がおの奥で何を考えているのか、未いまだによく分からないところがある。

　……そうだな……

　ふとくだらない事を思いついてしまい、ものは試しと目を閉じる。頭の中にあるウィッテンとアリスの姿に似せて、真ま昼ひると自分を並べてみる。

　仲むつまじい姿……は残念ながら想像出来ない。

　どうやってもケンカしている光景、というより自分が一方的に怒って青年に軽くあしらわれている光景しか思い浮かばない。

　……まったく……！

　思えば、初めて会った時からあの青年はそうだ。こちらの意見などお構い無しで、いつも勝手に話を進めてしまう。そのくせやる事は全すべて完かん璧ぺきでこちらが幾ら怒っても涼しい顔なのだから、腹立たしい事この上ない。

　我われながら理り不ふ尽じんな怒りがこみ上げてくる。

　サクラはかっと目を見開き、握にぎり拳こぶしで勢い任せに机を叩たたき、

『……えーっと、どうしたのかな？』

　目の前には、驚おどろいた顔で頬ほおをかく青年の立体映像。

「……な……」思わずぽかんと口を開き、瞬しゆん時じに我われに返って「ま、まままままま真昼──？　いつの間に！」

『や、たった今』青年は首を傾かしげつつ『何回呼んでも返事が無いから通信回かい線せんに強引に割り込んでみたんだけど、取り込み中？』

「い、いいいいや！　何でも無い、何でも無いぞ！」

　頬に血が上るのが、はっきりと分かる。

　何度も深呼吸してどうにか気持ちを落ち着け、ようやく青年の顔をまともに見返して、

「そ、それで、いったい何の用だ」

『うん、大ニュース』真昼はごく自然な笑顔で『調ちよう印いん式しきの日程が決まった』

「……ほう」

　頭に渦うず巻まいていた混乱が吹き飛ぶ。

「いつだ？」

『五日後。式典とかいろいろあるから、前日の朝にはシンガポールに入港して欲しいって』

「了解した」

　ひとつ息を吐き、静かに椅い子すから立ち上がる。

　傍かたわらのサイドテーブルから黒い外がい套とうを取り上げ、一挙動に羽は織おる。

「他ほかのメンバーは？」

『小隊長以上のメンバーは全員第三会かい議ぎ室しつに集合。僕もすぐに向かうよ』

　そうか、と呟つぶやき、視し線せんを天てん井じように向ける。ウィッテンとアリスの姿を映すディスプレイを、指の動きで消去する。

　数秒。

　サクラは視線を通信回線の向こうの真ま昼ひるに向け、ひとつうなずいた。

「では、作戦会議を始めよう」




　　　　††††††††††††††




　データ送信の完了を表すメッセージが、半透明なディスプレイの隅すみに浮かんだ。

　フェイ・ウィリアムズ・ウォンはひとつうなずき、フライヤーのシートに深く身体からだを預けた。

　膝ひざの上数センチの位置に投とう影えいされた立体映像の仮想タッチパネルに指を這はわせ、賢けん人じん会かい議ぎに宛あてた通信の履り歴れきを残らず消去する。左の肩を右手で軽く押さえ、筋肉の凝こりをほぐすように首をぐるりと回す。脳以外のあらゆる部分が機き械かいで構成された身体には本来必要の無い動作。だが、フェイの身体動作を制せい御ぎよする基き礎そシステムには、自身を生身の人間に見せかけるためにこういった「普通の動作」を定期的に行うルーチンが組み込まれている。

　備え付けの小さなテーブルから冷え切ったコーヒーカップを取り上げ、口を付ける。

　窓そう外がいをゆったりと流れるのは、人工照明の薄うす闇やみに沈むシンガポールの街並み。

　過ぎ去って行く灰はい色いろの高層建築群を横目に、静かに息を吐く。

　……いよいよ、か……

　世界で最初となる、賢人会議とシティの同盟。その条件である「共同研究機関の創設」「魔ま法ほう士しの移民の許可」「マザーシステムの機能削減」については既すでに議会に承認されており、シンガポール自治政府内の関係各機関が準備のために動き出している。

　半年にわたる調ちよう整せいの末、共同の研究機関については「当面は賢人会議側の魔法士がシティに出しゆつ向こうする事」、魔法士の移民については「自治政府の認可制とする代わりに、出向している賢人会議の魔法士がシティ内の軍人、及び開発局で育成されている実じつ験けん体たいに対して定期的な意見聴ちよう取しゆを行う事」という線で話が付いた。最も難なん航こうしたのは三つ目の条項であるマザーシステム関係の調整で、具体的な機能削減の数値を何パーセントにするかについては度たび重なる議論が行われ、反対派の議員からは会議の度に意見書の山が提出された。

　最終的には「共同研究のためにシンガポール内に駐ちゆう留りゆうする魔法士が派は遣けん部隊として防ぼう衛えい戦力を兼ね、その分の軍事費を削減する」という条件で満足のいく数値に落ち着いた。もちろん反対派の間では不満が積つもりに積もっているが、もとよりこの件について万人の賛さん同どうを得られる結論など望むべくも無い。今後も様さま々ざまな問題が噴ふん出しゆつしてくるだろうが、それはフェイが対処すれば良いだけの事だ。

　ともかく、同盟締てい結けつそれ自体については、当面の問題は全すべて解決済み。

　今、最も重要なのは、五日後に行われる条約調ちよう印いんの記念式典だ。

　……参さん謀ぼう殿の事だ、準備に抜かりは在るまいが……

　賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し、それも一人ひとり二人ふたりでは無く千人近い「師団」をシティ内に受け入れて行われる式典。他ほかの全てのシティの外交官やマスメディアを招待して行われるそのセレモニーは、単にシンガポールと賢人会議の友好関係を示すだけで無く、賢人会議がシティと対等の存在となったという事実を世界に印象づける、という重要な役目を持っている。

　賢人会議の──と言うより真ま昼ひるとフェイの最終的な目的のために、欠かす事の出来ない貴重な舞ぶ台たい。

　それだけに、式典の進行、シンガポール側の警けい備び、その他ありとあらゆる要素に完かん璧ぺきな態勢が求められる。

　……にしても……

　空からになったコーヒーカップを指先で回し、薄明かりの中に一人苦笑する。思えばおかしな話だ。かつて魔法士に祖国と自身の身体からだを奪うばわれ、その身を兵器に変えて魔法士専門の暗殺者として生きてきた自分。魔法士の存在自体を忌いみ嫌い、憎悪してきたその自分が、今では魔法士の解放を謳うたう組そ織しきと密約を交わし、世界における魔法士の地位を向上させるために暗あん躍やくしている。

　全てはあの青年、天あま樹ぎ真昼と関かかわってから。

　青年の途方も無い夢に眩くらまされてしまったのが、奇妙な日々の始まりだった。

　賢人会議をシティと対等な勢力とした上でその理念を平和的なものへと変革し、シティと魔法士の間に友好的な協力関係を構こう築ちくする──賢人会議の面々にもシンガポールの政府にも伏せられたその真の目的のために、フェイは行動を開始した。自治政府内の反対勢力を抑えて同盟に向けた根回しを進めつつ、賢人会議に対しては他のシティの魔法士戦力に関する機き密みつデータを密ひそかに提供した。その見返りに賢人会議から、というより真昼から提供された他国におけるインフラ関係の研究データは密かに研究部に回され、シンガポールのエネルギー供給システムを補強するのに大いに役立った。「マザーシステムの機能削減十五パーセント」という無む謀ぼうな条約案を通過させる事が出来た理由のひとつはこの裏取引にある。

　真昼と賢人会議、自分とシンガポール自治政府──互いが属する組織に真意を隠した、スパイのような奇妙な日々。

　それが今、ようやく実を結ぼうとしている。

　残念ながら、と言うべきか、青年との出会いから半年を経た今でも魔法士に対する自分の感情は微み塵じんも変化していない。彼らは脳が奇形化した人類の異い形ぎよう、有あり体ていに言ってしまえば化け物であり、最大限譲じよう歩ほしたとしてもシティを運営するための必要悪以上のものでは有り得ない。機械化された身体のおかげで魔法士に対しても通常の振ふる舞まいを保つ事が出来てはいるが、彼らを前にした時に自分が感じるのは怒りや憎悪を通り越した生理的な嫌けん悪お感かんであり、老ろう朽きゆう化かした壁かべの裏側に大量の地虫を発見した時のそれに近い。

　おそらくはこの先一生変わる事の無い、フェイ・ウィリアムズ・ウォンの根元。

　だが、あの青年の理想は、そんな自分の感情など遥はるか先に飛び越えていくものだ。

　……世界を変える、か……

　全すべてが想定通りに運んだ五年後、十年後の世界を想像してみる。魔ま法ほう士しと人類が手を取り合い、前に進む道を選んだ世界。シティと共ともに生きる事を拒否して在野に沈んだ魔法士、強大な力を持ちながらシティの都合で飼い殺しにされる魔法士──そういった者達が平和の旗の下に全てを結集し、六つのシティと手を取り合って迫り来る滅亡に立ち向かう未来。そこでは本当に、世界を救う手だてが見みいだされるかも知れない。可能性の低い賭かけである事は変わらずとも、六つのシティと魔法士達が互いの都合のために身食い合う今の状況よりは未来の展望は遥かに明るいはずだ。

　もちろん、その新しい世界に、魔法士と相あい容いれぬ自分の居場所は無い。

　だがそれでいい。

　青年の夢に付き合うと決めたあの日に、覚悟は出来ている。

『フェイ議ぎ員いん、到着しました』

　傍かたわらのスピーカーから運転手の声が響ひびき、フライヤーが緩ゆるやかに停止する。議員用の内装が施ほどこされたこのフライヤーは後部座席がテーブルや執務用の端末を備えた個室として区切られ、前部の運転席とは物理的に独立した構造になっている。

　了解した、と答え、スーツの襟えりを整ととのえる。

　音も無く開くドアから、車外に悠ゆう然ぜんと降り立つ。

　居並ぶ警けい備びの兵士達が、こちらの姿を認めていっせいに最敬礼する。その動きに視し線せんで応こたえ、石畳の道を進む。

　シンガポール第二十階層、国会議事堂。

　自治政府のあらゆる政策を決定する政治機き能のうの中心。太たい古この神殿を模もした石造りの柱が並ぶエントランスを抜け、開け放たれた巨大な扉とびらをくぐる。

『フェイ・ウィリアムズ・ウォン、生体認証を確かく認にん』

　同時に機械合成された女の声が響き、セキュリティチェックの結果を告げる。この扉には現在のシンガポールで生産可能な最高レベルのセンサーが仕込まれており、通過する者の身長体重をはじめとして、指紋、網もう膜まく、静脈パターン、存在情報、その他ありとあらゆるデータを元に「その人物が議事堂に入る資格を有しているか否いなか」を瞬しゆん時じに判定する。

　もちろん議員といえども武器の持ち込みは禁止だから、本来なら全身機械の上に多数の武器を内包した自分がチェックを通過出来るはずが無い。

　それを可能にしているのは、この身体からだに施された迷めい彩さいの数々。

　大戦時の技術を結集した、現在の生産力では一から作り直すのは不可能と言われる無数の高度デバイスが、熱ねつ、電でん磁じ波は、その他ありとあらゆる情報を誤ご魔ま化かしてフェイの身体からだを生身の人間に見せかけている。

　この身体の秘密はフェイ自身とかつての上官である首相カリム・ジャマール、そして首相の腹心の部下であるメンテナンス担当の研究員幾人かしか知らぬ事。

　大戦から十年以上が過ぎ、かつてフェイの身体の開発計画に携たずさわった者が事ごとく死に絶えた今、自分はこのシンガポールで「ただの人間」として生きている。

「──フェイ議ぎ員いんか」

　唐とう突とつな声に我われに返り、通路の先に見知った人ひと影かげを認める。見事な髭ひげを蓄たくわえた、厳いかつい顔の禿とく頭とうの男。隆々たる体たい躯くを黒いスーツに包み、軍時代の最終階級である「中将」を表す小さな徽き章しようを襟えり元もとに貼はり付けている。
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「これは、リン・リー議員」

　男に向かって会釈し、静かに歩み寄る。男に付き従う幾人かの若手議員が険しい顔で立ち止まるが、男はそんな議員達を振り返る事も無く無言でこちらに歩を進める。歳としは確たしか今年ことしで五二。シティ建国当時から代々シンガポール自治政府と軍の要よう職しよくを務めてきた名門の出で、自身も軍では有能な指揮官として知られ、政界に転身しなければ確かく実じつに元げん帥すいの地位まで上り詰めていただろうと言われている。首相の推すい薦せんでどこからともなく政界入りを果たした自分などとは自治政府内での影えい響きよう力りよくも桁けた違ちがいで、軍にも未いまだに太いパイプを持っている。

　シンガポール議ぎ会かい全体の四〇パーセントを占めると言われる、有力派は閥ばつのトップ。

　と同時に、賢けん人じん会かい議ぎとの同盟に異を唱となえる「反対派」の、実質的な代表でもある。

「今回の同盟、半年前の交渉に引き続き卿けいが全権大使を務めるそうだな」

「はい。今日きようの議会で任命される事になっています」

　低く錆さびた男の声に、歩みを止める事なく答える。賢人会議との交渉はこれまでもフェイが窓口になってきたが、今回の決定はその実質に形式を付ふ随ずいさせるためのもの。これで賢人会議とシンガポールとのパイプ役は、名実共ともにフェイに一任される事になる。

「大役だな。助力が必要な時はいつでも申し出て欲しい。手を貸そう」

「お心こころ遣づかい、痛み入ります」

　互いに表情を一切動かさぬまま、表面上は穏おだやかな言葉を交わす。どちらも足は止めない。真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しき詰められた通路の中心で、フェイとリン・リー、二人ふたりの身体からだがすれ違う。

「では、調ちよう印いん式しきの準備がありますので、これで」

　そのまま、男を振り返る事もせず言葉を投げる。

　うむ、と背中越しに錆びた声が応こたえ、

「くれぐれも、卿を大使に任じた首相閣下の顔に泥を塗る事の無いよう」

　規則正しい足音が遠ざかる。通路の両りよう脇わきに控えていた若手議員達が慌あわてた様よう子すで男のあとを追い、フェイの隣となりをすり抜けざまに殺気のこもった視し線せんを投げる。

　その姿が、曲がり角の向こうに消える。

　数秒。

　フェイは機き械かいの顔に無表情を貼はり付けたまま、内心で息を吐く。

　リン・リー議員は半年前の賢人会議との交渉以来、今日まで一いつ貫かんして同盟反対の立場を貫つらぬいてきた。『光耀クアンユーの予測』という大前提があるおかげで同盟そのものの中止を主張する事こそ無かったが、賢人会議関係の法案を扱う議会では常に膨ぼう大だいな資料を用意し、他ほかの議員達に根回しを行い、条約案を骨抜きにして同盟を形だけの物にしようと画策していた。

　その同盟案が自分の意に添わぬ形に纒まとまり、同盟締てい結けつが確かく実じつなものとなった今、男の心中が穏やかであるはずが無い。

　五日後の調印式、何らかの動きを見せる可能性は十分に考えられる。

　軍では武ぶ闘とう派はとして知られたリン・リー議員は、必要とあらば実力行使も辞さない。内密の動きであったために表おもて沙ざ汰たにはなっていないが、半年前の事件で真ま昼ひるの暗殺を試みた──つまりフェイが殺した魔法士達は全すべて議員の部下だ。自分の身体の秘密を知らないリーが魔法士達の死の真相に気付いているとも思えないが、それとは別に、自他共に認める魔法士嫌いでありながら同盟賛さん成せいに回った自分は議員から裏切り者と認にん識しきされている。

　さすがに自分に刺し客かくが差し向けられる可能性は無いと考えたいが、万が一という事もある。リン・リー議員自身に分別があっても、彼の周囲の者がそうであるとは限らない。

　……私が撃げき退たいしてしまう、というのはあとの処理が面めん倒どうだからな……

　いっそ議員に自分の真意──「賢けん人じん会かい議ぎを最終的に平和組そ織しきへと変革する」という計画を明かしてみてはどうかという思考が頭に浮かぶが、すぐにその考えを否定する。リーは話の分からぬ人物では無いが、フェイと真ま昼ひるの考えに賛さん同どうしてくれる保証は無い。仮にリーがこちらの計画を否定した場合、彼には「フェイ議員が賢人会議の参さん謀ぼうと密約を交わしていた」という事実を根拠に同盟をいったん白紙に戻すという選せん択たく肢しが生まれる事になる。

　……秘密を明かすにしても、せめて、あと半年は必要か……

　自宅の警けい備びを強化する適当な口実を考えつつ、会議室に向かう階段を上る。

　調ちよう印いん式しきまであと五日。

　いささか、長い時間になりそうだった。
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　窓そう外がいを流れる街並みが唐とう突とつに途と切ぎれ、フライヤーは階層間バイパス道に入った。

　橙だいだい色いろのライトに照らされた薄うす闇やみに窓越しの視し線せんを投げ、リン・リーは、ふむ、と息を吐いた。

「面倒な事だな」

　同乗する三人の若手議員が、その声にびくりと身をすくませる。ゆったりとしたソファー型のシートが二つにテーブルが置かれたリムジン仕様のフライヤーの後部座席。議員達はリーとは別のシートに並んで座り、一様に視線をうつむかせている。

　この半年、賢人会議との同盟反対に動いてくれた、リーの派は閥ばつでも最も若い面々。

　そのうちの一人ひとりが、絞り出すように口を開く。

「……申もうし訳わけありません。我われらの力及ばず、このような事態に……」

「卿けいらは良くやってくれた。気に病やむには及ばぬ」

　謝しや罪ざいの言葉を口にする議員を手で制する。リーも手は尽くしてきたが、残念ながらこの結果は半年前に賢人会議との交渉が成功のうちに終わった事で半ば決まっていたようなもの。『光耀クアンユーの予測』という錦にしきの御み旗はたの前に同じ派閥の議員達ですら次々に賛成派に回る中、最後まで付き従ってくれた彼らには感謝の念を禁じ得ない。

「許ゆるし難がたいのはフェイ・ウィリアムズ・ウォンです」と、別な議員の声。「あの男が半年前にもう少しマシな報告を持ち帰っていれば、ここまで我わが国に不利な条約が結ばれる事も……」

　他ほかの二人ふたりの議員も無言で同意を示す。そんな若者達を前にリーは目を閉じる。

　確たしかに、フェイの動きは自分にとっても全く想定外の事。

　だが、その事についてリーが抱いている感情は、怒りよりもむしろ困こん惑わくに近い。

　……よりにもよって、あの男が何な故ぜ……

　半年前に行われた、賢けん人じん会かい議ぎとシティ・シンガポールとの最初の交渉。その大使にフェイ議員が選ばれた時には、リーは密ひそかに胸を撫なで下ろしたものだった。魔ま法ほう士し嫌いとして内外に知られた男の事。自分の好悪を政治に持ち込む人物で無いのはリーも知っているが、少なくともシンガポールに不利益をもたらすような結けつ論ろんを出す心配は無い。条約案は骨抜き、マザーシステムの機き能のう削減など形だけ──そういう結論に落ち着くものと、リーも他ほかの反対派の議員達も高をくくっていた。

　それが、蓋ふたを開けてみればこの有あり様さま。

　シティ全体のエネルギー出力を十五パーセント削減、それに伴う軍事費の縮しゆく小しよう。その穴を埋めるために賢人会議の魔法士がシティ内に駐ちゆう留りゆうする事まで考えれば、市民の生活に影えい響きようが出るのは避けようが無い。

「生産プラントの稼か働どう率りつの試算は？」

「こちらが最終的な値です」目を開けて問うリーに議員の一人ひとりが立体映像ディスプレイを差し出し「市民に対する物資の供給はトータルで五パーセント低下。無論、生活可能な水準は維持されますが、有事に備えての余剰生産は以前の値の三十パーセントとなります」

　そうか、とうなずき、腕を組む。予想より多少はマシな、けれども看かん過かしようの無い数値。賢人会議との同盟によってシンガポールが他国から敵視される事になる危険を考えれば余剰生産による物資の備び蓄ちくはこれまで以上に重要になる。それを七割も削減すれば、このシティは想定外の事態に対して深刻なリスクを抱える事になる。

　もちろん、賢人会議との同盟にそれなりの利がある事はリーも認める。今やシティひとつの全戦力に匹敵するまでに膨ふくれ上がった彼かの組そ織しきの軍事力は現存する六つのシティのパワーバランスをシンガポールに大きく傾けてくれるだろうし、同盟締てい結けつと同時に開始する事が決まっている彼らとの共同研究も確たしかに素す晴ばらしい。数百人単位の、しかも第一級カテゴリーＡの能力者を相当数含む魔法士達を計算資源として集中投入した研究など、シンガポールはもちろんどこのシティでも前例が無い。そこにシティの施設と技術力が加われば、それこそマザーシステムの機能削減など問題にならない程の成果を生み出す可能性もある。

　が、それらは全すべて「上う手まく行った場合」の話。

　賢人会議と手を結んだ事でシンガポールが他の五つのシティから敵視され、マザーシステムの機能削減によって国力が低下した状況で複数国との戦争状態に突入する。あるいは今回の同盟がシンガポールに思わしい成果をもたらさず、時間経過と共ともに国力だけが減少していく──そんな未来も、十二分にあり得るのだ。

　……フェイ議員といい首相といい、それが分からぬ無能者でもあるまいに……

　現在、シンガポール中央政府は三つの勢力に分かれている。ひとつは同盟のリスクを憂うれいて条約案を白紙に戻そうとする勢力で、これにはリー自身をはじめとした数名の議員が含まれる。今ひとつは同盟のリスクを考こう慮りよした上で利を取ろうとする勢力で、これには首相以下数名の議ぎ員いんと、おそらくはフェイ・ウィリアムズ・ウォンが含まれる。

　残る大多数の議員は、言ってしまえば「思考停止派」。

　彼らはそれぞれに同盟賛さん成せい、あるいは反対の立場を取っているが、そこには根拠など何ひとつ存在しない。賛成を唱となえる者はただ光耀クアンユーの予測を盲もう信しんし、首相をはじめとした派は閥ばつの主張を精査も無しに受け入れているだけ。反対を唱となえる者はリーの派閥に属する議員がほとんどだが、彼らにした所で大戦前の光耀による統治時代を知らないためにその予測を信じる事が出来ず、結果としてリーの主張を鵜う呑のみにしているに過ぎない。

　本来なら議員席に座る事すら憚はばかられる、無能者の集団。

　あの連中に比べればたとえ敵でも首相やフェイなどの方がよほど上等な部類に入るし信用も出来るのだが、残念ながら仲良く酒を酌くみ交わして和解する、という訳わけにもいかない。

　……やはり、問題はフェイ議員か……

　カリム・ジャマール首相が今回の同盟を積せつ極きよく的てきに推し進めているのはまだ理解出来る。改革派で知られる首相は以前からシティの寿命を憂ゆう慮りよして「抜本的な対策を打ち出すべきではないか」と主張していた。そこに賢けん人じん会かい議ぎという組そ織しきが出現し、交渉役に出向いた腹心の部下が「信用に足る」と太たい鼓こ判ばんを押した以上、この動きはむしろ当然の事だ。

　分からないのはその腹心の部下、フェイ・ウィリアムズ・ウォンの思考。

　一いつ貫かんして賢人会議寄りの姿勢を崩さない男の腹の内が、リーにはどうしても読めない。

　あの男の魔ま法ほう士しに対する憎悪は初めてシンガポールに現れた終戦直後から半年前、そして現在に至るまで一片たりとも変化していない。調ちよう印いん式しき当日の警けい備び担当である自治軍の魔法士部隊とは未いまだに顔合わせすら行わず、あらゆる連絡を通常人だけの部隊を介して行っているのがその証拠だ。

　が、それにしてはフェイの賢人会議に対する態度には偏かたよりがある。

　私情を廃した合理的な判断──そう理解するには、男の行動は魔法士側に傾き過ぎている。

　……半年前の交渉、そこで何があった……？

　思えば、あれは奇妙な事件だった。賢人会議の戦力を計るパフォーマンスとして北ほつ極きよく海かい上で行われた大だい規き模ぼ演習。迎けい撃げきに現れたロンドン自治軍の魔法士と賢人会議の魔法士の戦せん闘とう中ちゆうに突然地下に埋設されていた転送システムが起動し、賢人会議の魔法士が北極衛えい星せいに飛ばされた。

　リーが自宅で報告を受けたのは転送システムが起動して数時間が経過した頃ころだったが、その時には事態はさらに混迷を深めていた。地下の転送システムは『世界再生機き構こう』を名乗る謎なぞの組織に占拠され、ロンドン自治軍と賢人会議の魔法士はその人質となっていた。両軍の戦闘が膠こう着ちやく状態に陥おちいり、衛星内で発見されたという『魔法士誕たん生じようにまつわる大戦前の記き録ろく』が賢人会議によって世界中に公表され、気が付いてみれば地下施設は解放され衛星に転送された魔法士は無事に帰き還かんを果たし──と思い出すだけでも複雑怪奇な、未だに全ぜん貌ぼうの掴つかめない不可解な出来事だった。

　あの事件でリーは、大戦中からの部下だった魔ま法ほう士しを三名失っている。想定外の事態に対処するために遠征部隊に紛まぎれ込ませておいた貴重な駒こま。賢けん人じん会かい議ぎの放送に危き機き感かんを抱き、参さん謀ぼう役である青年の暗殺を命じたのだが、三名の魔法士はいずれも北ほつ極きよくの雪原の外はずれで遺い体たいとなって発見された。

　暗殺に失敗して返かえり討うちにされたか、ロンドン自治軍との交戦に巻き込まれたか。

　あるいは、フェイ議員の不可解な行動と関かかわりがあるのか。

　……その線せんで一度、あの男に揺さぶりをかけてみるべきか……？

「閣下、あちらです」

　議員の声に我われに返り、視し線せんを窓の外に向ける。シティ・シンガポールの第八階層と第九階層を繋つなぐバイパス道のひとつ。その中なか程ほどから枝分かれした作業用通路の突き当たりでフライヤーが停車する。

　議員の一人ひとりが携けい帯たい端末を取り出し、タッチパネルに指を滑すべらせる。

　わずかな間が在って、通路の突き当たり、強化コンクリートの壁かべが音も無く左右に開く。

「いささか古風な隠かくし扉とびらだな」

「シティ建設当時に利用された資材搬入道です。出入り口のみ封ふう鎖さされていたものを密ひそかに改修し、使用可能にしました」

　独り言のようなリーの呟つぶやきに、議員の一人が律りち儀ぎに応じる。フライヤーが静かに浮上し、壁へき面めんに開いた扉を通過する。

　立体映像ディスプレイに表示された車体後方の映像の中、コンクリートの隔かく壁へきが静かに閉ざされる。

　周囲を満たす深い闇やみを、フライヤーのライトが鋭するどく照らす。

「この先か？」

「間も無くです。どうぞお待ちを」

　議員の返答を合図にしたように、フライヤーが加速する。曲がりくねった通路を滑るように下り、幾つもの十字路を通り過ぎる。

　辿たどり着いた先は、左右に大きく開けた広大な空間。

　頭上は遥はるか闇に融とけて、天てん井じようがどれ程の高さか確かく認にん出来ない。

「第一階層の五十メートル下。光耀クアンユーが設置されているのと同じ地下階層です」

　そう解説する議員に無言でうなずき、フライヤーから車外に降り立つ。スーツの胸ポケットに取り付けた光学素子を起動し、自分の顔を覆おおい隠す形で偏へん光こう迷めい彩さいを展開する。

　フライヤーのライトを頼りに目を凝こらし、闇の向こうに十人程の人ひと影かげを認める。

　彼らです、と議員の一人の声。

　そうか、と応こたえ、数メートルの距きよ離りを隔へだてて人影に声を投げる。

「待たせたな」

　自分の口から出たはずの声が、聞きき慣なれない響ひびきを伴って闇やみに反はん響きようする。あらかじめ喉のど元もとに貼はり付けておいた音響素子が、声帯の振動を微細に制せい御ぎよして本来とは違う周波数パターンの音声を自然な形で合成する。

　顔の周囲に展開した偏へん光こう迷めい彩さいと合わせて、初対面の人間がリー個人を特定する事は不可能。

　これからこの場で行われるやり取り──その危険性を考えれば当然の処置だ。

「構わない。待つのは慣なれてる」闇の向こうで、低い男の声が応こたえる。「初めてお目にかかる。あんたがそいつらのボスか？」

「いささか語ご弊へいがあるが、その認にん識しきで問題無かろう」

　自分の立場はあくまでも一人ひとりの議ぎ員いんであり、周囲の若手議員達に対して法的な上下関係がある訳わけでは無いが、この場でそれを説明する必要も無い。

　闇の向こうの集団──その先頭でたった今声を発した男に向かって、静かに歩み寄る。

　数メートルの距きよ離りを隔へだてて立ち止まり、現存する六つのシティ、いずれの自治軍とも異なる軍服に身を包んだ壮年の男を凝ぎよう視しし、

「なる程。神こう戸べ自治軍の儀ぎ典てん正装、間違い無い」

「今となっては唯一の、俺おれ達の誇りだ」軍服姿の男は胸を張り「元神戸自治軍情報部、特務第二十七小隊。神戸崩ほう壊かいの数少ない生き残りだ。俺は隊長の……」

「不要だ」男の声を手で制し「名乗るには及ばぬ。我われらと諸君らは見知らぬ者同士。ここでは出会っておらんし、この会話も存在せぬ。故ゆえに私も諸君らに名は明かさぬ。……そんな物など無くとも、互いの信頼の証あかしを立てるにはこれで十分なはずだ」

　背後に控える若手議員の一人に手で合図する。リーと同様に偏光迷彩で顔を隠した議員がうなずき、小さな箱を手に進み出る。

　箱の蓋ふたを慎重に開き、神戸自治軍の軍服を着た男達に中身を示す。

　四角い箱に整せい然ぜんと敷しき詰められた、手のひら程の大きさのカード。

　男達の間にかすかなどよめきが走る。

「シティ・シンガポールの市民ＩＤ三十人分。無む論ろん、完全な正規品だ」若手議員に合図して箱の蓋を閉じさせ「報ほう酬しゆうの前渡しとして預けておく。登とう録ろく名めいは大戦中の行方ゆくえ不ふ明めい者リストから流用した。諸君らには今後の人生をその名で生きて貰もらう事になるが、理解して欲しい」

　リーの言葉が終わると同時に、市民ＩＤの詰まった箱が男に差し出される。

「い、いや、それは構わないが……」男はさすがに驚おどろいた様よう子すで箱を受け取り「良いのか？　こいつを今、俺たちに渡してしまって」

「どのみち、諸君らが務めを果たすにはシティ内を自由に動き回らねばならん。必要な処置だ」リーは偏光迷彩越しの視し線せんを男に向け「正規手続きに従って発行されたＩＤではあるが、本来のＩＤの所有者と諸君らの存在をすり替えるために膨ぼう大だいな数のデータの偽ぎ造ぞうを行った。仮に諸君らの誰だれかが捕らえられ、そのＩＤが精査されるような事があれば我らにも累るいが及ぶ事になるが……さて、信頼の証あかしとなるだろうか」

　いざとなればシティの中ちゆう枢すうにアクセスしてＩＤを関連データごと消去出来る事は伏せたまま、男に問う。

「十分だ」当然その事実を理解しているだろう男は、しかし納得した様よう子すでうなずき「残りの、あと七十人分の市民ＩＤは？」

「成功報ほう酬しゆうとさせて貰もらう。必要なら、私の正体もその時に明かそう」

「それは、その時の気分次第だな」初めて男の顔に笑えみが浮かび「委い細さい承知した。早さつ速そく、仕事の内容を聞かせてくれ」

　うむ、とうなずくリーの隣となりで、議ぎ員いんの一人ひとりが携けい帯たい端末を操そう作さする。リーと男、二人ふたりの間を隔へだてるように、半透明な立体映像ディスプレイが出現する。

　四角い表示窓に映し出される、東洋人の青年の姿。

「こいつは……」

　驚おどろいたような男の声。

「天あま樹ぎ真ま昼ひるという。諸君らも海かい賊ぞく放送で顔は見た事があるだろう。テロ組そ織しき『賢けん人じん会かい議ぎ』の参さん謀ぼうであり、彼かれの組織でただ一人ひとりの通常人──」

　一息。

　リーは居並ぶ元神こう戸べ自治軍の軍人達にぐるりと視し線せんを巡らせ、厳おごそかに告げた。

「この男が、諸君らの標的となる」






　　　第二章　変わる世界　～four days ago～







　つまりは、単純な話なのだと思う。

　例えば『堰せき止められたダムに穴を開けたら水はどうなるか？』というような、最初から結果の分かり切った問題だったのだと思う。

　そもそも、シティで暮らす魔ま法ほう士し達は、好きこのんで自分達の住む場所を選んだ訳わけでは無い。もちろんシティに心からの忠誠を誓う魔法士というのは確たしかに存在するし、中には「Ｉ－ブレインを持たない人々のために命をかける」を本気で実践する馬ば鹿かも居ないでは無いが、大多数の魔法士は、シティに逆さからってどうやって生きていけばいいのか分からない、というごく消極的な理由によって自治政府に従ってきたに過ぎない。

　魔法士にとってシティは、決して居い心地ごこちの良い場所では無い。

　それは、Ｉ－ブレイン埋め込み手術を受けた後天性の魔法士であっても、研究機き関かんで生み出された先天性の魔法士であっても変わらない。

　そもそも現在のシティを動かしているエネルギー供給源はマザーシステム、つまり魔法士の脳をコアとする永久機関だ。自治政府はこのシステムを維持するために魔法士を日々開発、育成し、不要となれば処分している──と、この時点で既すでに、まともな神経を持った魔法士ならシティに対して何らかの警けい戒かい心しんを抱くのが正常だ。

　加えて、シティに暮らす魔法士には「自由」が無い。

　魔法士擁よう護ご政策を敷しくニューデリーは例外中の例外。他ほかのシティにおける魔法士の扱いは、程度の差こそあるものの、人間では無く高度な兵器に対するそれに等しい。

　研究機関で生み出される先天性の魔法士はその顕けん著ちよな例で、ほとんどのシティではそもそも彼らを法的に人間と認めてはいない。システム管理上の問題から形式的に市民ＩＤこそ付ふ与よされてはいるが、魔法士達には行動の自由はおろか基本的な人権すら無く、その行動の全すべては研究機関の管理下に置かれる。不幸にして十分な性能のＩ－ブレインを得られなかった者は胎児の段階で再処理プラント送り。無事に成長し軍属となった者も日常生活は基本的に全て研究機関の中で、自分が暮らすシティの市街地を歩いた事が無いという者も珍しくは無い。

　もちろんシティの施設で幸せに暮らす実じつ験けん体たいの魔法士というのも存在はするが、そういう子供達は周囲の研究員や軍人達に個人的に守られているだけで、シティの法やシステムがその子に何らかの権利を保障してくれる訳では無い。

　後天性魔法士の立場はそれより幾らかマシだが、それでも通常人と同様の生活を送るという訳にはいかない。彼らは一般の市民と同様に市街地に居住する権利を与えられているが、その日常には常に軍の監かん視しと、「研究機き関かんに対する協力」という義務がつきまとう。

　彼らのほとんどは大戦中に大きな戦果を上げたり軍でも上位の階級に属していた者達だから当時の人脈を使ってそういった面めん倒どうをある程度回かい避ひする事は出来るが、それでも完全に自由という訳わけにはいかない。加えて、市街に暮らす彼らには「一般市民との軋あつ轢れき」という別な問題がある。思考するだけで物理法則を書き換える事の出来る魔ま法ほう士しは、通常人にとっては兵器と同じ。「魔法士が自分の近くで暮らす事を良しとしない市民」の存在は、彼らにはどうにもならない。

　何より、そういった面倒を全すべて容認したとしても、「自分と同じくＩ－ブレインを持って居るために人権を与えられない子供が居る」という事実は彼らの心に常にのしかかる。

　日々の作戦を共ともにする子供が人権を認められないただの兵器で、政府の都合ひとつでいつ処分されるかも知れない存在だという事実を前にして、平静で居られる大人おとなというのはあまり多くは無い。

　大戦終結後にシティを去って野やに下った魔法士のほとんどは、マザーシステムの存在と、その結果として予想される魔法士の未来に異を唱となえた者達だ。が、シティに残った多くの者達とて、魔法士の、特に実じつ験けん室しつで生み出される「先天性魔法士」の扱いに納得していた訳では無い。衣食住が保証された生活、シティ外に広がる極寒の世界、自分の祖国であるシティに対する幾ばくかの敬愛の念──そういったものを秤はかりにかけて、かろうじて「シティの軍人を続ける」という道を選んだに過ぎない。

　先天性魔法士の方はもっと分かりやすくて、彼らにはそもそも「シティに反旗を翻ひるがえす」という道を選せん択たく出来るだけの前提知ち識しきが無い。言うなれば軽度の洗脳のようなもの。生まれた時から研究機関で過ごし、これが世界の全てと教えられてきた子供達にとってはシティの周囲に広がる雪原どころか研究室の外の市街地ですら全くの異世界であり、そこに飛び出していく事など想像する事すら出来ない。

　そんな彼らの前に突然「シティ以外の、シティに対抗できるだけの力を持った魔法士のための組そ織しき」が現れ、魔法士を解放するための活動を世界規き模ぼで始めたらどうなるか──

　これは、そういう極きわめて単純な話だったのだと、天あま樹ぎ月つき夜よは思う。
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「……やられたわね」

　枕まくら元もとに浮かんだ立体映像の時計とけいから、午前八時のアラームが鳴なり響ひびいた。

　起床時間を知らせる合成の鳥の鳴き声をタッチパネルの操そう作さで止め、空からっぽのベッドに手を置いて月夜は息を吐いた。

　シティ・モスクワ二十階層、研究区画。訓練過程中の魔法士が暮らす隔かく離り棟とうの四階にあるこの場所では、昨日きのうまで炎使いの少女が一人ひとりで生活していた。「保安のため」という建前で各部へ屋やに設置されたノイズメイカーの動作異常に本部が気付いたのが今け朝さの早朝午前五時で、軍と研究員が駆かけ付けた時にはこの部屋と両側の二部屋ずつ、計五部屋がもぬけの殻からになり、棟内に配備されていた警けい備び兵へい達は気絶した状態でそのうちの一室に押し込められていた。

　管理システムの記き録ろくによると警備兵の定時連絡が途と絶だえる直前、午前四時五十五分から五十六分までの一分間、問題の五つの部屋のノイズメイカーが外部からのアクセスによって機き能のう停止している。その前後、午前四時三十分頃ごろからの一時間程の間、第八階層の民間ポートの制せい御ぎよシステムが何者かに乗っ取られた形跡がある。

　少女達はおそらく、そこからフライヤーで脱出。

　もう二度と、シティに戻る事は無いだろう。

「とりあえず……着替えまで残らず持って行く辺あたりがしっかりしてるっていうか図ずう々ずうしいっていうか、いかにも真ま昼ひるの指示っぽいわよね」

　完全に空からになったクローゼットを前に、腰に手を当ててぼやく。他ほかの部屋と同様にこの部屋でも、少女に貸たい与よされていた軍服、普ふ段だん着ぎ、下着、その他いっさいが行方ゆくえ不ふ明めい。反対側の机に入っていた日用品や携けい帯たい端末ももちろん全滅で、生産プラントの管理部署が悲鳴を上げる姿が目に浮かぶようだ。

「どや？　何か出てきたか？」

　部屋の入り口から投げられる声に振り返る。小さな丸レンズのサングラスを掛けた少年の姿に「ダメね」と手を振る。

「前の時と同じ。たぶん迎えの連中はポートから遠えん隔かくでここのセキュリティを操そう作さしただけで、脱出はここに住んでた子達が自力でやったのね。この部屋幾ら調しらべても無む駄だ。賢けん人じん会かい議ぎの尻尾しつぽ捕まえたいなら、まだしもポート調べた方が見込みありそうだけど」

「そっちはもう行ってきたわ」少年──イルは短い白髪をわしわしとかき回し「映像記録にも音声記録にも侵入者の痕こん跡せき一切無し。ポートの管理システムが乗っ取られたんは間違いあらへんねんけど、どっからどうやって侵入されたんかは見当も付きません、やて」

「でしょーね」

　投げやりな気持ちで言葉を返し、少年の隣となりをすり抜けて入り口の扉とびらをくぐる。

　同じ構造の扉がずらりと並ぶカーペット敷じきの通路を二歩進んだ所で立ち止まり、天てん井じようのライトを何と無しに見上げて、

「今月入って二回目だっけ？」

「三回目やな」背中越しに返るイルの声。「ついでに言うと、今日きようまでの累るい計けいで脱走者は百五十人。研究員の人らが頭抱えとったわ」

　そりゃそーよね、と月つき夜よは呟つぶやく。大戦中の最盛期には数千人単位の魔ま法ほう士しを常時動員していたシティの自治軍も、そのほとんどを終戦までに失い生産力も大幅に低下した現状ではそれ程多くの魔ま法ほう士しを抱えている訳わけでは無い。軍の公式データによると半年前、つまり賢けん人じん会かい議ぎが本格的に動き出す前の時点でモスクワ自治軍に所属していた魔法士は全部で五〇二名。そのうち一五〇名が脱走した訳だから、シティ・モスクワはわずか半年で自国の魔法士の実に三割を失った計算になる。

　さらに問題なのが、その百五〇名の中に相当数、第一級カテゴリーＡの魔法士や大戦中の現場指揮官──すなわち、戦力の中核となるべきトップエースが含まれていた事。

　その点を考こう慮りよすると、シティ・モスクワの実質的な魔法士戦力は脱走が始まった半年前のおよそ半分、下へ手たをすれば三分の一以下に低下している計算になる。

「まーけど、脱走祭りになってんのがモスクワうちだけやない、いうんは唯一の救いやな」そんな事を考えていると、いつの間にか近付いてくるイルの声。

　少年は相も変わらぬ達人の動きで月つき夜よの隣となりにするりと並び、

「ロンドンでもニューデリーでもベルリンでも主力の魔法士が軒のき並なみ逃げてもうて指揮系統はぼろぼろ。元々魔法士戦力を抱えてへんマサチューセッツはそっちの被害はあらへんけど、代わりにファクトリーのマザーコア量産ラインが襲しゆう撃げき受けまくってエネルギー供給不安定になったせいで軍事系の生産プラントが開店休業。おかげでどのシティもシンガポールと賢人会議相手に守り固めるだけでいっぱいいっぱいの形になって、結果的に世界のパワーバランスが保たれてる訳やから」

「まーね……」

　おそらくはそれも真ま昼ひるの目もく論ろ見み通りなのだろう、と月夜は一人ひとり考える。シンガポール以外の全すべてのシティの戦力が均等に減少するように各国に対する攻撃を調ちよう整せいするなど月夜の双子の弟にとっては容た易やすい事だろうし、また、いかにもやりそうな事でもある。

　……ま、だから何が出来るって訳でも無いんだけど……

　イルと二人ふたり、どちらからとも無く歩調を合わせて暗い通路を歩き出す。

　見れば、月夜より幾らか背が高い少年の頭はこっちの目め線せんより少し上の場所。

　その横顔に視線を向けてしばし考え、おもむろに口を開く。

「……で？」

「何や？　『で？』て」

「だから感想よ」月夜は少年を横目に歩きながら「賢人会議にここまで好き勝手やられて、魔法士もどんどん寝返っちゃって、シティ・モスクワの守しゆ護ご神しん様としてはその辺どうなのかなー、って」

　うわ、嫌いや味みな奴やつやなぁ──そんな反応を予想しながら訊きいてみる。

　が、イルは「そらお前」と呟つぶやいてしばらく黙だまり、珍しくうつむき加減で、

「……まぁ、しゃーないんやろーな」

「は？」言葉の中身よりもその投げやりな響ひびきに月夜は驚おどろき「いや、待って待って。あんた、何か変な物でも食べた？」

「何やねん、それ」イルは小さく笑い、ポケットに両手を突っ込んで視し線せんを上に向け「しゃーないんや。シティの中で魔ま法ほう士しの扱いが悪いんはほんまの話やし、特に実じつ験けん体たいの子らなんかは逃げられるんやったらどっかに逃げたいて思う方が普通やからな」

　首に掛かった十字架を指先で回し、息を吐いて、

「おれはおれの好きでシティのために戦ってるけど、それはたまたまおれにそう思わせてくれる奴やつがおったからで、他ほかの魔法士はそうやない。……みんなが『シティなんかどうなってもええわ』て出て行く気持ちも、ちょっとは分かるんや」

「あ……」

　そうか、と月つき夜よは思う。今でこそこのモスクワで一般兵から英雄視されている少年だが、元元はシティ・マサチューセッツのマザーコア量産システム、ファクトリーで生み出された規格外の実験体だと聞いている。それがモスクワに送られて様さま々ざまな出来事があり、現在の少年が生まれた──月夜が知っているイルの過去は少年の保ほ護ご者しやである教会のシスターに聞かされたごく断片的な情報だけだが、少なくともイルがかつてはシティを憎んでいた、どちらかと言えば賢けん人じん会かい議ぎ寄りの魔法士だったのは確たしかだ。

　シティの研究室で生み出される魔法士がどんな日々を過ごし、どんな絶望を抱えているか、少年は誰だれよりもよく知っているはずだ。ましてこのモスクワはマサチューセッツと協定を結んでファクトリーシステムを導どう入にゆうし、マザーコアとして日々、かつての少年と同じ立場の子供を使い捨てにしている。その事実を知った少年の心が穏おだややかであったはずは無い。

　それでもシティの守しゆ護ご者しやとして、魔法士の解放を謳うたう組そ織しきと戦う道を選んだ少年──

　自分が嫌いや味み半分で発した、何気無い問い。

　それは、幻影イリユージヨンNo.17という魔法士の生き方に内包された矛む盾じゆんそのものなのだ。

「わ、悪かったわね！　何か」

「は？　何やねんいきなり……」

　慌あわてて謝しや罪ざいする月夜に、気持ち悪いなぁ、と頭をかくイル。

　少年は通路の暗い天てん井じようを見上げ、急に「せや」とその視し線せんをこっちに向けて、

「おれの事はとりあえず置いといて、お前はどうやねん。何か感想あらへんのか？」

「わたし？」

「せや」イルはサングラスを指で押し上げ「こんだけ何なんもかもお前の弟の思い通りに進んで、世界中のシティから魔法士がどんどん解放されて。……ほら、お前いちおう軍には所属してるけど、どっちか言うたらシティとかマザーシステムとかには反対な訳わけやし」

　内心でこの状況を愉快に感じているのではないか──と、小さな丸レンズ越しの視線が問う。

「あーもう。止やめてよ」月夜は顔をしかめてひらひら手を振り「私はシティは嫌いだけど、真ま昼ひるのやってる事はもっと嫌い。ぜったいにあいつをぶん殴って目ぇ覚まさせてやるんだって、何回も言ってんでしょーが」

「や、そら何べんも聞いてるし、お前の顔見たら分かるねんけどな」イルはうつむき加減で眉み間けんにしわを寄せ「せやけど、やっぱりよー分からへん。……お前、マザーシステムには反対なんやろ？」

「そうよ。大っ嫌い」

「ってことは、シティがマザーシステムの維持のために魔ま法ほう士し作って研究してるのも反対な訳わけやよな？」

「もちろん。っていうか、マザーシステムが無くてもシティの魔法士開発には反対。自分の都合で化学合成で子供作って役に立たなかったら処理場送りって、まともな人間のやる事じゃ無いでしょ」

「ほな、ずばり。マザーシステムは無くなった方がええと思うか？」

「もちろん」月つき夜よは即答し「あ、これは私の趣しゆ味みだけ、って訳じゃ無いわよ。そもそも今の体制を続けてたら三十年でシティが無くなる、っていうのはニューデリーの事件ではっきりしたでしょ？　なら、いっそマザーシステムは将来的に廃止する、ってことにしてその先の、シティで暮らせなくなった時の準備でも始めた方が頭良いと思うんだけど」

「いや、そら確たしかにそうやねんけど、実際問題、今マザーシステム止まったら生きていかれへん人とか仰ぎよう山さんおる訳やし……」

　そこでふいに言葉を切るイル。

　少年はいかにも不満そうな顔でこっちを見下ろし、

「何や、やっぱり分からへんなぁ。ほんならお前、何で賢けん人じん会かい議ぎに反対やねん。あの兄にいちゃんの計画通りに行ったら世界中のシティから魔法士が自由になるし、シティもマザーシステム廃止いう事になるし、万ばん々ばん歳ざいと違うんか？」

「あー、そこはちょっとダウト」とっさに月夜は割って入り「賢人会議は『最終的には世界中のシティでマザーシステムの使用を止やめさせる』って言ってるけど、たぶんそれ建前ね。少なくとも真ま昼ひるには、そこまでやる気は無いはずよ」

　は？　と目を丸くするイル。

　それを横目に月夜は考える。

　……そう、あいつの本当の目的は……

　真昼が賢人会議の参さん謀ぼうとして現れた当初から、違和感めいたものは感じていた。青年が自分以上にシティとマザーシステムを嫌っているのはよく知っているが、だからといって『世界中のシティから魔法士を解放する』などという荒こう唐とう無む稽けいな夢を抱くとは思えないし、あの弟がそれによって住む場所を失う多くのシティの市民の存在を無視出来るとも考えにくい。ニューデリーで聞いた『世界を変える』という言葉も魔法士を解放するという賢人会議の目的とは上う手まく結び付かず、真昼がサクラや他ほかのメンバーとは別の、何か途方も無い計画を持っているのでは無いかと薄うす々うす考えてはいた。

　その直感を確かく信しんに変えたのは、ここ半年の賢けん人じん会かい議ぎの活動。

　世界中のシティから魔ま法ほう士しをかき集めたその動きが、真ま昼ひるの腹の内を雄弁に物語っていた。

　確たしかに、度たび重なる研究施設への襲しゆう撃げきと軍属の魔法士への引き抜き工作によって、シンガポールを除く五つのシティはその魔法士戦力に大きな打撃を被こうむった。が、いずれのシティも魔法士の残りと一般戦力を合わせたトータルでの軍事力は依然として十分であり、少なくとも自国の防ぼう衛えいが困こん難なんになるという状況にまでは至っていない。

　一方で、賢人会議の戦力は五つのシティの魔法士を吸収して膨ふくれ上がりはしたものの、その力は他ほかのシティとほぼ互角、例えば全面戦争によってシティを滅ぼすなどというレベルまでは到とう底てい辿たどり着かない。

　そこに賢人会議とシンガポールの同盟──今後シンガポールでマザーシステムの機き能のう削減が行われ、生産力が低下する事を加味すれば、現存する六つのシティと賢人会議、都合七つの組そ織しきの戦力はほぼ対等。

　望めばさらに魔法士を集め、それこそシティの魔法士戦力を完全に瓦が解かいさせる事も可能であったはずだというのに──

　真昼の仕掛けによって、現在の地球上には絶妙なパワーバランスが構こう築ちくされつつある。

「マザーシステムを本当に止とめてシティを滅ぼす事なんて、あいつはこれっぽっちも考えてないはずよ。世界中であれだけ派は手でに動いたのに結局どのシティもマザーシステム体制が維持出来てるのがその証拠。真昼にとって『賢人会議の主張』は自分達の存在を宣伝して魔法士集めるための錦にしきの御み旗はたで、あいつ自身の目的は全然別のはずだわ」

「別……て」イルはますます首を傾かしげ「ほんなら、あの兄にいちゃん何やってんねん。あんだけの戦力整ととのえて、シンガポールと同盟組んで、これから何しよういうねん」

「それは」

　言いかけて月つき夜よは黙だまる。この先の真昼の動き、その本当の目的──何となくイメージは出来ているが、詳しいところまでは当人に訊きくしかない。が少なくとも、あの青年の考えがシティを滅ぼす事など比較にもならない、途方もない物だという事は見当がついている。

　おそらく真昼が見ているのは、賢人会議の台たい頭とうによって世界における魔法士の立ち位置が完全に書き換わった、その先。

　世界中から魔法士をかき集め、その力をシティを滅ぼすために使うつもりが無いというのなら、賢人会議が向かう先は──

「たぶんだけど、世界を救う、とかそんな感じ？」

「世界？」イルはいかにも胡う散さん臭くさそうに眉まゆをひそめ「……けど、確かにお前の言う通りやな。あの兄ちゃんが本気やったらシティの一個ぐらい潰つぶれとるやろうし、実際、状況考えたらそうなってもおかし無かったし……」

　難むずかしい顔で腕組みし、うつむき加減に考え込む。

　が、少年はすぐに勢いよく顔を上げ、

「いやいや待て待て！　せやなくて最初の話や最初の話！」こっちを猛然と見下ろして「何やますます分からんようなったぞ。お前結局、あの兄にいちゃんの何が気に入らんねん。魔ま法ほう士しは助ける、シティも滅ぼす気はあらへん、て、お前の説明聞いてたら良い事ずくめやねんけど」

「え？　あー、それは」

　呟つぶやいて、月つき夜よは立ち止まる。

　通路の少し先、この建物のエントランスホールの辺あたりを指さし、

「例えば、あんなのとか」

　は？　と首を傾かしげたイルが、目を見開く。

　広いホールの真ん中、床ゆかに刻まれたシティ・モスクワの徽き章しようを挟んで睨にらみ合う二つの集団。

　いずれも自治軍の制服に身を包んだ集団はかたや十数人で手にした銃を相手に向け、かたや三人でそれぞれに騎き士し剣けんの鞘さやを払い、互いに一いつ触しよく即そく発はつといった空気を漂わせている。

　ホールの外周には同じく軍服姿の警けい備び兵へいが並び、困り果てた様よう子すで顔を見合わせている。短たん機き関かん銃じゆうで武装した警備兵達はしかしその銃口をどちらの集団に向ける事も出来ず、事の成り行きをただただ見守っている。

「あ、イル！　イルではありませんか！」

　と、そんな警備兵の中から声。

　どうやら少年を知っているらしい若い兵士が、血相を変えてこっちに駆かけ寄ってくる。

「ちょうど良い所に！　お願ねがいします、彼らを止めて下さい！」

「ちょ、ちょい待ってください！」いきなり両手を掴つかまれたイルは目を白黒させ「どないしたんですか！　止めるて言われても、何がどうなっとんのか……」

「銃を持っている方が、情報部の部隊です」と、最初の兵士の背後から、幾らか落ち着いた別な兵士の声。「騎士剣を持っているのは研究部の魔法士で、この建物内の聞き込みを担当しました。その結果を情報部に提出しようとしたのですが……」

「情報部が『魔法士の調ちよう査さは信用出来ない』って言い出した」月夜は横から口を挟む。「同じ魔法士同志でかばい合いをしてるかも知れない。他ほかにも脱走の準備をしてる子が居るのを隠してるかも知れない。だから自分達が調しらべる。……そんなとこ？」

「その通りです」と兵士の答え。「彼らはこの隔かく離り棟とうで暮らしている魔法士の子供達全員に対する尋じん問もんを要求しました。研究部の魔法士が『その必要は無い』と尋問を拒否して口こう論ろんになり、あとはご覧らんの通りです」

「ご覧の通り、て……」イルは困こん惑わくし切った顔で「それで何で、銃抜いて騎士剣抜いていう話になるんですか。そんなもん、普通に話し合おうたらええや……」

「──ふざけるな」

　そんなイルの言葉を遮さえぎって、ホールから響ひびく声。

　対たい峙じする二つの集団の魔ま法ほう士し側、先頭に立つ青年の騎き士しは深く息を吐き、

「事情聴ちよう取しゆならば既すでに我われ々われが済ませた。ここで暮らす魔法士全員、脱走の事は知らなかったと供述している。必要なら全員分の聴取の録ろく画がデータも提出する。それで、いったい何の問題がある？」

「大ありだ、と先程から説明している」と、こちらはもう一方の集団、情報部の先頭に立つ壮年の男の声。「この狭い隔かく離り施設内で寝食を共ともにしていて何の兆ちよう候こうにも気付かなかったなどと、あり得るはずが無い。全員が関与を否定したというのなら、それは貴官らの事情聴取が温ぬるいのだ。……そもそも、本当にやましい事が無いのであれば尋じん問もんを拒否する理由もあるまい」

「それこそ大ありだ」騎士の青年は押し殺した声で「情報部が言う『魔法士に対する尋問』がどのようなものか、我々が知らぬとでも？　自白剤の投与にＩ－ブレインの記き憶おく領域に対する物理的な介入。場合によっては軽度の後こう遺い症しようが残る事もある。……ここに暮らす年とし端はもいかない子供達にそんな処置を行うなど、許されると思っているのか」

「被害妄想だ」おそらくはこの場の責任者なのだろう情報部の男は眉まゆを吊つり上げ「敵国のスパイならいざ知らず、同国の魔法士に対してそのような処置を行うはずがあるまい。我々はただ、正式な手続きに則のつとった尋問を要求しているだけだ」

「信用出来んな」

「貴官に信用して貰もらう必要など無い」

「何だと──」

　騎士の瞳ひとみが剣けん呑のんな光を帯びる。ゆらりと掲かかげられた剣の切っ先がまっすぐに情報部の男の喉のど元もとに向けられる。

　魔法士と情報部、双方の集団に殺気が膨ふくれ上がる。

「……ま、見ての通りよ」そんなやり取りを遠目に月つき夜よは息を吐き「最近じゃどこでもあんな感じ。一般兵の人達は『魔法士は裏切るんじゃないか』って疑心暗鬼になってるし、魔法士の人達は『自分も裏切り者だと思われてるんじゃないか』って疑心暗鬼になってる。……ま、あんたの前じゃどっちも遠えん慮りよしてそこそこ仲良くやってるから、気が付かなくても無理無いけど」

「軍に限った話ではありません」とイルの手を掴つかんでいた兵士がようやくその手を放し「あなたはご存じ無いでしょうが、賢けん人じん会かい議ぎの活動が活発化するのと比例して市民の魔法士に対する風当たりは強くなるばかりで……。市街地で暮らす魔法士達の間では近きん隣りん住民の無言の圧力に耐えかねて二十階層の研究区画に引っ越す者があとを絶たず、残っているのはイルを含めてわずか数名と聞いています」

「んな……」

　小さく呟つぶやいたきり、呆ぼう然ぜんと黙だまり込むイル。知り合いの魔法士が引っ越したという話は月夜も何度か聞いたから、おそらく思い当たる節があるのだろう。

　サングラスに隠された青い瞳ひとみが、頼り無く左右に揺らぐ。

　が、少年はすぐに「あー、くそ！」と頭をかきつつ駆かけ出し、

「おーい！　待って、どっちもちょい待って下さい！」

　睨にらみ合う二つの集団の間に飛び込み、左右の手のひらで双方を制する。

「い、イル？」魔ま法ほう士し側の先頭に立つ青年が驚おどろいた声を上げ「何な故ぜ貴官がここに！」

「情報部の人に頼まれて逃げた子らの部へ屋やとかポートとかの調ちよう査さしとったんです。賢けん人じん会かい議ぎ絡みいう事で」ジャケットの裾すそを整ととのえ、一同をぐるりと見回して「とにかくみんな落ち着いて下さい。ほら！　そんな物ぶつ騒そうなもんはしまって」

　ようやく状況を把は握あくしたらしい情報部の兵士達が慌あわてて銃を下げる。騎き士し達もそれに倣ならい、剣を腰の鞘さやに収める。

「幻影イリユージヨンNo.17か」と、兵士達の先頭に立つ壮年の男の声。「情報部のワシリー中佐だ。……覚えているだろうか。以前にシティ・ベルリン関係の任務で、部下共とも々ども世話になった」

　会釈する男の背後で、何人かの兵士がイルに向かって敬礼の姿勢を取る。

　心当たりがあるらしいイルは「あー、あん時の」と笑い、

「せやったら話早いか。どないでしょう、ここはおれに免じて引いてもらう、いうんは」

「残念だが」と首を振る中佐。「我われ々われにも任務がある。ここに暮らす魔法士四十名、話を聞かせて貰もらわねば帰る訳わけにはいかん」

「いや、そらよう分かりますけど」イルは困った顔で頬ほおをかき「せやけど、事情聴ちよう取しゆやったらこっちの騎士の人らがもう済ませたいう話やないですか。その記き録ろく持って帰ったら、それでええんと違いますか？」

「そうはいかん」

　中佐は無表情に答える。

　小さくひとつ息を吐き、三人の騎士とイルに順に視し線せんを巡らせ、

「魔法士が関連する事件についての調査は必ず通常人が行う。魔法士によって行われた調査結果は公式資料としては認めない──二週間前に決定された、情報部の基本方針だ」

　……はい？……

　月つき夜よはぽかんと口を開ける。そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな──喉のどまで出かかったその言葉をかろうじて飲み込む。

　見れば、イルも他ほかの魔法士達も、呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

　情報部の兵士の幾人かが、そんな少年から気まずそうに視線を逸そらす。

「……いや、ちょ、ちょい待って下さい」ようやく、という感じで絞り出されるイルの声「何ですかそら。ほな、例えばこの人らの代わりにおれが事情聴取するとかいう話やったら」

「認められん」中佐は淡たん々たんとした口調を崩す事無く「無む論ろん、我々は貴官に個人的な友ゆう誼ぎを感じているし、敬意も抱いている。が、例外は認められん。……理解して欲しい。賢けん人じん会かい議ぎが暗あん躍やくし、現に多くの脱走者が出ているこの状況で、人我間々は魔法士君達を信頼する訳わけにはいかんのだ」

「んな……」

　小さく呟つぶやいたきり、言葉を失うイル。

「あ、あんたねぇ！　ちょっと待ちなさいよ！」

　頭に血が上る。

　月つき夜よは警けい備び兵へいをかき分けてホールの真ん中に踏み込み、少年の前に割って入って、

「よくもまあそんな恩知らずな事が言えたわね！　あんたさっき、こいつに助けて貰もらった事があるみたいな事言ってたじゃない！　こいつが今までどれだけこのシティにつくしてきたか、あんた達も知ってんでしょ？」

「個人の友情や信義で語るレベルの話ではない。これはシティのシステム、社会保障の問題だ」中佐は突然割り込んできた女に対しても態度を変える事無く「そもそも、我われ々われがこの場で独断で認めたところでどうにもならん。情報部の統とう括かつにその上の軍司令部、ひいてはモスクワ自治政府中央議ぎ会かい──『魔ま法ほう士しを信頼しない』という基本方針を決定したのは彼らなのだから、ここで帰っても無む駄だな手間が増えるだけの事だ」

「何よ、それ……」

　そう言ったきり、言葉が続かない。

　背後のイルは無言のまま。

　月夜は内心で唇を噛かみ、訳も無く周囲に視し線せんを巡らせ、

「──まあまあ。みなさん、その辺あたりでいかがでしょう」

　エントランスの扉とびらの向こうから唐とう突とつに投げられる、穏おだやかな声。

　ゆったりとした足取りで近付いてくるその姿に、月夜は目を丸くする。

「シスター──？」

「はい。奇き遇ぐうですね、月夜さん」

　簡かん素そな修道服の裾すそが、ふわりと風に揺れる。

　シスター・ケイト。

　このモスクワにおけるイルと月夜の後見人である女性は、警備兵、情報部の兵士、研究部の騎き士し、その三者三様の訝いぶかしげな視線をものともせずにこっちの目の前に辿たどり着く。

「え、あの。どうしたんですか？　こんなとこで」

「古い知り合いに呼ばれて少し司令部の方に出かけていまして、その帰りに月夜さんとイルがここに居ると聞いたものですから」

　しどろもどろに問う月夜に答えて、シスターは背後を振り返る。

　情報部の中佐と正面から向き合う格好になり、まあ、とたおやかな笑えみを浮かべて、

「見覚えがあると思いました。お久しぶりです、ワシリー少尉」

「少尉……？　いや、私は……」

　そう呟つぶやいた中佐が、目を見開く。

　いきなり直立不動の姿勢を取り、右手を掲かかげて最敬礼し、

「プ……プランナー！」

「はい」シスターは笑え顔がおのまま「最後にお会いしてからもう八年になりますか。南ユーラシア戦せん線せんでは随ずい分ぶんお世話になりました。その後はお変わり無く？」

「おかげをもちまして先日付で中佐に昇進いたしました！　現在は情報部の所属であります！」

　全身に緊きん張ちよう感かんをみなぎらせ、直立不動で答える中佐。

　何事かと見守る周囲の兵士と魔ま法ほう士し達の前でシスターは「そう緊張なさらずに」と忍び笑いを漏らし、いつもと同じ穏おだやかな口く調ちようのまま、

「──中佐」

「はっ！」

「おおよその事情は立ち聞きさせて頂きました」シスターはホールの状況にぐるりと視し線せんを巡らせ「よろしければ、この件、私に預からせて頂けませんか？」

「は？　いえ、ですが小官の一存では」

「元げん帥すい閣下には私から話を通しておきます。イリヤ議ぎ員いんとニコライ議員にはいまでも懇こん意いにさせて頂いていますから、そちらにも。……いかがでしょう？」

「しかし……」

　穏やかな口調で問うシスターを前に、腕組みして煩はん悶もんする中佐。

　数十秒。

　中佐は長いため息を吐つき、額ひたいの汗を拭ぬぐって、

「……了解しました」再び敬礼の姿勢を取り、背後の部下達を振り返り「聞いての通りだ。我わが部隊は現時刻をもって作戦を終了。帰き投とうする」

　かしこまった態度でシスターに向き直り、「では」と一礼してホールをあとにする。情報部の兵士達が怪け訝げんそうに顔を見合わせ、それでも、どこかほっとした様よう子すであとに続く。

「ご助力、感かん謝しやする」

　と、背後から投げられる声。

　振り返る月つき夜よとシスターの前で騎き士し達の先頭に立つ青年はともかく一礼し、どう間違ってもただの修道女にしか見えない目の前の女性を凝ぎよう視しして、

「失礼だが、退役軍人の方か？　よろしければ名前をお聞かせ頂きたいのだが」

「ケイトと申します。ご覧らんの通り神に仕える身でして、政府の方からは第八階層の孤児院のお世話を任されています」

「ケイト……？」

　どうやら戦後生まれらしい騎士達は顔を見合わせ、ケイトという名前を何度も反はん芻すうしながら揃そろって首を傾かしげる。

「まあまあ、私の事はお気になさらず」シスターはそんな騎き士し達に柔らかな笑え顔がおを向け「ともかく、今お話しした通りです。今後の事は私にお任せ頂いて、みなさんは一度お戻りになって下さい」

　そう言ってこっちを振り返り、

「月つき夜よさん。そういう訳わけで、司令部にまた用事が出来てしまいました。お付き合い頂けますか？」

「は、はい！　それはもちろん」月夜は慌あわててうなずき、イルの腕を掴つかんで「ほら、あんたもいつまでもぼーっとしてないで行くわよ。……って」

　軽く腕を引っ張ったところで、様よう子すがおかしいのに気付く。回り込んで少年の顔を覗のぞき込み、惚ほうけたようなその表情に驚おどろいて、

「ちょっと！　どうしたのよあんた！」

「……あ？　ああ」

　返ってくるのは、覇は気きの無い声。

　イルは自分の足あし下もとをじっと睨にらみ、その視し線せんをホールの天てん井じように向けて息を吐き、

「何でもあらへん。……行こか」
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　テーブルに並んだロシアンティーのカップから、ほわりと湯気が立ち上った。

　シティ・モスクワ第八階層、聖セラフィム孤児院。応接室のソファーにゆったりと腰掛け、シスター・ケイトはいつも通りのたおやかな笑えみを浮かべた。

「二人ふたりともご苦労様でした。……さ、ともかく暖まって下さい」

　月夜はうなずき、ともかくカップに口を付ける。甘いジャムの香りを漂わせる紅茶をゆっくりと飲み下し、ようやく一息吐いて、

「けど、とりあえず上う手まく纒まとまって良かったですね。情報部も研究部も何か渋しぶ々しぶって感じでしたけど」

　事情聴ちよう取しゆの件は結局、情報部の人間が隔かく離り棟とうの子供の部へ屋やをひとつずつまわってもう一度話を聞く、いう事でケリが付いた。最初に調ちよう査さに当たった研究部の騎士達は立ち会い兼監かん視し役としてそれに同行。どうという事の無い結けつ論ろんではあるが、シスターが上手く自治政府の上層部に口添えしなければ、情報部と研究部、どちらの同意も得られなかったのは確たしかだ。

「っていうか、シスターってほんとに偉い人だったんですね。軍の上の人とか議ぎ員いんさんとかみんなやたらとフレンドリーだし、取り次ぎの士官の人達も敬礼しまくりだし」

「昔の話です。覚えていて下さる方がたくさん居るので時々力をお借りしてはいますが」

　静かに呟つぶやいて、シスターはロシアンティーを口に運ぶ。

　そのひらひらと揺れる修道服の袖そで口ぐちをしばし見つめ、月つき夜よは軽く伸びをして、

「そういえば、二十階層に何の用だったんですが？　司令部に呼ばれたとか言ってましたけど」

　そうでした、とシスターはティーカップを置く。

　テーブルの隅すみのタッチパネルを操そう作さして立体映像ディスプレイを呼び出し、

「実は、その件で二人ふたりにお願ねがいがありまして」

「お願い？」

「はい」シスターは微ほほ笑えみ、半透明なディスプレイに何やら日程表らしき物を表示して「急な話で申もうし訳わけ無いのですが、シティ・シンガポールに行く事になりまして。イルと月夜さんにはその付き添いと、現地での護ご衛えいをお願い出来ないかと」

「シンガポール……？」月夜は一いつ瞬しゆん首を傾かしげ、すぐに理解して「ひょっとして、賢けん人じん会かい議ぎが？」

「同盟締てい結けつが、ようやく本決まりになったそうです」シスターはうなずき、端末のタッチパネルを叩たたいて「調ちよう印いん式しきは四日後、シティ・シンガポールで。『国家間』の正式な同盟という事で式典が催され、他ほかのシティの政府高官や報道関係者にも招待状が配られているそうです」

「そうなんですか」随ずい分ぶん思い切った事をするな、と月夜は内心で驚おどろき「それで、その式典にシスターも招待された、と」

「と言うより、代理を頼まれたといいますか」シスターはたおやかに微笑み「政府筋のとある方から内密に相そう談だんを頂きまして。……何でも、モスクワとシンガポールが大戦中に一時的に共同作戦を行った事がある関係であちらでは『プランナー』の名前がことのほか大きな物として知られていて、下へ手たな軍人や議ぎ員いんを送り込むよりもよほど自治政府に対するプレッシャーになるのだそうです」

「なる程」そういう事もあるのか、と感心し「分かりました。調印式に潜もぐり込めるってんならこっちも願ったり叶かなったりです。ありがたく同行させて貰もらいます」

　ひとつ手を叩き、隣となりの席の少年に横目を向けて、

「って事で、あんたももちろん文句無いわよね？」

「あ……？　お、おう」

　が、返ってくるのは何とも覇は気きの無い返事。

　イルは難むずかしい顔で自分の膝ひざの上に頬ほお杖づえをつき、はぁ、とくたびれたため息をこぼす。

「ちょっと。どうしたのよあんた」

「何でもあらへん。ただ、ちょい考え事……」

「先程の、一般兵と魔ま法ほう士しの話ですね？」

　と、テーブルの向かいから投げられるシスターの声。

　少年は一瞬動きを止め、すぐに締あきらめ顔がおで身を起こし、

「そーや。モスクワがそんな事になっとるやなんて、誰だれも教えてくれへんかったからな」

「まー、一般兵の人も魔ま法ほう士しの人も、あんたに気を使わせないようにってそこだけは徹てつ底ていしてたからねー」月つき夜よも同じように腕組みし「逆に言うとあんたはそんだけ人望厚いって事。全然恥ずかしい事じゃ無いわよ！」

　冗じよう談だんめかしてそう言い、少年の背中を軽く叩たたく。

　が、イルは浮かない顔で天てん井じようを睨にらみ、その視し線せんをこっちに向けて、

「……なあ」

「な、何よ」

「いや、せやから、さっきの話や」少年はいつに無くぼそぼそした声で「お前言うてたよな、賢けん人じん会かい議ぎのやり方が気に入らへん理由が在るって。あれ、よーするに」

「……まあ、一番分かりやすいのは、って事だけどね」

　そういえば話の途中だったか、と月夜は息を吐く。

　ソファーに勢いよく背中を預け、何と無しに自分の手を照明にかざして、

「マザーシステムの正体が世界中に公表された。魔法士を救うためにシティと戦う組そ織しきが現れた。でもって、シティの寿命が近いってのがみんなにバレちゃって、ついでに魔法士の能力を子孫に残す方法があるって事も分かった──って事になったら、シティの中で普通の人と魔法士が争うようになるのは当然よね。たぶんだけど、世界中のシティで同じような事が起こってるし、これからもっと増える。今はまだ個人の小こ競ぜり合い程度で済んでるけど、もっと大だい規き模ぼに、通常人全体と魔法士全体が対立みたいな話になるのも時間の問題だわ」

　もちろん、賢人会議の活動が全すべての元げん凶きようという訳わけでは無い。問題の根本はあくまでもシティが魔法士の犠ぎ牲せいを土台に運営されているという現実であり、潜せん在ざい的てきな対立の芽は最初のマザーシステムが作られた十年前に既すでに生まれていたと言える。

　シティにおける魔法士の扱いを考えれば通常人と魔法士の間に友好的な関係が成立している状況こそが異常なのであり、真ま昼ひる達はその問題を覆おおい隠していた虚きよ飾しよくを剥はぎ取っただけ──そんな見方が出来るかも知れない。

　だが、その虚飾は、シティに生きる通常人と魔法士の双方にとって必要なものだった。

　たとえそれが嘘うそと誤ご魔ま化かしに満ちたものであったとしても、人々が当たり前に暮らす社会は何としてでも維持されなければならない──そう信じて真実を隠した人達が居た事を、月夜はよく知っている。

「真昼は本気で世界を変えようとしてる。シティが魔法士を犠牲にする今のシステムを、新しいものに作り変えようとしてる。……どこまでやるつもりなのかは私にも分からない。さっきは『あいつにはマザーシステムを完全に廃止するつもりは無い』とか言ったけど、それは私の勘かん違ちがいで真昼は本気でシティを解体する所まで考えてるかも知れない」

　一息。

　ソファーの背もたれから身を起こし、膝ひざの上で両手を組んで、

「でも、そこは大した問題じゃない。どっちにしても、今の世界はこのままじゃいけないってのは私も賛さん成せいだから。私が気に入らないのは、あいつのやり方よ」

「やり方？」

　首を傾かしげるイル。

　そんな少年に、そうよ、と月つき夜よは向き直り、

「真ま昼ひるのやってる事ってね、病気で死にかかってる人に、ものすごく拒絶反応の強い劇げき薬やくを飲ませてるみたいなものなの。確たしかにその薬がちゃんと効けば病気は治る。けど、病気が治る前に拒絶反応でその人は死ぬかも知れない。拒絶反応に身体からだ中をやられて、元々の病気で死ぬよりもずっと苦しんでずっと早く死ぬ事になるかも知れない──そんな薬。あいつはそれを、世界中の人に無理やり飲ませてまわってる訳」

「薬……」オウム返しにイルは呟つぶやき「何ちゅーか……あの兄にいちゃんは本気で世界を良い方に持っていこうとしてるねんけど、そのためには今のシティが抱えてるマザーシステムとか魔ま法ほう士しとかの問題を全部ぶちまけなあかん、いう事か？」

「まあ、だいたいそんな感じね」

　通常人と魔法士の対立に限った話では無い。賢けん人じん会かい議ぎの戦力増大、シティの軍事力の低下、生産体制の変更、市民の不安──真昼の仕掛けは世界に様さま々ざまな変化をもたらし、無数の軋あつ轢れきが生まれるだろう。多くの問題を孕はらみながらもこの世界でかろうじて人類を守ってきた「シティ」というシステムは変革の波にさらわれ、数え切れない程の不幸が生まれる事だろう。

　大きな変化にはつきものの、ある意味でやむをえない犠ぎ牲せい。

　だがその犠牲は、部外者によって強しいられるべき物では断じて無い。

「薬を飲むのが悪い、って言ってるんじゃないのよ？　どんな劇薬でも、飲まないよりは飲んだ方が良い。たとえ拒絶反応で死ぬかも知れなくても、黙だまって病気に殺されるよりはずっと良いって私は思う。……けどね、最終的にその薬を飲むかどうかは、病気になってる当人が決めなきゃいけないの。人に無理やり飲まされた薬じゃ拒絶反応に耐えられない。生きるか死ぬかって薬を飲むんなら、自分で腹くくって、覚悟決めて、誰のせいにもせず自分の責任で飲まなきゃいけないの」

　仮にマザーシステムが廃止され、魔ま法ほう士しが解放され、結果として世界がより良い方向に向かうとしても、その動きは外部からの圧力によってではなく、シティに暮らす全すべての人々の中から自然にわき上がるものでなければならない。

　変革によって生じる様々な困こん難なんを当事者であるシティの住民全てが丸まる呑のみ出来ないのであれば、その流れはどこかで決定的な破局を招く。

「あいつは、世界中の人間全部が自分が想定してる程度には頭が良いって思ってる。幾ら拒絶反応があっても、それで死ぬところまでは行かないだろうって思ってる。けど、世界で生きてるほとんどの人は自分の周りの事だけで精一杯で、『世界』っていう病人の身体からだ全体の事までは想像出来ない。それは当たり前の事だけど、あいつにはそれが分からない。世界が壊こわれそうになったらみんなさすがに気付くだろうって、勝手に決め付けてる」

「あるいは、気付かなければ仕方がないと、どこかで割り切っているのかも知れませんね」

　と、テーブルの向こうから唐とう突とつに投げられる声。

　驚おどろいて顔を向けると、シスターは思案顔で口元に手を当て、

「ほとんどのシティの寿命はあと三十年、唯一の例外であるニューデリーでさえも五十年。長い時間ではありません。穏おん便びんな手段を使ってシティ市民や自治政府に自発的な変革を促うながしていたのでは間に合わない。リスクを承知で強引な手段に訴えなければ手遅れになる──月つき夜よさんの弟さんはそんなふうに考えているのかも知れません」

「そう……ですね。そうかも知れません」ともかくうなずき、妙に話が噛かみ合っている事に緊きん張ちようしつつ「シスター。その、シスターはどう思います？　真ま昼ひるの考えとか、あいつの本当の狙ねらいが何かとか」

「たぶん、月夜さんが思っている通りではないかと」いつに無く真ま面じ目めな顔でうなずくシスター。「北ほつ極きよくの事件の折に弟さんと少しお話しさせていただきましたが、聡明な方と見受けました。少なくとも世界のこの状況下で『魔ま法ほう士しの解放』を最終目標に据えるような近視眼の持ち主とは思えません。となれば……」

「やっぱり、ですか」

　この人も気付いていたのか、と感心しつつ、視し線せんで同意を返す。

　と。

「何や、難むずかしいなあ」

　横合いで、ぼそりと呟つぶやくイルの声。

　振り返る月夜の前で少年は苦笑交じりに頭をかき、

「難しくて、おれにはよー分からんわ」

「イル？」

　とっさに名を呼ぶ月夜。

　が、少年はそれに答えず、弾みをつけてソファーから立ち上がり、

「おれ──」束つかの間ま言い淀よどみ、くすんだ色合いの天てん井じようを見上げて「おれな、今日きようまでおれなりに結構がんばってきた。別に偉そうに言う事やあらへんけど、自分に出来る事だけは全部やろう、人に出来へん事が出来るねんから、それはみんなのために使おう思うてやってきた。……おかげで友達もぎょーさん出来た。おれが会った事も無い兵士の人まで、『何かあったら助けたる』言うてくれるようになった」

　そこで言葉が途と切ぎれる。

　イルは視線を上に向けたまま息を吐き、

「けど……それでもあかんものはあかんねんな」口元に力の無い笑えみを貼はり付けたまま「人類が、とか、魔ま法ほう士し、とかそういう大おお掴づかみで話されたら、『おれとお前は友達』言うても通らへん事もあるねんな」

　それは、と月つき夜よは息を呑のむ。

　数時間前の、情報部の指揮官とのやり取り。

　問題はシティのシステム、社会保障であり、個人の信義や友情は関係無いという言葉が脳のう裏りによみがえる。

「や、ちょ、ちょっと待ちなさいよイル。あの人はああ言うのが仕事で、別にだからあんたをどうこうって訳わけじゃ」

「分かっとるねん」淡々としたイルの声。「せやから別にあの人に腹立つとかそういうんはあらへんし、顔見てたら『あー、この人もしんどいんやろな』て思た。……ただ、な」

　そこでようやく、少年がこっちを振り返る。

　青い瞳ひとみが月夜とシスターを順に巡り、

「何ちゅーか……この世界はこれからどんどんこうなって行くんかな、て思うたら、ちょっと疲れたんや」再び視し線せんを天てん井じように逸そらして呟つぶやき「おれ以外の魔法士かて、Ｉ－ブレイン持ってへん人らと仲良うやってる人はたくさん居てる。通常人でも魔法士を友達言うてくれる人もたくさん居てる。けど、『人類と魔法士』て線引かれたら、その人らも今まで通りいう訳にはいかへん。だんだん顔合わせ辛づらなるし、一いつ緒しよにおっても居い心地ごこちが悪うなる。……そうやって、昨日きのうまで友達やった人らがどんどん友達や無くなっていく」

　ひどく小さな、覇は気きの無い声。

　イルはポケットに両手を突っ込み、自分の足下を見下ろして、

「どーにもならへんのかな。……普通の人とおれら魔法士は、これからもっともっと仲悪うなっていくんかな」

　白いジャケットを羽は織おる背中が急に小さくなった気がして、月夜は息を呑む。

　シティと、そこに暮らす人々を守るために、命を懸かけてきた少年。

　一人ひとり佇たたずむその横顔にどんな声を掛ければ良いのか月夜はしばし迷い、

　……あれ……？

　応接室のドアの向こう、孤児院の入り口に繋つながる通路の向こうから響ひびいてくる、幾つもの足音と話し声。

　とっさに腰を浮かす月夜の目の前で勢い良くドアが開き、見知った顔の子供達が次々に応接室に飛び込んでくる。

「まあ、いけませんよ、廊下を走っては……」

　言いかけたシスターの声が、止まる。

　壁かべ際ぎわにずらりと整せい列れつする、孤児院の子供達が全部で十二人。

　その誰だれもが身体からだ中を見事なまでに泥だらけにして、ある子は半べそをかき、別なある子は視し線せんをうつむかせ、年長の幾人かは顔に幾つものひっかき傷や青あざを作っている。

「ちょ、ちょっと！　どうしたのよあんた達！」

　慌あわててソファーを飛び降り、子供達に駆かけ寄る。ともかくしゃがみ込んで一番手近な女の子のブラウスの汚れを払い、ハンカチを取り出して隣となりの男の子の顔を拭ふき、

「あーひどい格好！　何？　みんなで砂場でも掘り返したの？」

　さらに別な子に手を伸ばしつつ問うと、一番年上の子供達がバツが悪そうに視線を逸そらす。

　怪あやしい。

　少し怖い顔を作って子供達を見回すと、男の子の一人ひとりが観かん念ねんした様よう子すで、

「……ケンカ」

「ケンカって、あんた達がケンカしたの？」

　とっさに問う月つき夜よに、男の子は慌てた様子で首を横に振る。

　と、隣で聞いていた年少の女の子二人ふたりがおずおずと手をあげ、

「んと、近所の子達とケンカしたの……わたし達みんなで、公園で」

「したのー」

「な……」

　驚おどろいて、思わずシスターと顔を見合わせてしまう。

　どうしましょうか、と視線で問うと、シスターはひとつうなずいて立ち上がり、

「話は分かりました」子供達に歩み寄り、いつもの優やさしい顔で「ともかく、みんな大丈夫ですか？　大けがをした子は居ませんか？」

　子供達の間から口々に「大丈夫」という声が上がる。

　が、それを聞いたシスターは無言で子供達を見つめたまま。

　一番年上の子がようやく気付いた様子でおそるおそる手をあげ、

「……相手の子達も、同じぐらい……」

　よろしい、とシスターはうなずき、

「それで、ケンカの理由は何ですか？　何かきっかけが在ったのでは無いですか？」

　子供達は顔を見合わせ、ひそひそと何かを話し始める。やがて、全員の視線が一人の子供に集中する。

　痩やせっぽちで小こ柄がらな、たぶんこの孤児院で一番大人おとなしい男の子。

「アリョーシャ、ですか？」

「そうなの」意外そうなシスターの声に、男の子の隣の女の子が答える。「えっと、公園で良く会う子達で、最初はみんなで仲良く遊んでたんだけどアリョーシャが向こうの男の子の一人とケンカになって、みんなで止めようとしたんだけどそのうちみんなでケンカになって……」

　揃そろって顔を伏せる子供達。

「珍しい事もあるものです」シスターはアリョーシャという男の子の前で膝ひざをつき「先に手を出したのはどちらですか？　まさか、アリョーシャの方ではありませんよね？」

　男の子がびくりと肩を震ふるわせ、周囲の子供達が無言で顔を見合わせる。

　シスターは、まあ、と少し困った顔をし、それでも優やさしい声のまま、

「どうしてそんな事を？　何か理由があるのですよね？」

「……せやな」

　と、黙だまって聞いていたイルがようやく口を挟む。

　少年は男の子にずかずかと歩み寄り、床ゆかにどっかりと座り込んで、

「どないしたんや。お前がケンカするやなんて初めてやからな。何か、よっぽどすごい訳わけがあるんやろ？」

　と、弾はじかれるように男の子が顔を上げる。

　青いその瞳ひとみに、みるみる涙が盛り上がる。

「お、おい、どないしたんやお前……」

「理由は、イルなの」

　と、別な女の子の声。

　は？　と振り返るイルに、年長の女の子はこちらも泣きそうな顔で、

「うちの孤児院には魔ま法ほう士しのお兄にいさんが居るって、アリョーシャが自慢してたの。そしたらその子達が笑って……その子達のおとうさんとかおかあさんとかが軍の人で、魔法士がどんどん逃げ出してるとか、あいつらは信用出来ないとか言ってたって……」

　ぐずっ、と鼻をすする音。

　女の子は両手で何度も顔をこすり、絞り出すような声で、

「その子達が言ったの。『どうせその魔法士も困ったらシティを裏切るに決まってる。お前らみんな騙だまされてるんだ』って。……それで、アリョーシャが怒って」

「──イルは違うもん！」

　いきなり弾ける、男の子の声。

　月つき夜よが、シスターが、周囲の子供達が、そしてイルが驚おどろいて見守る前で男の子は勢い良く顔をうつむかせ、

「イルは逃げないもん！　どこにも行かないもん！　ぼくらを守るために戦ってくれるもん！　いっつもケガして、手術とかして、あちこち傷がいっぱいで、でもいっつも笑ってくれて……だから……イルは魔法士で……魔法士だけど、でも……でも……！」

　上う手まく言葉に出来ないのがもどかしい、とでもいうように小さな拳こぶしが何度も自分の足を叩たたく。

　男の子は唇を噛かみしめ、猛然と顔を上げて、

「イルは……イルはみんなを守る正義の味方だもん！」

　声を張り上げ、わぁわぁと泣き出す男の子。

　つられたように、周囲の子供達からもすすり泣きの声が漏れる。

「……お前ら……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくイルに、男の子が飛び付く。白いジャケットにしがみ付いて泣き続ける男の子を見下ろすうちに、少年の口元に小さな笑えみが浮かぶ。

「そーか、そうなんか……」

「──イル」

　シスターの声。

　顔を上げる少年の前でシスターは立ち上がり、真剣な、軍人のような顔で、

「今、この世界には人間と魔ま法ほう士しの対立があります。シティにマザーシステムというものがあり、犠ぎ牲せいになる魔法士が居る以上、いつか必ず起こるはずだった対立です。対立はこの先も広がり続け、地球上に暮らす全すべての人間と魔法士が巻き込まれていく事になる。……それは、変えようの無い現実です」

　そう言って、シスターは息を吐く。

　いつもと同じ、穏おだやかな笑え顔がおをイルに向け、

「ですが、その対立は個人の努力で乗り越える事の出来るものです。あなたという魔法士の存在が、その事を証明しています。理屈では無く行動で、あなたは今日きようまで積つみ上げてきた。その力を世界が必要とする時が、いつか必ず来ます」

　細い手が子供達の頭を順に撫なで、最後にイルの髪に触れる。

　見上げる少年にシスターは深くうなずき、

「胸を張りなさいイル。あなたがこのモスクワで築きずき上げたのは、どんな武ぶ勲くんよりも尊い、途方も無い宝です」

　うなずき返したイルが、視し線せんをこっちに向ける。

　月つき夜よは笑顔でそれに応こたえ、少年に向かって親指を立てて見せた。
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　降り注ぐ人工照明の白光が、床ゆか一面に敷しき詰められたチタン合金製の装甲板を煌きらめかせた。

　天あま樹ぎ錬れんは逆手に握ったサバイバルナイフを胸の前に構え、眼前の『敵』を油断無く凝ぎよう視しした。

（Ｉ－ブレイン戦せん闘とう起動。常じよう駐ちゆうプログラムを選せん択たく）

　脳内の問いかけにコンマ数秒迷い、『短期未来予測ラプラス』と『運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ』を選択する。大きく深く息を吸い込み、静かに吐き出す。

　頭上の立体映像ディスプレイには、「Ｒｅａｄｙ用意」の文字。

　戦闘開始までの時間を知らせる数字が、三秒から二秒、一秒へと減少する。

（「ラプラス」予測演算開始）

　右か左だな、と錬れんは思う。『敵』の性格から考えて出し惜しみは無し、戦せん闘とう開始と同時に全力攻こう撃げきを叩たたき込んでくる。正面から突っ込むのはもちろん、頭上に飛んでわざわざ自分の機き動どう力りよくを削そぐのも自殺行為。背後は壁かべだから残るは左か右。どちらがより手て薄うすかを瞬しゆん時じに判断し、そちらに飛び込む。

　左右の足に均等に重心を落とし、どちらにでも動けるように身構える。

　立体映像の表示が、「Ｇ始Ｏめ」に切り替わる。

（「ラグランジュ」運動係数制せい御ぎよ開始。加速率を五倍に設定）

　考えるよりも速く両足が床ゆかを蹴けり、身体からだを大きく右方へと跳はね飛ばす。コンマ一秒遅れて大気が唸うなりを上げ、視界の端を巨大な影かげが走る。

　大人おとなの身長の数倍もある、黒い獣けものの顎あぎと。

　それが、一瞬前まで錬が存在していた場所を頭から丸まる呑のみにする。

（攻撃感知、危険）

　休む間も無くＩ－ブレインの警けい告こく。『敵』の本命を避けて飛び込んだこの場所にも、もちろん攻撃の手は迫っている。

　周囲には、先端に鋭するどい刃を備えた数十本の黒い触手。

　それが、こちらの着地点めがけて全方位から襲おそいかかる。

（「ラプラス」終了。「マ分ク子ス運ウ動ェ制ル御」常じよう駐ちゆう）

　脳内のプログラムを瞬時に切り替え、周囲に空気結晶の盾たてを展開する。唸うなりを上げて迫る触手の刃やいばをことごとく弾はじき返し、生じたわずかな隙すき間まに片足で着地する。

　同時、視界の隅すみで新たな動き。

　先程回かい避ひした巨大な獣の顎──本命と見えたその物体は地面に落ちるより先に頭から液状に融とけ落ち、たった今防いだ攻撃のおよそ十倍、数百本の黒い触手を既すべに形成しつつある。

　……最初の攻撃は囮おとり……！

　着地した片足を軸に身体を反転し、もう片方の足が地に触れると同時に再度跳ちよう躍やくする。踏みとどまって防御に徹てつするという選せん択たく肢しは存在しない。速度と手数に加えて物理的な衝しよう撃げき力りよくまで兼ね備えた触手の攻撃は、『ラプラス短期未来予測』と『マ分ク子ス運ウ動ェ制ル御』の全能力を用いたとしても防ぎ続けるだけで手一杯。一対一のこの状況において、防戦一方に陥おちいる事は実質的な敗北を意味する。

　こちらが実行出来るベストな選択は、『ラグランジュ』で移動し続ける事で触手の攻撃に手薄な場所を作り出しつつ『ラプラス』でその場所を予測し、要所要所で『ラプラス』を『マクスウェル』に切り替えてその手薄な攻撃を撃うち落としながら逃げ回る事。

　が、逆に言えば、それさえ完かん璧ぺきに実行出来ればこちらが致命的な攻撃を受ける可能性は限りなくゼロに近い。

　……あとは、どこで攻めに転じるか……！

　右手のナイフと氷の盾たてで追いすがる無数の触手の攻こう撃げきを受け流しつつ、円形の部へ屋やの壁かべ際ぎわまで一気に後退する。左右と正面、全方位から迫る触手を視界とＩ－ブレインの知覚に捉とらえつつ、チタン合金の壁に手を当てて脳内にコマンドを叩たたき込む。

（「炎神」発動。「チューリング仮想精神対制御」起動。容量不足、「マクスウェル」強制終了）

　氷の盾を形成するために周囲の空気から奪うばい取っていた熱ねつ量りようをそっくりそのまま盾に戻し、水蒸気爆ばく発はつを誘ゆう発はつする。自身の前に空気の断層を作り出して衝しよう撃げき波はを防ぎ切り、返す刀でＩ－ブレインの動作を変更する。

　壁を構成するチタン合金に仮想精神体を送り込み、生物化。

　銀灰色の壁が巨大な腕に姿を変えるのを確かく認にんする間も無く、脳内で再びスイッチを叩く。

（「チューリング」終了。「マクスウェル」再起動）

　脳内で『ラグランジュ』と『マクスウェル』を展開しつつ、部屋の中央めがけて駆かけ出す。背後で出現したチタン合金の腕が、触手の攻撃をなぎ払う。『チューリング』によって生み出された仮想精神体が自然消滅するまでおよそ十秒。そのわずかな間、こちらの能力は擬ぎ似じ的てきに五割以上増加している事になる。

　……これで、勝ち……！

　進行方向正面、『敵』の姿を視界の中央に捉とらえる。周囲の床ゆか一面に広がっていた黒い水が寄り集まり、瞬しゆん時じに真っ黒な豹ひようを形作る。行く手を塞ふさぐように構える豹の身体からだから、無数の黒い触手が爆はぜる。視界を遮さえぎる触手の事ごとくを空気結晶の盾で弾はじき、錬れんは標的めがけて一いつ直ちよく線せんに突っ込み、

「……あれ……？」

　触手の壁を突っ切った先、『敵』が居たはずの場所はもぬけの殻から。

　左右を見回す錬の脳内で、Ｉ－ブレインが無情な警けい告こくを発する。

（攻撃感知、頭上）

　とっさに振ふり仰あおいだ視界を、三みつ編あみに束たばねられた長い黒髪が躍おどる。『敵』──東洋人の少女が満面の笑えみでこっちを見下ろす。

　少女の顔はこっちの鼻先わずか数十センチの位置。上下逆さまになった身体の先は、黒い豹の身体から突き出た触手の先端に片足を引っかけただけの不安定な体勢。

　小こ麦むぎ色いろの肌に包まれた伸びやかな四肢が、跳はねる。

　触手に引っかけた片足を支えに一回転、金糸で龍りゆうの刺し繍しゆうが施ほどこされた艶あでやかなチャイナドレスを翻ひるがえし、少女が華か麗れいに宙を舞まう。

「やっほぉーい──っ！」

　Ｉ－ブレインの警告が『回かい避ひ不能』という余計な事実を律りち儀ぎに伝える。『ラグランジュ』によって五倍に加速された身体が半ば自動的な反応で逃走を試みるが、残念ながら回避を行うには相対距きよ離りが近過ぎる。

（着弾）

　左右揃そろった両足が、こっちの顔めがけて見事に着地。

『訓練終了』のアラームが、遠くで聞こえた。




「──勝ったぁー！」

　弾はじけるような少女の歓かん声せいが、応接室いっぱいに響ひびいた。

　シティ・ロンドン二十階層、研究区画。テーブルの肘ひじ掛かけ椅い子すにチャイナドレス姿でふんぞり返り、ファンメイが両手と両足を上げてバンザイをした。

「ねー見た？　フィアちゃんもエドもちゃんと見た？　わたしが格好良く勝つところ！」

「え？　は、はい！」

　少し困ったような笑え顔がおを作るフィアの隣となりで、エドが無表情にぱちぱちと拍手する。ついでに、テーブルの隅すみで丸くなった黒猫が、同意するように、にやっ！　と右前足を上げる。
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　ファンメイは満足そうにうなずき、いきなり椅子から立ち上がってこっちを見下ろし、

「という訳わけで！　ちょっと時間掛かかっちゃったけどやっとわたしの初勝利。今日きようからガンガン追い上げてやるんだから、覚悟しなさいよ天あま樹ぎ錬れん！」

「……あーはいはい、良かったね」

　テーブルの反対側にべたっとうつ伏せになって錬は呻うめく。少女に両足で踏まれた顔がまだひりひりする。戦せん闘とう訓練のお約束で本当に命中しそうになった攻こう撃げきは途中で止める事になっているはずなのだが、今さらそれを指摘する気にもならない。

「まあ、その辺にしておくように」

　と、大きなテーブルの別な方向から投げられる声。

　白衣を適当に着流したダテ眼鏡めがねの男がくわえタバコで携けい帯たい端末を叩たたく。

「うむ、今回も良い戦闘データが取れた。さっそく解析に回すとしよう」

　シティ・ロンドン自治軍技術部特務調ちよう査さ課か長ちよう、リチャード・ペンウッド。

　錬れん達の現在の実質的な保ほ護ご者しやである男はこっちを見下ろしてしばし考え、タバコの煙をぷかりと吹かし、

「湿布、いるか？」

「ありがと……」

　うつ伏せのままよろよろと手を伸ばし、男が差し出す透明なフィルム型の湿布を受け取る。と言っても、腫はれたりあざになったりしている訳わけではないから、どちらかと言えば気分の問題。薄うすいフィルムを鼻の頭と頬ほおに貼はり、ようやく一息吐いて、

「ま、良いや。よく考えたらまだ一回負けただけだし、こっちはまだ百回以上も勝ち越してる訳だし」

　独り言のフリをしてそう呟つぶやくと、ファンメイがぎろっとこっちを睨にらむ。テーブルに顎あごを載せたまま鼻で笑って応戦すると、少女はテーブルに身体からだごと乗っかってわざわざこっちに目め線せんの高さを合わせ、威い嚇かくするようにずりずりと顔を近づけてくる。

　と、テーブルの隅すみで小さな鳴き声。

　見れば、ファンメイの分身である黒猫は寝そべって丸くなったまま、錬れんに賛さん同どうするようににゃうにゃうと首を縦たてに振っている。

　機き械かい仕掛けか何かのように、少女の顔が、がっ！　とそっちを向く。黒猫が全身の毛を逆立てて飛び起き、一いち目もく散さんにテーブルから飛び降りる。

　その姿がたちまち、黒い小鳥に変わる。

　額ひたいに小さな赤い結晶体を貼り付けた小鳥は天てん井じようをぐるりと一周。ファンメイの斜はす向むかい、フィアの頭の上に着地する。

「小龍シヤオロンさん、いらっしゃい」

　金髪の少女は小鳥を両手で取り上げ、胸の前に運んでにっこり微ほほ笑えむ。小鳥が、ぴよっ、と甘えた声を上げ、少女の頬ほおに頭をすり寄せる。

「あー！　こ、こいつ……」

　握にぎり拳こぶしをぶるぶる震ふるわせるファンメイの頭を、いつの間にか近寄ったエドが撫なでる。

　すっかり見み慣なれてしまった、いつもの日常。

　錬とフィアがこの場所、シティ・ロンドン自治軍情報制せい御ぎよ理り論ろん研究課特務研究室、通称『ペンウッド教室』に身を寄せるようになって、既すでに半年が過ぎていた。

　北ほつ極きよくでの事件のあとでロンドンに向かった錬れん達。当初は賢けん人じん会かい議ぎの対策を練るために少しの間だけ滞在するつもりだったのだが、それがここまで長くなってしまったのは何な故ぜかと言えば、多少遠回りながらも理由はやはり賢人会議。十一ヶ月前のシティ・メルボルン跡地の事件以来別れ別れになってしまった兄の真ま昼ひると姉の月つき夜よを追っていた錬だったが、頼りにしていた二人ふたりの不在によって引き起こされた「ある問題」を、とうとう無視出来なくなったのがロンドンに留とどまる事になった最大の原因と言える。

　そもそも魔ま法ほう士しのＩ－ブレインというものは、コンピュータに類似した構造を持つ分子機き械かいの固まりだ。生体細胞で構成されているとはいえ精密機械である事に変わりは無いから、当然日々の動作チェックやメンテナンスが必要になる。まして錬やフィアの脳は世界に類を見ない特別製。本来ならその調ちよう整せいには、シティの研究機関並みの施設が必要になる。

　もちろんシティの外で暮らす魔法士というのはたくさん居るから、そういう人達は自分のＩ－ブレインのメンテナンスを自分でやっている。錬の家にも一通りの設備は揃そろっていたから、兄と姉が居なくなったあとは暇ひまな時に自分とフィアの頭を有機コードで機械に繋つないでマニュアル通りの処置を行っていた。

　が、少し前まで自分のＩ－ブレインを兄と姉に任せ切りにしていた錬は、どうにもその辺あたりの作業に疎うとい。

　最後に二人のメンテナンスを受けてから十一ヶ月、まだ具体的な問題は起きていないが、さすがにそろそろ心配……そんな状況でシティ・ロンドンの、しかも最高クラスの研究機関に潜もぐり込めた事は、錬とフィアにとって渡りに船だった。

『まあ、どうにかしてみよう』

　難むずかしい顔でそう答えたリチャードは、「シティのど真ん中に素す性じようの怪あやしい魔法士二人を居い候そうろうさせる」という難なん題だいを本当にどうにかしてしまった。幸いな事にファンメイとエドの戦力としての有用性が認められた事でリチャード率いるペンウッド教室はその規き模ぼをさらに拡大、以前は大おお部べ屋やひとつだった『領土』は実じつ験けん室しつや戦せん闘とう訓練室、小規模な生産プラントまで備えた建物まるまるひとつにまで広がり、ある程度の独立性も認められるようになっていた。

　その建物の中に二人の部屋が用意され、生活物資の供給の目め処どが付いたら次は身分の確かく保ほ。

　幾つかの書類が偽ぎ造ぞうされ、データが改ざんされた結果、錬とフィアは『ペンウッド教室の実験訓練生。ただし詳しよう細さいは機密事項』という何ともいい加減な立場に落ち着く事になった。

　最大の問題は五〇名を超えるリチャードの部下の研究員達をどう納得させるかという事──だと錬は思ったのだが、この心配は杞き憂ゆうに終わった。研究員達はどういう訳わけか北極事件の裏事情、シンガポールとロンドンを手玉に取ったその一切を熟じゆく知ちしており、錬とフィアの存在も把は握あくしていた。『こっちはファンメイの親友で、こっちはエドの親友』というリチャードの適当極きわまりない紹介に疑問を挟む声はひとつとして無く、二人は研究室の一員としてあっさり受け入れられてしまった。

　……とまあ、そんなこんなでロンドンで暮らすようになってはや半年。

　賢けん人じん会かい議ぎに動きが無かったためとはいえ、思えば随ずい分ぶんと長居してしまった。

「にしても、錬れん君には本当に感かん謝しやしてもし足りんな」

　そんな事を考えていると、リチャードが腕組みしてしみじみと呟つぶやく。首を傾かしげる錬に男は立体映像のデータを示し、

「この戦せん闘とう訓練の数値だ。お前さんに相手して貰もらったおかげで、ファンメイもエドも実戦値が跳ね上がった。ロンドンここの軍の魔ま法ほう士しが相手ではなかなかここまでの多様な戦術は相手に出来んし、仮想シミュレーションでは緊きん張ちよう感かんが足りん。……特に、ファンメイは戦闘経けい験けんが黒の水の安定度に直結するからな」

　その言葉にエドがこくこくうなずき、ファンメイがむーっと頬ほおを膨ふくらませる。リチャードの言う通り、タダで半年も居い候そうろうさせて貰う訳わけにはいかないという事で錬はこの研究室で時々エドとファンメイの模も擬ぎ戦せんの相手を務めている。

　今日きようまでの戦せん績せきはファンメイ相手が一三二勝一敗、エド相手が九三勝二敗。数字を見れば圧倒的だが、これは純粋な戦力の差と言うよりはお互いの相性に拠よる所が大きい。

　龍りゆう使つかいや人形使いのように中ぐらいの速度で手数で押してくる相手との戦いは錬のＩ─ブレインが最も得意とする所。お互いの戦闘経験が同じくらいなら、そうそう不覚を取る事は無い。

　とはいえ、今日はうっかり初敗北を喫きつしてしまった訳だが。

「けど、何か納得いかないなぁ……」錬はテーブルに突っ伏したまま首を捻ひねり「今日の訓練、何かいつもに比べてやたらと手数多くなかった？」

　頭の中で先程の戦闘結果を再生してみるが、どうにも前回の模擬戦に比べて触手の数が増えている気がしてならない。

　と。

「大正解」

「え──」

　いきなり頭の上から降ってくる声に、びっくりして身を起こす。

　目の前には、学生服の上に白衣を羽は織おった、錬より幾らか歳とし上うえぐらいの少女。

「あ、メリルさん！」と嬉うれしそうに手を振るファンメイ。

「おはよう、メイちゃん」

　メリルという名の女子学生は無表情に挨あい拶さつし、テーブル越しに手を伸ばしてファンメイの頭を撫なで、

「初勝利おめでと。ご褒ほう美びはイチゴのクレープ」

「ほんと──？」

　わぁい、と両手でバンザイするファンメイ。

「ちょ、ちょっと待って！」錬れんは慌あわてて割って入り、ファンメイの蔑さげすむような視し線せんに気付いて「いや、別に僕もおやつが欲しいとかそういう話じゃなくて！　今の『大正解』ってどういう事？」

　と、メリルは両手を腰に当てて振り返り、何な故ぜだかちょっと自慢げに、

「実は、小龍シヤオロンの体重はこっそり増量中。三割程」

「はい？」

　この言葉には錬だけでなく、フィアとエドも目を丸くする。ファンメイ自身の身体からだに代わる『黒の水』の供給源として設計された小龍の身体は、少女にとっての剣であり槍やりであり時には盾たてでもある。その体重、つまり黒の水の量を増やすという事は、ファンメイにとって純粋な戦力の増加と同じ意味を持つ。

　もちろん小龍を構成する黒の水の量には実質的な上限は無いし、増やしたところで小龍にも本体であるファンメイにも何か問題が発生するという事は無い。が、小龍を「動物」という形で連れ歩く以上、その大きさには日常的に運用出来る常じよう識しき的てきな限界という物が存在し、錬との模も擬ぎ戦せんで使用する『黒の水』の量も暗あん黙もくのうちにその限界以下という事になっている、と言うか、なっていた。

「え、でも何で」

「えこひいき」メリルは至し極ごく当然という顔で胸を張り「毎回メイちゃんが負けるのは不公平。錬君は可愛かわいいけど、メイちゃんの可愛さには敵かなわない。だから応援するのは当然」

　ええっ、と思わず顔を引きつらせる錬。

　と、メリルの後ろに立つ白衣の青年が「こらこら」と苦笑し、

「錬君。冗じよう談だんだよ、冗談」女子学生の襟えり首くびを掴つかんで慣なれた手つきで横にどけ「実はうちの班で研究してた『黒の水の圧あつ縮しゆく技術』がようやく実用化にこぎ着けてね。同じ体たい積せきの中によりたくさんの黒の水を詰め込めるようになったんで、今日きようの模擬戦はその成果の分だけ量を増やしてみたってわけ。……あ、もちろん今も」

「そーなの？」

　その言葉に、何故か当人であるはずのファンメイが真っ先に驚おどろく。少女は椅い子すから飛び降りて隣となりの席に駆かけ寄り、フィアの手のひらの上でうとうと眠っている黒い小鳥を受け取って、

「うわぁ！　ほんとだ、重い！　何かこの子すごい重い！」

「いやいや待って待って！　気がついてなかったの？」

「ぜんぜん」慌あわてて問う錬にファンメイは首を振り「今日はなんか調ちよう子しいいなーって思ってたんだけど、そーいう事だったんだ」

　重ーいすごーい、と小鳥を振り回す少女の姿に、深々とため息を吐ついてしまう。

　白衣の青年も苦笑交じりに頬ほおをかき、

「技術的には問題無さそうだからね。本番では見た目はそのままで二百倍ぐらいの体積の『黒の水』を押し込む予定だよ」空あいている椅い子すに腰掛け、ふと真ま面じ目めな顔を作って「今回は市街で、しかも各国の関係者が居る中での任務になるからね。小龍シヤオロンの外見上のサイズはいつもの黒猫とか、その小鳥ぐらいが限界になると思う」

「あ……」

　そうですね、とテーブルの向かいでフィアが居住まいを正す。錬れんも思わず背筋を伸ばし、ファンメイが小龍を抱えたまま動きを止める。

　そんな一同を前に青年はリチャードの席に歩み寄り、

「司令部からの通達です。ここまで来たら隠す事でも無いんでしょうが、いちおうは極秘扱いって事で」

「ご苦労、サースト君」

　差し出されたデータディスクを受け取り、リチャードはぷかりと煙を吐く。吸いさしのタバコを灰皿に押し付け、ディスクを携けい帯たい端末に押し込んで自分の電子署名を入力する。

　数秒。

　立体映像ディスプレイに映し出される文書に素す早ばやく目を通し、リチャードはうなずいて、

「賢けん人じん会かい議ぎとシンガポールの同盟締てい結けつがいよいよ本決まりになった」テーブルを囲む一同に視し線せんを巡らせ「調ちよう印いん式しきは四日後。もちろんロンドンここの自治政府と公営放送局にも、既すでに招待状が届いとる」

「情報部が事前に掴つかんでた話の通りですね」サーストという名の青年がうなずき「って事は政府関係者の護ご衛えいも予定通り……」

「賢人会議の魔ま法ほう士しとの戦せん闘とう実じつ績せきを買われて、うちの研究室が担当する」リチャードは新しいタバコを取り出して火をつけ「さすがにウィリアム・シェイクスピアを持っていく訳わけにはいかんが、ファンメイとエド、それにサポート要員として研究員若じやつ干かん名めい、使節団に同行せよとのおおせだ」

　錬をはじめとした一同が、それぞれにうなずく。

　シティ・シンガポールで行われる、同盟調印式。

　ここ半年にわたる賢人会議の動きの集大成とも言うべきその計画をロンドン自治軍の情報部が掴んで以来およそ一ヶ月、司令部から護衛の任務を打診されたペンウッド教室は、今日きようまで密ひそかに準備を進めてきたのだった。

「という訳で錬君とフィア君にはそちらのサポート要員の方に紛まぎれて貰もらう事になるが、問題無いな？」

　はい、とフィアが少し緊きん張ちようした顔でうなずく。

「もちろん」錬もそれに倣ならい、少し考えて「それで、ロンドン政府の方針は？」

「変わらず、だな」リチャードは輪わっかの形に煙を吐き「ロンドン自治政府の使節団はこの期に賢人会議と接触を図り、シンガポールに続く第二の同盟国として賢人会議と条約を結ぶ、その道を付けるのが役目だ」

　地球上に存在する六つのシティのうちシンガポールを除いた五つの中で、ロンドンは現在、最も動きやすい立場にある。理由は『世せ界かい樹じゆ』の存在。かつてエドによって起動され、あやうく地球の全すべてを飲み込みかけた巨大な植物型コンピュータは現在その中心をドーバー海かい峡きようの南部に移し、幹の直径三〇〇メートル、枝の先端までの高さ一万六千メートルという状態で存在している。

　エドとリチャード以下研究員の努力によって機き能のうを安定した世界樹はシティ・ロンドンのエネルギー供給ラインに接続され、マザーシステムの補助動力としての利用が検討されている。その出力たるやシティが必要とする全エネルギーの実に二十パーセント。成功すれば、ロンドンは賢けん人じん会かい議ぎの要求をほぼ丸まる呑のみ出来るだけの余力を持つ事になる。

　その状況を活用して彼かの組そ織しきとの間に強固な関係を構こう築ちくし、他ほかのシティに対する優ゆう位いを築こうというのがロンドン自治政府の考え。

　だが、その動きはシティ・ロンドン内部に様さま々ざまな波紋を広げている。

「市民の人達の反応とかはどうなの？　先週も大きなデモがあったって聞いたけど」

「今もやっとるよ。……見るか？」

　錬れんの問いにそう答えて、リチャードは携けい帯たい端末を操そう作さする。テーブルの中央に浮かぶ半透明のディスプレイが、公営放送の中継映像を映し出す。

　人口照明の薄うす明あかりに照らされた大通りを行く、何千という群衆。

『人類を守れ！』『テロに屈するな！』と書かれた立体映像のプラカードを頭上に掲かかげ、シュプレヒコールを上げながら市街地の中心を練り歩いていく。

「前と同じ場所？」

「そうだ、第十五階層中央区画」錬の言葉にリチャードはうなずき「あの辺あたりは幾つかの市民団体の本拠地が集まっててな。最初はわざわざ二十階層まで来て中央議ぎ会かいの前でパレードしとったんだが、治安維持のために軍が検問を強化したら行進のルートを自分達のお膝ひざ元もとに移して、先月辺りから毎週のようにこの有あり様さまという訳わけだ」

「あの辺に住んでた魔ま法ほう士しは、ほとんど二十階層の軍宿舎に引っ越したはずです」と、横から付け足す白衣の研究員、サースト。「窓に石を投げられたとか、ドアに脅きよう迫はく文ぶんが貼はり付けられてたとかいろいろあったみたいで……ま、随ずい分ぶん伝統的なやり口ですが」

　フィアとファンメイが顔を見合わせ、揃そろって悲しそうにうつむく。そんな二人ふたりの背後にメリルが歩み寄り、両手で頭をぽんぽんと撫なでる。

　その様よう子すに口を開きかけて止やめ、ディスプレイをじっと睨にらむ。

　拳こぶしを振り上げ声を張り上げる人々の姿に、無む意い識しきに腕組みして首を捻ひねる。

「れん、こわいかお」

「え？　あ、ごめんごめん」

　くいくいと袖そでを引っ張るエドの言葉に我われに返る。男の子の頭を笑え顔がおでぽんぽんと撫なで、それでも横目にデモの様よう子すをうかがう。

「どうした？」とリチャードの声。

「や、何て言うか……」錬れんは少し考え「この人達も自治政府の人達も、どうするつもりなのかなって。シティの寿命があと三十年ぐらいしか残ってないのはもうはっきりしてるのに、みんなやけにのんびりしてるって言うか。政府は賢けん人じん会かい議ぎと同盟するって言っても他ほかのシティに勝ちたいだけでその先の方針が見えないし、あそこでデモやってる人達はただ自分達の生活が壊こわれるのが嫌いやなだけであんまり先の事とか考えて無さそうだし」

「そこまで考える余裕が無い、というのが正直なところだな」リチャードはタバコを指先で回し「寿命が三十年と言っても、それはシティ建造物としての、『器うつわ』の話だ。シティがマザーシステムという不安定なエネルギー源に依存し、常に他のシティとの争いにさらされている以上、目先の問題をどうにかせん事にはその三十年後の『滅亡』に辿たどり着く事すら出来ん。もちろん市民も同様だ。今日きよう食べるパンが手に入るかどうかも分からん人間に、遠い未来の心配をしろと言っても無理がある」

「それはそうだけど……」

　ディスプレイを見つめたまま唇を噛かむ。その理屈は確たしかに分かるが、そうやってシティの間で、あるいはシティの中で小こ競ぜり合いを繰くり返している状況から解決策が生まれてくるとは錬にはどうしても思えない。このままでは残された時間を食い潰つぶし、じり貧ひんのままみんなまとめて地じ獄ごくに突っ走っていくのが目に見えている。

　たぶん、他の全すべてのシティでも状況は似たようなもの。

　それを根本からどうにかするには……

「世界を変える、か」

　無む意い識しきに呟つぶやいた言葉に、テーブルを囲む一同の視し線せんが集中する。

　が、リチャードだけは、その通り、とでも言うようにうなずき、

「まあ、そういう訳わけで、お前さんの兄、あの賢人会議の参さん謀ぼうと直じか談だん判ぱんして腹を探ろうというのが我われ々われの目的になる訳だ」

　ロンドン政府の思おも惑わくは思惑として、錬達は別な目的を持って今回の調ちよう印いん式しきに臨のぞんでいる。調印のためにシンガポールにやって来る真ま昼ひると接触し、何とか話し合いの場を持つ事。現地入りしたあとはおそらくエドとファンメイは自由に動く事が出来なくなるため、この役目は主おもに錬とフィアのものとなる。

「けど、本当なの？　真昼兄にいにシティと戦うのとは別の目的があるって」

「半分以上は勘かんだがな」リチャードは自分が吐き出した煙を見上げ「ここ半年の賢人会議の動きには、所々で妙な点がある。気のせいと言われればそれまでの些さ細さいなものだが、北ほつ極きよくの事件で直に話した天あま樹ぎ真昼の人物像と総合するに、少なくとも『魔ま法ほう士しの解放』という賢人会議の目的を額がく面めん通りに受け取る事は出来ん」

　灰皿の縁ふちにタバコを預け、両手でテーブルに頬ほお杖づえをついて、

「そうだな……あの場に居合わせた他ほかの面子めんつ、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちかモスクワのプランナー辺あたりと議ぎ論ろん出来れば、もう少し確かく証しようも得られるんだろうが」

　錬れんは無言で視し線せんをうつむかせる。リチャードには以前から何度か同じ話を聞かされているが、未いまだに頭の中で整せい理りがつかない。真ま昼ひるが単純にシティと戦う道を良しとするとは思えない、という考えは錬も確たしかに持っているが、同時に「それは単なる兄弟のひいき目では無いか」という考えも働いてどうしても思考にブレーキが掛かってしまう。

　何と無しに腕組みして目を閉じる事しばし。

　ひとつ息を吐き、椅い子すの上で大きく伸びをし、

「ま、今考えても仕方無いか。昔から、頭の勝負で真昼兄にいに勝った事無いし」

　そう言って少し笑うと、隣となりで聞いていたサーストが「良い開き直りだね」と感心したように何度もうなずく。

　何を褒ほめられたのか分からずに錬は首を傾かしげ、ふと思い出してファンメイに向き直り、

「そう言えば、転送システムの関係であの賢けん人じん会かい議ぎのセラって子とは時々通信してるんだよね？　どうなの？　あの子から何か、向こうの動きとか聞いてない？」

　半年前の事件の最中に北ほつ極きよくで発見された大気制せい御ぎよ衛えい星せいに通じる転送システムは、現在、形の上ではシティ・ロンドンの管かん轄かつに置かれている。「形の上」というのは実際の起動が不可能な状態、という意味で、前回の事件の際に真昼が施ほどこしたプロテクトによって、転送システムは鍵かぎとして登とう録ろくされた人間全員の承認が無ければ起動出来ない状態になっている。

　かつて転送システムの内部で暮らしていた老人三百人と、魔ま法ほう士し「李・芳美リ・フアンメイ」──転送システムの起動に必要な鍵のほとんどは、シティ・ロンドンが確保している。が、問題は残る一人ひとりの鍵。賢人会議に属する「セレスティ・Ｅ・クライン」という少女の同意が得られない限りロンドンは転送システムを利用する事はおろか内部データを取り出す事もままならない訳わけで、自治政府が賢人会議との同盟を進めようとしているのはこの転送システムの問題によるところも大きい。

　ファンメイは転送システムに関する連絡のため、という名目で賢人会議にセラとの個人的な通信回線を用意して貰もらっている。ファンメイがその回線を利用し、定時連絡と称して時々セラと雑ざつ談だんしている事も、錬はフィアから伝え聞いて知っている。

「賢人会議の、動き……」問われたファンメイは、んー、と視線を天てん井じように向け「セラちゃん、そーいうのはあんまり。何か人がたくさん増えてお料理とか教えて毎日楽しい、っていうのは聞いてるけど」

「や、そりゃ向こうがそんな大事な事勝手に教えてくれる訳無いけど、そこはもっとこう、何て言うか……」

　言いかけて諦あきらめ、ため息を吐つく。例えば舌先三寸で相手を操あやつって重要な情報を聞き出すとか、そういう働きをこの少女に期待するのは奇跡を望むのに等しい。

「あーっ！　今何かバカにした！」

「してないしてない」

　いい加減に手を振って応こたえると、ファンメイがいかにも何か言いたそうな顔で唸うなる。隣となりの席でフィアが困ったように笑い、メリルが良い子良い子とファンメイの頭を撫なでる。

「大丈夫、メイちゃんは賢かしこい子」

「メリルさーん！」

　椅い子すから飛び降りて女子学生に抱き付く少女の姿に、その場の全員が笑う。

　すっかり見み慣なれてしまった、ペンウッド教室の日常。

　リチャードがひとつ手を叩たたき、灰皿から吸いかけのタバコを取り上げた。

「よし、では作戦会かい議ぎといこう」
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　町に帰り着いた時には、夕刻を過ぎていた。

　輸ゆ送そう用ようフライヤーの後部コンテナから広場に降り立ち、鉛なまり色いろの空を見上げて白い息を吐いた。

　すり切れた軍靴が、凍り付いた土を踏みしめて乾いた音を立てる。防寒着の襟えりをかき合わせ、手袋のままの右手を掲かかげて略礼する。

　周囲には、同様に防寒着を着込んだこの町の住人──元シティ・神こう戸べ市民。

　幾人かの子供が、待ちかねたように駆かけ寄ってくる。

「中尉、お帰り！」

「おかえりー！」

　口々に声を上げる子供達に、ああ、とうなずき、防寒着のポケットを探る。シティで仕入れた飴あめ玉だまを取りだし、一人ひとりにひとつずつ手渡す。

　歓かん声せいを上げて駆け出す子供達。

　それと入れ替わりに、くたびれた風ふう体ていの老人が一人、周囲の人垣から進み出てくる。

「それで、交渉は」

「上う手まくいった」この町の長老役である老人の問いにうなずき「向こうの首しゆ謀ぼう者しやと接触出来た。前払いと作戦の準備をかねてシンガポールの市民ＩＤ三十人分。残る七十人分は成功報ほう酬しゆうだ」

　広場に集まった元市民達がどよめく。

　期待半分、不ふ審しん半分という顔で囁ささやき合う住民達を代表するように、老人が口を開く。

「信用出来そうかの？」

「少なくともＩＤは本物だ」うなずき、フライヤーのコンテナを視し線せんで示して「おかげで、今回はいつもの倍の食料を確かく保ほ出来た。いつもの闇やみルートじゃなく、シティの正規の配給センターが利用出来たからな」

　コンテナの中に残った部下達に視し線せんで合図を送り、食料が詰め込まれたケースの運び出しを始める。住民達が一様に歓喜の表情を浮かべ、コンテナの前に列を作る。

　いつの間にか覚えてしまった住民それぞれの世帯構成に従って、食料ケースを配る。

　二週間分の食料を受け取った住民達は何度も礼の言葉を述べながら、一人ひとり、また一人と自分の家に帰っていく。

「長老、そういう訳わけでまた何日か留守にする。町を頼む」

　最後に残った老人に食料を手渡し、そう告げる。心得た、とうなずいて去っていく老人の背中を見送り、息を吐く。

　深く淀よどんだ闇に沈み込む、町の情景。

　通りに沿って街灯代わりに下げられた廃棄部品のフライヤーのランプが、家々を灯ともし火びのように頼りなく照らしている。

　シティ・シンガポールから北西におよそ百キロ、この場所に町を構えてからもう三ヶ月になる。エネルギー源は地下に埋設された地ち熱ねつ発電プラント。そのいつ止まるか分からない老ろう朽きゆうプラントを動力に演算機き関かんを稼か働どうさせて気温を一定に保ち、簡かん易い型がたの生産プラントで最低限の物資を確保している。

　住民は自分達のような元軍人が三〇人に、元・神こう戸べ市民が七〇人。

　一年半前に崩ほう壊かいした神戸を脱出した時には二〇〇人以上居た市民も、放浪生活の中で次々に倒れてとうとうこれだけとなった。

　神戸を出てしばらくの間は、それでも何とか上う手まくやっていた。最初に身を寄せる事になったヒマラヤ山脈付近の町の住民はよそ者である自分達を暖かく受け入れ、自分達も新しい生活に何とか馴な染じもう、シティでの暮らしを忘れようと努力していた。

　が、そんな暮らしが始まって三ヶ月目に、町は雪崩なだれに呑のまれて消滅。

　住民達は散り散りになり、自分はかつての部下と元神戸市民を率いてあての無い旅に出る事になった。

　隊商の真ま似ね事ごとをしながら町から町へと流れる日々の中で、市民達は一人、また一人と消えていった。慣なれぬ旅に身体からだを壊こわす者も居れば、シティでの生活が忘れられずにおかしくなって自ら命を絶つ者も居た。その日暮らしの中ではまともな墓を建てる余裕も無く、遺い体たいは雪原に掘られた適当な穴に葬ほうむられるのが慣かん例れいとなった。

　そんな日々を続けて一年、唯一の移動手段であった大型の軍用フライヤーが故障し、もはやこれまでかと皆が諦あきらめた時──

　突然現れて救いの手を差し伸べたのが、シンガポールの地下で会ったあの連中だった。

　彼らは廃棄されていた地熱発電プラントを修復し、この場所に小さな町を作り上げた。気温維持のための演算機き関かんに、日々の消耗品を生み出すための生産プラント。最大の問題は食しよく糧りようの確かく保ほだったが、それさえも、彼らはシティ・シンガポールの物資を横流しする事で解決してしまった。

　何な故ぜここまでしてくれるのか、という自分の問いに、連中の一人ひとりは「手付けですよ」と答えた。近々シンガポールで大きな動きがある、その時にあなた達の協力が欲しい──おそらくは自治政府の上層部の人間であろう連中が何故自分達のような流れ者の、魔ま法ほう士しでも無い元軍人の力を必要とするのか。大きな疑問であり、警けい戒かいすべき事ではあったが、目の前に用意された暮らしは何よりも優ゆう先せんされた。

　もっとも、その疑問も『自分達の任務』が明かされた今となっては全すべて解消された訳わけだが。

「『賢けん人じん会かい議ぎ』、ですか……」そんな考えを見み透すかしたように、部下の一人の声。「演説放送は何度か見ましたがねぇ。まさか俺おれ達が関かかわる事になるとは」

　腕組みする部下に、そうだな、とうなずく。魔法士の解放を謳うたい、シティと戦うテロ集団。その組そ織しきとシンガポールが同盟を結ぶという噂うわさは、放浪生活を続けている間にもあちこちから伝え聞いていた。

「けど、何で俺達みたいなのを使おうって話になったんですかね。どう見ても自治政府の人間でしょう？　あの連中。それなら軍の中から今回の同盟に反対な連中こっそり引っ張って、そいつらを使えば……」

「あー、そりゃ無理だ」と、割って入る少し歳とし上うえの別な部下。「今回の同盟は光耀クアンユーが計算した結果って話だからな。シンガポールの人間にとって光耀の予測は絶対、ってのが建前だし、本気で信じてる市民の方が圧倒的に多い。たとえ内心で同盟に反対でも、軍の連中は動かねえし、動けねえよ」

「詳しいな」

「いえ、大戦前に半年ほど出しゆつ向こうした事が在るもんで」感心して呟つぶやくと、初老の部下は頭をかき「そんな訳で、賢人会議をどうこうしようってのにシティの中の戦力は使えねえ。まして議員がそれを命じたとなりゃ、話はその議員本人の首が飛ぶぐらいじゃ済まねえ、政府がひっくり返るくらいの大事になる」

「それで、俺たちみたいな流れ者の軍人崩れにお鉢はちが回ってくる」部下の言葉を自然に引き継ぐ。「シティの内部の人間は使えない。たとえシティの外でも、魔法士の協力は期待出来ない。だからシティとは無関係で魔法士でも無い俺達を使う。で、俺達の戦力でもどうにか出来るように選ばれた標的が──」

　ポケットから光学素子を取り出し、起動する。目の前に出現した小さな立体映像が、一人の青年の姿を形作る。

　賢人会議の参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひる。

　彼かの組織で唯一人の『ただの人間』であり、同時に組織にとって最も重要な人物である、というのがシンガポールの連中の説明だった。

「全員、作戦計画は頭に入ってるな？　こいつ自身はただの人間でも、周りを固めているのは第一級カテゴリーＡの魔ま法ほう士しばかりだ。ひとつのミスが死に直結する。イメージトレーニングを怠おこたるなよ」

　その言葉に、周囲の部下達がそれぞれに難むずかしい顔をする。賢けん人じん会かい議ぎに何か思う所でもあるのか、幾人かは立体映像の青年を食い入るように見つめている。

　と、一番後ろで見ていた一人ひとりがためらいがちに「あの」と手を上げ、

「……良いんですかね、本当に」

「良い、とは？」

　部隊で最年少の、年若い軍ぐん曹そうの言葉に問い返す。

　と、軍曹は「あ、いえ」と口ごもり、

「何て言うか……この作戦、本当にやって良いんですかね？　僕達、何か大変な事をしようとしてるんじゃ……」

「お前は、賢人会議の主張に賛さん成せいか？」

「いえ、どっちかって言うと反対なのは反対なんですけど」兵士は慌あわてて首を振り「だけど、これって僕達みたいなのが手を出して良い事なんですかね？　そりゃ、シティを滅ぼそうって組そ織しきの邪魔をするんだから良い事なのかも知れないですけど、そんな単純な考えで関かかわって良い問題なのか……」

「勘かん違ちがいするな」

　滔とう々とうと語る軍曹の言葉を遮さえぎる。

　え、と動きを止める年若い部下を見下ろし、

「俺おれ達はただ俺達の任務を果たしてるだけ、神こう戸べで最後に下された『市民を守れ』という命令を忠実に実行してるだけの話だ。シンガポールの正義も賢人会議の正義も知った事じゃ無い。……極端な話、俺達を救ったのが賢人会議だったら、俺は喜んで魔法士の味方をやってたよ」

　軍曹が驚おどろいた様よう子すで周囲の同どう僚りようを見回す。年ねん齢れいも性別もばらばらの兵士達がそれぞれにうなずくのを呆ぼう然ぜんと見つめ、軍曹は声を絞り出す。

「それで……それで、本当に良いんでしょうか」

「良いも悪いも無い。現実の問題だ」自じ嘲ちよう気味に笑い「確たしかに、相手は世界がどうの人類全体と魔法士全体がどうのなんて言ってる連中だ。もしかしたら俺達には見えないだけで、賢人会議とシンガポールの同盟ってのは世の中を良い方に進める事になるのかも知れない。……だが、そいつはそれを考えられる立場の人間が考えるべき事。ここでたった百人の同胞を食わせる手段にも事欠いている俺達には、そんな大それた問題をどうこうする力も無ければ義理も無い」

　シンガポールの連中は自分達を救ったが、賢人会議の主張は何ら自分達の助けになる訳わけでは無い──それが現実であり、自分達にとっての全すべてだ。

　自分の役目は、ここに居る同胞百人に安住の地を用意する事。

『シティ』や『世界』などという大それたものを考えるには、この頭は小さ過ぎる。

「俺おれ達はただ、与えられた仕事をこなし、代価を受け取る事だけ考えればいい。それ以上は……まあ、もっと偉い人間の仕事だ」

　未いまだに納得のいかない顔の軍ぐん曹そうに歩み寄り、制服の肩を軽く叩たたく。

　周囲の部下達をぐるりと見回し、ひとつうなずいて、

「では解散する。出しゆつ立たつは明日あしたの早朝。それまで全員、良く休んでおくように」






　　　第三章　運命の糸　～one day ago～







　輸ゆ送そう艦かんから軍用ポートに降り立つと、冷えた空気が頬ほおを撫なでた。

　ヘイズはチタン合金の装甲板で覆おおわれた高い天てん井じようを見上げ、ひとつ指を鳴らした。

　周囲には様さま々ざまなシティの輸送艦や軍用フライヤーが停泊し、各国の軍服に身を包んだ使節団がシンガポール自治軍の士官とやり取りを交わしている。ベルリン、マサチューセッツ、モスクワ。シティ外に向かって大きく開けたゲートの向こうにはロンドン自治軍の輸送艦の姿も見える。

　脳内時ど計けいが告げる時刻は、西せい暦れき二一九九年八月二十七日、午前九時。

　シンガポールと賢けん人じん会かい議ぎの同盟──その調ちよう印いん式しきを明日に控え、このシンガポールには各国の大使と報道関係者が続々と集結しつつある。

　黒い外がい套とうを胸の前でかき合わせ、フードを目ま深ぶかにかぶる。ポケットから認にん識しき票ひようを取り出し、胸の辺あたりに貼はり付ける。立体映像の透すかしが施ほどこされた認識票の表面に、シティ・ニューデリーの徽き章しようと『使節団』の文字が光る。ヒンズー教の神を象かたどった徽章の下には、読み方も今いち分からないニューデリー系の偽ぎ名めいがでかでかと印刷されている。

　落ち着かない気分で息を吐き、背後の船、ニューデリー自治軍の輸ゆ送そう艦かんを振り返る。

　エスカレーター式のタラップからさらに二人ふたり、こっちと同じくフードで顔を隠した人ひと影かげが下りてくる。

「あら、似合うじゃない」

　人影のひとつがこっちに駆かけ寄り、少女の声でからかうような言葉を口にする。「うっせー」とそっぽを向くと、黒い外がい套とう姿の少女がくすくすと笑う。

　細い指が、フードの裾すそを少しだけ持ち上げる。

　大人おとなっぽ過ぎて少女には似合わないサングラスが、いかにも楽しそうにこっちを見上げる。

「おいおい、ちゃんと顔隠してないとやべーだろ」

「大丈夫よ。この位置関係なら警けい備び兵へいの人も監かん視しカメラも、誰だれからも見えないから」

　そう言って少女──クレアが胸を張る。

　と。

「お前達、遊びではないぞ」

　背後から声を投げる、フードをかぶった三人目の人影。

　黒衣の騎き士し、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちはヘイズの反対側、クレアを挟む位置に立ち、

「俺おれ達は半年前の一件で、『世界再生機き構こう』としてシンガポールでは顔を知られている。十分に注意しろ」

「う、分かってるわよ」

「そーだ、もっと言ってやれ旦だん那な」

「お前もだ、ヘイズ」

　男が指さす先に視し線せんを向け、ヘイズは「あー」と頭をかく。せめてこれだけは、というこだわりで外套の襟えり元もとにつけておいた真しん紅くのピンバッジを渋しぶ々しぶ外はずす。

「ようこそ、シンガポールへ」

　そんな三人に投げられる、声。

　シンガポール自治軍の略礼服に身を包んだ士官が恭うやうやしい態度でこちらに歩み寄り、

「早さつ速そくですが、認にん識しき票ひようの提示をお願ねがい出来ますでしょうか」

「あー、そうだったな。悪わりぃ」

　士官が差し出す小さな機械に認識票の偽名を示す。祐一とクレアが順にそれに倣ならう。

「確かく認にんしました」

　手元の小さな立体映像ディスプレイに視線を落とし、うなずく士官。

　が、まだ少年と言っても差し支えない年とし頃ごろの士官はしばし逡しゆん巡じゆんし、

「その……念のために、お顔を拝見したいのですが」

「は？」

　思わず声を上げ、フードの下で他ほかの二人ふたりと顔を見合わせる。こういった他シティの使節に顔を隠した人員が同伴している場合は護ご衛えい役やくの魔ま法ほう士し、それも存在自体が国家機き密みつとなっている場合が多いので、不問とするのがシティ間の外交における慣かん例れいとなっている。

　もちろんそんな慣例がまかり通ったのは大戦前の平和な時代だけだと言われればそれまでだし、保安という面から考えれば正体不明の人物の顔は確かく認にんしておくに越した事は無い。が、今回の調ちよう印いん式しきは建前上は平和的なセレモニーという扱いになっているはずで、そうである以上、他シティの使節への対応も戦前のそれに準じたものとしなければ外交問題に発展する可能性すらある。

　とはいえ、目の前に居るのはかろうじて戦前生まれ、という年代の若い士官。その手の明文化されていない慣例に疎うとくとも仕方が無いと言えば仕方が無い。

　どうしたものかと顔をしかめ、もう少し話の通じそうな相手が近くを通りかからないものかとそれとなく視し線せんを巡らせ、

「──その三名は私の護衛です」

　唐とう突とつに、頭上から降ってくる声。

　振り返った視線の先、輸ゆ送そう艦かんのタラップの上で、略式の白しろ装しよう束ぞくをまとった褐かつ色しよくの肌の女性が涼やかな笑えみを浮かべる。

「詮せん索さくは無用です。彼らの身分は私が保証します」

　優ゆう雅がな所しよ作さでタラップを下り、ヘイズ達の前に辿たどり着く長い黒髪の女性。

「保証、と言われましても……」年若い士官は戸と惑まどった声を上げ「失礼ですが、あなたは」

　どなたで、と言いかけた声が止まる。

　士官は女性の顔とその胸に光る認にん識しき票ひようを何度も見比べ、いきなり直立不動の姿勢で最敬礼し、

「ル……ルジュナ・ジュレ主席執政官！」

「はい」

　微かすかな笑いを含んだ声が、答える。

　半年前の事件で主席執政官であった兄の跡を継ぎ、今や名実共ともにニューデリーの代表者となった女性は白装束をゆったりと翻ひるがえし、

「彼らの存在は、ニューデリーの国家機密です。貴官の行動は我わがシティに対する正式な情報開示要求という事になりますが、よろしいでしょうか」

「い、いえ、それは！」顔いっぱいに汗を浮かべた士官は必死の様よう子すで手元のディスプレイを凝ぎよう視しし、あ、と声を上げて「失礼ですが、そちらの方々の名前は今回の使節団の名めい簿ぼに含まれていないようなのですが！」

「保安のためです。いかに平和的な調印式の場とはいえ、我がシティと賢けん人じん会かい議ぎは因いん縁ねん浅からぬ間ですから」

　数日前にヘイズに頼まれて急きゆう遽きよ使節団の人選を変更した事など、おくびにも出さずに答えるルジュナ。

　兄を思わせる穏おだやかな笑え顔がおで士官を見つめ、

「もちろん、シンガポール自治政府に対しては、調ちよう印いん式しきのあとで正式に使節団の名めい簿ぼを修正させて頂きます。それで、いかがでしょう」

「しょ、少々お待ち下さい！」

　襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、おそらくは上官と小声でやり取りする士官。

　ややあってどこかほっとした様よう子すで息を吐き、

「……問題ありません。ようこそ、シンガポールへ」

「お手数をお掛けしました」

　優ゆう雅がな所作で会釈するルジュナ。

　こっちを振り返って士官からは見えない角度でうなずき、

「では、参りましょうか、皆さん」




　シンガポール自治政府に用意された滞在場所までは、フライヤーで二十分程掛かった。

　第二十階層南西地区。皮肉にも大戦前には他シティの大たい使し館かんとして利用されていた建物の一室で、ヘイズは祐ゆう一いち、クレア、それにルジュナと共ともにソファーテーブルを囲んだ。

「大丈夫。カメラとか盗とう聴ちよう器きとかの類たぐいは仕掛けられて無さそうね」

　額ひたいに指を当てて目を閉じていたクレアが、そう言って頭を覆おおうフードを外はずす。ヘイズは「よっしゃ」とうなずき、重苦しい外がい套とうを脱ぎ捨てる。

「あ、ちょっと！　ちゃんと畳みなさいよ！」

　同じく外套を脱いだクレアが、こっちがサイドテーブルに放り投げた外套を取り上げる。まったくもう、と二人ふたり分ぶんの外套を丁てい寧ねいに畳む少女を横目に、ヘイズは未いまだに外套を着込んだままの祐一を見やり、

「旦だん那なは良いのか？　それ脱がなくて」

「問題無い。慣なれている」

　フードを外しただけの格好でコーヒーをすする祐一。

　小さなテーブルにカップを置き、右手に座るルジュナに顔を向けて、

「ともかく、協力に感かん謝しやする。俺おれ達だけでどうやってシンガポールに潜せん入にゆうしたものか、思案していたところだ」

　会釈する祐一の隣となりで「そーだな」とうなずき、ヘイズもルジュナに向かってひらひら手を振る。クレアが、あんたねぇ、と顔をしかめ、ソファーから立ち上がってスカートの裾すそを整ととのえる。

　深々とお辞じ儀ぎする少女の姿に、何だかこそばゆい気分で頭をかく。

　コーヒーカップを取り上げ、黒い水面に映る自分の顔をまじまじと見つめる。

　……何つーか、妙な話になったもんだよな……

　思い返せば半年前の話。北ほつ極きよくの事件で図らずもシンガポールとロンドンから追われる身となったヘイズ達は、身を隠す場所を求めて南アジア、インド地方に向かった。シティ・ニューデリーに程近い飛ひ行こう艦かん艇ていの修理工房の町。そこに暮らすルジュナの母、サティ・ジュレに自分の船のメンテナンスを依頼し、そのついでという事で少しの間やっかいになる訳わけにはいかないだろうかと考えていたヘイズだったが、町に着いた三人を待っていたのは思いもかけない歓かん迎げいの言葉だった。

『部へ屋やは余ってるから好きなだけ泊まっていくと良いさね。──ま、その分はしっかり働いて貰もらうよ！』

　相変わらずのつなぎ姿でヘイズ達を出迎えたサティは、豪快な笑え顔がおでそう宣言するとクレアに食事の用意と掃除を指示し、自分はヘイズと祐ゆう一いちを工房に引きずっていった。なし崩しに工房の手て伝つだいをする事になった三人は、Hunter Pigeonの定期保守とサティに預けたままになっていたクレアの船『FA-307』の修復作業、ついでに日常の家事一切を手伝う事になった。

　それでも当初は数日程で旅立つ予定だったヘイズ達だが、サティを介してルジュナに来訪が伝わった事で事態は思わぬ方向に進んだ。ヘイズを問いつめて北極事件の裏事情を知ったルジュナが、「賢けん人じん会かい議ぎの動きに対する備え」という名目で三人と手を組みたいと言い出したのだ。

　もちろんニューデリー自治政府がヘイズ達を公式に雇やとえばシティ間の外交問題どころの話では無いから、関係はルジュナ個人との内密のもの。

　以来半年、三人はサティの家で工房の手伝いとして過ごしつつ、ルジュナを介してもたらされるニューデリー自治軍情報部の調ちよう査さ結果に基づいて賢人会議の動きを探る事になった。

　その結果分かった事は、賢人会議の動きには彼かの組そ織しきが主張している「シティからの魔ま法ほう士しの解放」という目的とは乖かい離りした、奇妙な意志が見えるという事だった。六つのシティと賢人会議の間に意図的な戦力の均きん衡こうが形成されつつある──いずれのシティの上層部も把は握あくしていない、おそらくは魔法士達でさえも気付いていないその目的にヘイズ達が気付いたのは、ひとえに、賢人会議の参さん謀ぼう「天あま樹ぎ真ま昼ひる」に直接接触した経けい験けんがあったればこそ、と言えた。

　どうすべきかと話し合う三人のもとにシンガポールで調印式が行われるという知らせが飛び込んだのは二日前。秘ひ匿とく回かい線せんを介して届けられたルジュナのメッセージには既すでに使節団にヘイズ達を紛まぎれ込ませる段取りがついているという旨むねと共ともに、シンガポール到着までのスケジュールと迎えのフライヤーの到着時刻が記されていた。

　もちろん、断る理由などどこにも無い。

　かくして「ルジュナ・ジュレ執政官の私的な護ご衛えい」という隠かくれ蓑みのを得た三人は、調印式を一日後に控えた今日きよう、ここシティ・シンガポールに居るのだった。

「礼には及びません。こちらこそ、皆さんの力をお借りします」

　そんな三人にぐるりと視線を巡らせ、ルジュナはコーヒーカップを口に運ぶ。

　と、白衣の執政官はテーブルの左端、黒くろ尽ずくめの騎き士しの上で視線を止め、

「そういえば、こうして顔を合わせるのは初めてでしたね」カップをテーブルに置き、穏おだやかな顔を男に向け「改めて初めまして、黒くろ沢さわ少佐。お噂うわさは、大戦中に兄から幾度と無く」
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　……あー……

　そうだったか、とヘイズは内心でうなずく。ここ半年ルジュナと協力してきた三人だが、何しろ相手は一国の代表者。直接顔を合わせるのはもちろんリアルタイムで通信を行うのも避けたいという事で、連絡はルジュナと母のサティとの間で交わされるメールに暗号として紛れ込ませる形を取っていた。

　ヘイズはそれでもルジュナとは古い知り合いだし、クレアもニューデリーの一件で面めん識しきがあると言えなくも無いが、祐ゆう一いちが全くの初対面であってもおかしい事は何も無い。

　シンガポールまでの短い旅程の間もルジュナの子飼いの部下という数名の軍人から今後の日程や自分達の身分に関するブリーフィングを受けるだけでぎりぎりだったから、祐一がこの女性と顔を合わせたのは、先程のポートでの一件が本当に初めてという事になる。

「こちらこそ初めてお目にかかる、ルジュナ・ジュレ執政官」

　そんな事を考えるヘイズの前で、うなずく祐一。

　ソファーの上で居住まいを正し、どこか遠い目をして、

「あなたの兄上とは戦場で幾度か剣を交えた。と言っても、俺おれは戦せん闘とう要員で向こうは前ぜん線せん指揮官。一対一の戦いでは上う手まく逃げられ、作戦では完敗し、良いようにあしらわれていたというのが正直なところだったが」

「兄が聞いたら苦笑します」ルジュナは少しだけ視し線せんをうつむかせ「『紅ぐ蓮れんの魔ま女じよ』と『黒衣の騎き士し』が出てくると計算が合わなくなって困る、もう少し楽に勝たせてくれないものか──と、大戦中は事あるごとにぼやいていましたから」

「恐きよう縮しゆくな話だ」

「お互い様、という事です」

　小さく笑うルジュナに、祐ゆう一いちも微かすかに表情を緩ゆるめる。

「あー、そういや、ババァから伝言頼まれてんぞ」そんな二人ふたりを見つめ、ヘイズは急に思い出して「おやじさんの墓の隣となりにアニルのおっさんの墓も作ったから、暇ひまな時に花持って来い、ってよ。……どうしても、ってんなら一晩くらいは泊めてやるって」

　まあ、とルジュナは目を丸くし、

「珍しい事もあるものです。どういう風の吹き回しでしょう」冗じよう談だんめかして呟つぶやき、一同をぐるりと見回して「あるいは皆さんのおかげかも知れませんね。半年間、母の話相手をありがとうございました。母も気が紛まぎれた事でしょう」

「いや、まあ、居い候そうろうさせて貰もらってたのはこっちの方だしよ」

　何と無しに頬ほおをかき、なあ、と他ほかの二人ふたりに同意を求める。

　が、ルジュナは「いえいえ」と静かに首を振り、

「この半年、母から届くメールは皆さんの話ばかりでしたよ。特にクレアさん。随ずい分ぶん、母に良くして下さったそうですね」

「へ？　あ、あたしですか？」

　サングラスを外はずした両目にいつもの眼帯を巻いていたクレアが、その目を丸くする。

　ルジュナは、はい、とうなずき、少女に向き直って、

「どうも母はクレアさんがいたく気に入った様よう子すで、メールにも度たび々たびお名前が」テーブルの上で両手を組み、わざとらしいため息を吐ついて「最近では『料理も掃除も気配りも完かん璧ぺき。あれは良い嫁よめになる。お前も見習え』と。どうも、クレアさんを見ているうちに不出来な娘の将来が心配になったようで」

「え、そ、そんな……」

　慌あわてた拍子に眼帯を取り落とすクレアの姿に、ルジュナがくすくすと笑う。

　ヘイズもつられて笑い声を上げ、ふと視線をルジュナに向けて、

「変わったな……あんた」

　そんな言葉を呟く。ニューデリーの事件で追いつめられていた時はもちろんだが、今のルジュナが人に与える印象は六年前に初めて会った時とも随ずい分ぶんと異なっている。

　角が取れた、とでも言えばいいのだろうか。常に身に纏まとっていた張りつめたような緊きん張ちよう感かんは消え失うせ、静かな笑えみにはどこか人を安心させるような、余裕めいた雰囲気が漂っている。

　その柔らかな空気は、先代の主席執政官──ヘイズもルジュナもよく知る一人ひとりの男を思い出させる。

「兄にいさんの真ま似ね事ごとです」そんな思考が伝わったのか、ルジュナは穏おだやかにうなずき「一国の指し導どう者しやはただ有能で誤り無く市民を導みちびくだけではいけない。常に余裕を持って人々の不安を取り除き、皆の心の柱で在らねばならない。……今さらながらに、あの人の偉大さを痛感しているところです」

　マザーコアの交換から半年、政治的な混乱の極みにあったニューデリーを見事に纏まとめ上げた今代の主席執政官は、そう言って束つかの間ま、目を閉じる。

　数秒。

　ルジュナは「さて」と目を開け、ひとつ手を叩たたき、

「休きゆう憩けいはここまで。さっそく行動開始と参りましょう」

　そう言って携けい帯たい端末を取り出す主席執政官に、他ほかの全員がうなずく。

　テーブルの上に映し出される立体映像ディスプレイにまず祐ゆう一いちが手を伸ばし、

「必要なのは賢けん人じん会かい議ぎの駐ちゆう留りゆう先さきと真ま昼ひるの居場所の特定、そこまでの侵入ルートの確かく保ほか」

「それに、市街地の視察ですね」祐一が操そう作さするディスプレイにルジュナが裏側から手を伸ばし「賢人会議の動きが活発化して以来、各シティで魔ま法ほう士しに対する風当たりが強まっています。魔法士擁よう護ご政策を掲かかげる我わがニューデリーでも問題が表面化するレベルなのですから、ここシンガポールではその比では無いでしょう。今回の同盟に対して市民感情がどの程度悪化しているか、正確に把は握あくしておく必要があります」

「そっちは使節団の正規の面子めんつに任せた方が良いんじゃねーか？」と、ヘイズは口を挟み「視察だけなら危険もねーだろうし、シティ隅すみ々ずみまで見て回るんなら数が居た方が……」

「そうしたいのは山々なのですけれどね」とルジュナはため息を吐つき「シンガポール自治政府も他国に余計な物は見せたく無いようで、十九階層以下の市街地に通じるバイパス道は通して頂けないそうです。もちろん手が無い訳わけではありませんが、そこまで無理をして正規のメンバーを動かすよりは皆さんにお願ねがいした方が」

　確たしかに、とようやく眼帯を巻き終えたクレアがうなずき、

「賢人会議の方はあたしの担当かな。情報防ぼう壁へききつそうだけどやってみます、専門分野だし。市街地の視察は……やっぱりシティに住んだ事がある人が適任？」

「だろうな」と祐一がソファーから立ち上がり「俺おれが行こう。幸い、シンガポールには戦前に何度か来た事がある」

「お願いします」ルジュナはうなずき、視し線せんをこっちに向けて「それと、ヘイズには私と一緒に少し出かけて貰います」

「おっしゃ」ようやく話が回ってきた事に勢い込んでヘイズはテーブルに身を乗り出し「……って、出かけるってどこにだ？」

「第二十階層北東第四ポート。一時間後に、賢けん人じん会かい議ぎが到着します」

　事も無げに答えるルジュナ。

　動きを止める一同に柔らかな笑えみを向け、

「ニューデリー以来、半年ぶりの再会です。ご挨あい拶さつと参りましょう」
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　シティ・シンガポールへの接近を知らせる機き械かい合成の声が、天てん井じようのスピーカーから響ひびいた。

　到着まであと三〇分。行動開始の準備を促うながすスピーカーをしばし見上げ、真ま昼ひるはその視し線せんをテーブルの向かいの男に向けた。

「飛行艦かん艇ていの貸たい与よ、感かん謝しやします。フェイ議ぎ員いん」

　シンガポール空軍所属、一五〇メートル級巡洋艦『ヴァルナ９』。今回の調ちよう印いん式しきのために賢人会議に貸与された船の貴き賓ひん室しつで、真昼は完かん璧ぺきなスーツ姿の男とテーブルを囲む。二人ふたりの間には無数の立体映像ディスプレイが折り重なって浮かび上がり、調印式に関する様さま々ざまなデータを映し出している。

　ディスプレイのひとつに表示される現在位置は、インド洋よう上。

　賢人会議の使節団、魔ま法ほう士し八〇〇人を乗せた輸ゆ送そう艦かんは二時間前にアフリカ海かいの本拠地を出発し、洋上でシンガポール側の代表であるフェイ議員と合流。現在、低速巡航でシンガポールに向けた旅の途上にある。

「旧式の巡洋艦一隻せき、礼には及ばぬ」全権大使の徽き章しようを胸に付けた男は静かに首を振り「フライヤーに大挙して乗り付けられてはポートの管制システムが麻ま痺ひしてしまうし、第一、シティと同盟を結ぼうという組そ織しきに船のひとつも無いのでは格好が付くまい」

「それでも、です」真昼は小さく笑い、カップにコーヒーを注いでフェイに差し出し「こういった大きな物資の調達は、今後も賢人会議にとって頭の痛い問題になります。フェイ議員にはいずれまた、便べん宜ぎを図って頂く事になるかと」

「それも貸しにしておこう。君に対する貸しが増えるというのは何とも心強いものだな」

　ほんのわずかな笑みを浮かべて冗じよう談だんめいた言葉を口にするフェイ。

　と、男は急に何かを思い出した様よう子すでスーツの裏側に手を差し入れ、

「約束していた試作品だ。研究部から預かってきた」

　おや、と真昼は少し驚おどろき、ともかく手を伸ばして、

「ありがとうございます。……シンガポールに着いてからかと思っていたんですが」

「一分一秒でも早く渡して欲しいと頼まれている。自信作のようだな」

　なる程、とうなずき、手のひら程の大きさの小さな箱を目の前に置く。

　技術協力の一いつ環かんとしてシンガポールの研究部に制作を依頼していた、『悪魔使い』専用の戦せん闘とうデバイス。

　黒い箱の蓋ふたをそっと開き、中に収められた銀ぎん色いろの物体を取り出してライトの光にかざす。

「見た目は問題無し、と……」

　独り言のように呟つぶやきつつ携けい帯たい端末を取り出し、検査用の端子を銀色の物体に繋つなげる。立体映像ディスプレイに映し出されるデータに素す早ばやく視し線せんを巡らせ、真ま昼ひるは大きくうなずき、

「完かん璧ぺきです。これなら、すぐにでも実戦投入出来る」

「何よりだ」フェイは息を吐き、小さな銀色の物体を横目に「それで、そのデバイスの使用予定者はどこに？」

「落ち着かないので艦かん内ないを見回ると言っていました。たぶん居住区画の辺あたりかと」最後に見たサクラの顔を思い出して真昼は頬ほおをかき「ガチガチに緊きん張ちようしてましたからね。シンガポールに着くまでに少しでもリラックスして貰もらわないと」

　ほう、とフェイは珍しく目を丸くし、

「意外だな。放送で見たニューデリーでの会かい議ぎの映像では、随ずい分ぶんふてぶてしい態度だったと記き憶おくしているが」

「あの時は勝手に乗り込んで行くだけのテロリストの延長みたいな立場でしたからね。今回とは話が違います」真昼は苦笑し「シティから正式に招待を受けて、しかも組そ織しきの代表として式典に参加するなんて初めての事でしょうからね」

「ボロを出さぬよう、せいぜい努力して貰うとしよう」

　呟くフェイの口元に、底意地の悪い笑えみが浮かぶ。

　が、男はすぐに表情を改め、鋭するどい視し線せんをこっちに向けて、

「それで？　そろそろ、今日きようの本当の用件を聞かせて貰いたいのだが」

　あれ、と真昼は笑い、

「お気付きでしたか」

「シンガポールで出迎える予定だった私を内密にこの海の上まで呼び付けたのだ。茶飲み話が目的という事はあるまい」そう言って、フェイはわずかに声を潜ひそめ「何か、問題が？」

「問題、という訳わけでも無いんですが」

　答えて、真昼は息を吐く。

　どこから切り出したものかとしばし迷い、ともかく携帯端末を操そう作さして、

「今回の調ちよう印いん式しきの前に、どうしてもフェイ議員にお見せしておきたいものがありまして」

「見せたいもの？」

「アルフレッド・ウィッテンの最後の研究」単刀直入に答え、男が勘かん違ちがいしないように付け加える。「『魔ま法ほう士しの能力を遺い伝でんさせる方法』ではありません。ウィッテンがその研究のあとに行った、本当の『最後の研究』です」

「最後の研究……」

　オウム返しに呟つぶやくフェイ。

　数秒──

　ようやく言葉の重大性を飲み込めたらしい男は目を見開き、

「何だ、それは！」珍しく取り乱した様よう子すでテーブルに身を乗り出し「ウィッテンの本当の、最後の研究だと？　そんなものがいったいどこに──」

「北ほつ極きよく衛えい星せいで見つかった遺い書しよの中に、暗号化されて隠されていました」真ま昼ひるはディスプレイを何度か操そう作さしてひとつのファイルを呼び出し「存在を知っているのは今のところ僕一人ひとり。あの衛星に送られた五人も、他ほかの誰だれも、気付いてはいません」

　タッチパネルを素す早ばやく叩たたき、二五六桁けたのパスコードを打ち込む。

　目の前に現れた小さなディスプレイを指の動きでフェイに向け、

「ご覧らん下さい。彼の最後の研究──『雲を除去する方法』です」

　何、と息を呑のんだフェイが、食い入るようにディスプレイを見つめる。

　これは、という小さな呟き。

　読み進める男の顔──機き械かいに人工皮ひ膚ふを貼はり付けただけのはずの表情に乏とぼしい顔が、見る見るうちに困こん惑わくに歪ゆがんでいく。

「何だ……これは……」かろうじて絞り出されたフェイの声がすぐに怒ど気きを孕はらみ「天あま樹ぎ真昼──！　これは、これはいったい……」

「見ての通りです」

　テーブルに頬ほお杖づえを突き、真昼はため息を吐き出す。

　半年前にウィッテンの遺書を解読して得た研究資料──その一部始終を映し出したディスプレイを見上げ、

「僕なりに検証してみましたが、理り論ろんは完かん璧ぺきです。確たしかにこの方法なら、世界を覆おおう雲を全すべて除去し、人類が直面している困こん難なんを全て解決する事が出来る。……ですが、その代だい償しようは」

「大き過ぎる……それも、これ以上無い程な」

　握りしめられたフェイの拳こぶしが、小刻みに震ふるえる。

　大きな深呼吸の音。

　フェイは椅い子すの上で背筋を伸ばし、スーツの襟えり元もとを整ととのえ、

「失礼した」どうにか普ふ段だん通りの落ち着いた態度を取り戻し、ディスプレイを指で弾はじいてこっちに押し戻し「話は理解した。……それで、君はこれをどうするつもりか？」

「最初はすぐにでも処分してしまおうと思ったのですけどね」真昼はポケットからデータディスクを取り出して端末に差し入れ「だけど、本人も遺書に書き残している通りこれは途方も無い可能性を秘めた技術の塊かたまりです。このままの形で利用する事は有り得ないにしても、理論を解析しシステムを改修する事で画期的な応用に繋つながる可能性がある。……残念ながら、現状ではこの論文を世界中に公表して、シティに対して研究を促うながすという訳わけにはいきませんが」

「当然だ」とうなずくフェイ。「賢けん人じん会かい議ぎがシティからの魔ま法ほう士しの解放を謳うたっている現状で、この理論の存在は危険過ぎる。同盟どころか、シティと賢人会議、いや人類と魔法士の全面戦争を誘発する事にもなりかねん。少なくとも賢人会議が平和的な組そ織しきへの転向を完了するまで、この研究の存在は秘ひ匿とくされねばならない」

　そう言って、フェイは口元に手を当て、考える素振りを見せる。

　ややあって「なる程」とうなずき、こっちを見つめて、

「近い将来……世界にこの研究を受け入れるだけの土ど壌じようが整ととのった時に備えて、私に地ならしをしておけと？」

「シンガポールだけではなく全すべてのシティにそれとなく情報を流出させ、部分的な研究を進めて頂ければと思います。もちろん、全体像は誰だれにも分からない形で」真ま昼ひるはデータのコピーを終えたディスクを抜き取り、フェイに差し出して「こういう内容ですから、賢人会議を動かすのはリスクが高過ぎます。出来ればサクラにも他ほかのメンバーにも研究の存在自体を伏せたまま、最終的にはシティ側で独自に生み出された技術という形にしたいと考えています」

「承知した」

　うなずき、ディスクを受け取るフェイ。

　と、唐とう突とつにアラーム音が響ひびき、テーブルの上に浮かぶディスプレイのひとつに通信画面が開く。

『真昼、そこに居たか』

「やあサクラ、どうかした？」

　半透明な画面に映し出される黒髪の少女の姿に、笑え顔がおで応じる。

『どうもこうも、到着前に最後のブリーフィングを行うと言ったのは貴方あなただろうが』サクラは少し呆あきれた顔で腰に手を当て、ふと首を傾かしげて『応接室、という事はフェイ議員もそこに？』

「もちろん」

　通信画面を指で弾はじき、フェイの方に向ける。スーツ姿の男と少女が、ディスプレイ越しにまっすぐ向かい合う形になる。

『な……』

　たちまち嫌けん悪おの表情を浮かべそうになるサクラの顔。

　が、それを形にする寸前で踏ふみ止とどまった少女は口元に静かな笑えみを浮かべ、

『ご無ぶ沙さ汰たしている、フェイ・ウィリアムズ・ウォン全権大使。半年前に続いて、今回もまた世話になる』

「こちらこそよろしく頼む、代表殿」無表情に応じるフェイ。「シンガポールに滞在中の一切は私に一任されている。何か問題があれば遠えん慮りよ無く申し出て頂きたい」

『感かん謝しやする、フェイ全権大使』サクラは会釈し『私はシティで暮らした経けい験けんも無く、自治政府の公的な席での作法にも疎うとい。ご苦労をお掛けすると思うが、よろしく頼む』

　では、と一礼して、少女の姿が消える。

　白い背景だけになったディスプレをしばし眺め、フェイは、ふむ、とうなずき、

「四十五点、といったところか」

「厳きびしいですね」

「最初の躊ちゆう躇ちよが無ければあと十点はやれたのだがな」言って、フェイは腕組みし「が……そうだな。参さん謀ぼう殿の言う通り、確たしかに幾らか成長が見られる」

「それはもう。何しろ我わが組そ織しきのリーダーですから」

　口元に笑えみが浮かぶのを抑えられずに、真ま昼ひるはうなずく。

　椅い子すから立ち上がり、ひとつ手を叩たたいて、

「では行きましょう。……全員を集めてのブリーフィングですから、出来ればフェイ議ぎ員いんにも顔ぐらいは見せて貰もらえれば」
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　公営放送の中継映像が、二十階層の軍事区画の様よう子すを捉とらえた。

　真っ黒な軍用フライヤーが飛び交う薄うす闇やみの街が、立体映像ディスプレイに大映しになった。

　カメラの映像は二十階層の中央を走る大通りのひとつに沿ってゆっくりと移動し、北東区画、軍用ポート前の広場に焦しよう点てんを合わせる。強化コンクリートで覆おおわれた灰はい色いろの広場はシティ・シンガポールのシンボルマークが描かれた旗や横断幕まくで飾り立てられ、厳いかめしい軍服を纏まとった兵士達が整せい然ぜんと列を成している。

　イヤホン越しに響ひびくリポーターの声が、賢けん人じん会かい議ぎの到着が間近に迫った事を知らせる。

　憂ゆう鬱うつな気持ちでその言葉を聞き流し、手のひらに隠したディスプレイをじっと見つめ、

「……や……沙さ耶やってば！」

　いきなり、耳元で声。

　びっくりして顔を上げ、慌あわてて周囲を見回す。

「え？　な、何？」

　簡かん素そな机と椅子が整然と並ぶ教室。その一番左後ろの席に自分は座っている。市民用の集会所の一室を間借りして作られた教室の正面には大きな立体映像の黒板が浮かび、今日きようの授業の内容が通常のテキストと手書きの文字を織おり交ぜて表示されている。

　目の前には茶ちや色いろの髪をゴムで束ねたいかにもシンガポール人らしい顔つきの少女。四十人程入る教室には自分とその子以外に人の姿は無く、天てん井じようのライトも半分以上が既すでに消されてしまっている。

「あれ？　授業は？」

「お昼まででおしまい。今け朝さ、先生が言ってたでしょ？」目の前の少女がこっちの顔を覗のぞき込み「今日きようと明日あしたは大変な事になるかも知れないから、早く帰って家で大人おとなしくしてるようにって。……もしかして、それも聞いてなかった？」

　無言でうなずくと、少女が呆あきれたように額ひたいに手を当てて天てん井じようを仰あおぐ。

　ほらほら、とこっちを促うながして強引に立たせ、机の上を片付けてカバンを差し出し、

「孤児院の他ほかの子達もとっくに帰っちゃったし。沙さ耶やも早く戻らないと、シスターに怒られるんじゃないの」

　沙耶──それが自分、このシンガポールでおそらく唯一の元神こう戸べ市民である自分の名前。

「そうだね……ありがと」この教室では比較的親しい友人である少女の言葉にうなずき、カバンを受け取って「じゃ、急いで帰るね」

「うん。わたしは、パパが上の階でまだ会かい議ぎやってるから」

　市民団体の幹部の娘である少女はそう言って、バイバイと手を振る。そんな少女に手を振り返し、教室代わりの会議室を小走りに飛び出す。

　エネルギー節約のために動かないエレベータの前を通り過ぎ、階段で一階に下りる。

　エントランスの壁かべに埋め込まれた鏡かがみの前で立ち止まり、ほつれてしまった前髪を整ととのえる。

　ありふれたシャツとスカートに、コートを羽は織おった女の子の姿がそこにはある。シンガポールでは珍しい、いかにも日本人らしい十一歳の顔。一年半前の神戸崩ほう壊かいで住む場所を失い、流れ流れてこのシンガポールで暮らす自分が、確たしかに神戸市民だった事を証明してくれるたぶん唯一のもの。

　この街で暮らし始めてもう一年と三ヶ月。おとうさんが死んでからはまだ九ヶ月。

　集会所に開かれた学校と孤児院を行き来する日々には、少しも慣なれない。

「……帰ろ」

　集会所の自動ドアをくぐり、通りに出た所で息を吐く。

　手のひらサイズの携けい帯たい端末を取り出し、もう一度、公営放送を呼び出す。

　ポートの中継映像はいつの間にかどこかの会議室みたいな場所に切り替わり、公営放送のアナウンサーが政府の偉い人達と真ま面じ目めな顔で何かを話し合っている。

　画面の下には立体映像のテロップで「賢けん人じん会かい議ぎとの同盟とシンガポールの今後について」と表示されている。アナウンサーが繰くり出す質問に、政府の人達は笑え顔がおで答える。

　──はい、確たしかに数字だけを見れば市民生活への悪あく影えい響きようが懸け念ねんされるかと思います。ですが、もっと総合的に、軍事面や他国との関係まで考こう慮りよに入れますと、これは我わがシンガポールにとって大きなプラスになるだろうと私どもは──

　ディスプレイを消去し、息を吐く。

　孤児院に向かう通りを、歩き出す。

　最近はいつでもあんな感じ。自治政府が賢人会議との同盟を発表して以来、公営放送では毎日のように特別番組が放送され、いろんな立場の人が今回の同盟の是非、と言うより、主おもに「魔ま法ほう士しのためにシティの機き能のうを削減する事の是非」について話し合っている。

　そして、その空気は街にも確かく実じつに広まっている。

　市民団体の人達は集会所の一室を借り切って来る日も来る日も今後の方針を話し合い、「同盟反対」を叫んで街を練り歩くデモ隊の姿も、それを邪魔しようとする別な立場の団体の人達の姿も、度たび々たび見かけるようになった。

　同盟反対のデモに参加するのはだいたい若い人達で、孤児院の神父さまによると「光耀クアンユーによる統治時代を知らない人」なのだという。一方で、大声で同盟賛さん成せいを訴える人達はシティでも古参の、大戦前からずっとシンガポールで暮らしている人が多い。

　どちらでも無い大多数の人達の態度は「消極的な賛成」。大戦よりずっと前からシンガポールで暮らしているというお爺じいさんの神父さまは賢けん人じん会かい議ぎとの同盟には納得のいかないところもあると言うが、それでも「光耀の計算結果なら間違いは無いはず」と笑っていた。

　他ほかのお年寄りに訊きいてもみんな似たような感じ。大戦前からシンガポールに住んでいる人達は口を揃そろえて「光耀に任せておけばいい」と言う。

　自分には良く分からない。

　今回の同盟が良い事なのか、そのためにシティの機能を削るのが良い事なのか、そんな大事な事を「コンピュータが予測した結果だから」の一言で済ませてしまって良いのか──小さな自分の頭には難むずかしい事だらけで、幾ら考えてもちっとも分からない。

　賢人会議という組そ織しきの事は、海かい賊ぞく放送の演説や公営放送のニュースで何度か見て知っている。マザーシステムの廃絶を訴えてシティと戦う魔法士の集団。最初に現れたのは九ヶ月前で、世界中の通信システムを乗っ取った賢人会議はシティが魔法士の脳を核にして動いている事、そのためにシティの研究施設で魔法士が作られ殺されている事を説明し、自分達は魔法士を助けるためにシティと戦うと宣言した。

　マザーシステムの正体を知らなかったシンガポールの人達はみんな驚おどろき、同級生の子達の中には泣き出す子も居た。神こう戸べの研究者だったおとうさんにその辺の話を聞いていた自分はあまり驚かなかったけど、ディスプレイの向こうで胸を張る魔法士のお姉ねえさんの姿に、大変な事になったな、とぼんやり考えていた。

　が、そんな自分も、ニューデリーの放送を見た時には本当にびっくりした。

　シティの寿命があと三十年だという話を聞いた夜は、胸が痛くて上う手まく眠れなかった。

　三十年後。自分にとっては気が遠くなる程遠いそんな未来の話を、がんばって想像してみる。その時の自分は四十一歳──おとうさんが死んだのと同じ歳とし。もしかすると結婚とかしているかも知れない。今の自分と同じくらいの子だって居るかも知れない。

　そんな時に、シティが無くなる。

　それがどういう意味を持つのか、自分はよく知っている。

　数え切れない程の人が住む場所を失い、あの吹雪ふぶきの中に放り出される。自分の時とは違って大きな崩ほう壊かいは起こらないかも知れないが、それなら難なん民みんになる人の数は自分の時とは比べものにならないだろう。お年寄りや小さな子、それに身体からだが弱い人もたぶん助からない。上う手まく生き残った人達だって、シティが無くなってしまえばどうなるか分からない。

　そんな未来まで、あと三十年。

　なのに大人おとなは、誰だれもその話をしない。

　大人達が話すのは目先に迫った賢けん人じん会かい議ぎとの同盟の話、それも「マザーシステムの機き能のう削減で生活がどうなるか」という話ばかりで、その先の事については誰だれも、一言も触れようとはしない。

　もしかすると大人の人達も怖いのかも知れない。マザーシステムの事とかシティの寿命の事とか、知らなかった事をいっぺんにいろいろ言われてしかも自分達の住む街が近い将来無くなってしまうと聞かされて、大人だって困っているのかも知れない。

　憂ゆう鬱うつな気持ちで角を曲がり、フライヤーの行き交う大きな通りに突き当たる。

　と。

「──貴様、もう一度言ってみろ！」

　いきなり大きな声が耳に飛び込んできて、びっくりして立ち止まる。とっさに振り返った道の反対側、レンガ色のタイルが敷しき詰められた広場の大きな木の下に人だかりを発見する。

　こわごわと歩み寄り、一番後ろから様よう子すをうかがう。

　どうやら大声を出しているのは人だかりの真ん中で睨にらみ合っている数人で、他ほかの人達は騒さわぎを聞きつけて集まってきた野や次じ馬うまらしいとすぐに気付く。

「何度でも言ってやるわよ！　あんた達みたいに何でも光耀クアンユー、光耀言ってる連中がこのシティをダメにしてるの！　魔ま法ほう士しとの同盟？　冗じよう談だんじゃないわよ！」

「俺おれがいつ光耀の話をした！」小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす女の人に、男の人は眉まゆをつり上げ「今回の同盟は将来的に我わがシティの国益に繋つながる。上手く行けばシンガポールは他の五つのシティに対して大きな優ゆう位いを築きずく事になる。それを、貴様らは目先の食料がどうの暮らしがどうのと！」

　周囲の野次馬達の間から、そうだそうだ、と野次が飛ぶ。

　別な幾人かが反対の声を上げ、そこかしこで小声の口こう論ろんが始まる。

「その国益も、光耀の予測があればこそでしょうが！」女の人も負けずに拳こぶしを握りしめ「あんた達だって目先の食料が無きゃ生きていけないのよ？　国益だの何だのお題目並べても、それであたし達の生活が苦しくなったら意味が無いでしょうが！」

　先程とは別な野次馬の一団が、口々に賛さん同どうの声を上げる。周囲の幾人かがその集団を睨み付け、広場に集まった人々全体に険悪な空気が広がっていく。

　怖くなって回れ右する。

　闇やみ雲くもに駆かけ出した身体が、誰かに勢いよくぶつかる。

「ごめんなさい！」

　慌あわてて一歩後あと退ずさり、勢い良く頭を下げる。顔を上げてようやく自分がぶつかった相手を確かく認にんする。

　ミラーシェードで顔を隠して黒いロングコートを着込んだ、黒くろ尽ずくめの男の人。

　その姿をどこかで見た事がある気がして頭の中で首を傾かしげ、

「……あ……」

　記き憶おくの線せんが一気に繋つながる。

　あれは神こう戸べが崩ほう壊かいする数日前。

　猫のトラを連れて散歩に行った公園で偶ぐう然ぜん出会って──

「君は……確たしか神戸で」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく男の人の声に、思考が止まる。

　やっぱり、あの時の、あのお兄にいさん。

　このシンガポールに、自分以外にも神戸の人が居た。

「お、おい……」

　慌てたようなお兄さんの声で、ようやく自分が泣いているのに気付く。溢あふれてくる涙が止められずに両手で何度も目をこする。ぐずっと鼻を啜すする。訳わけの分からない嗚お咽えつが、喉のどの奥から漏れる。

　うつむいた拍子に、涙が一滴こぼれる。

　小さな水滴はレンガ色のタイルに跳はねて、丸い染みを残した。




　手渡された紅茶のカップから、ほわりと湯気が立ち上った。

　広場を離はなれて辿たどり着いた小さな公園。くたびれて塗装が剥はげたベンチにお兄さんと並んで座り、風に揺れる並木をぼんやりと眺めた。

「そうか……お父とうさんがシンガポールの市民権を」

　お兄さんの言葉にこくんとうなずき、カップに口を付ける。甘い香りのお茶を一口飲み、小さく白い息を吐いて、

「でも、そのおとうさんも病気で死んじゃって、今はこの近くの孤児院に」

　お兄さんは、そうか、とうなずき、ミラーシェードを外はずす。静かにカップを口に運ぶその横顔を見つめ、ふと首を傾げて、

「お兄さんは、こんな所で何をしてるの？」

　一年半前に一度会っただけだけど、この人は確かシティ・神戸の軍人さんだったはずだ。

　あるいは、この人も自分と同じようにシンガポール市民として暮らしているのではないか、という淡あわい期待。

　その考えが顔に出たのか、お兄さんは「いや」と首を振り、

「今はシティ・ニューデリーに属している。これが認にん識しき票ひようだ」

　と取り出すカードには、どう見ても神こう戸べ市民とは思えない、読み方も良く分からない名前。

「えっと……ス、スリジャー？……ナラヤ……」

「偽ぎ名めいだ。日本系の名前のままでは、何かと暮らしが不便でな」そう言ってお兄にいさんは顔をしかめ「実を言うと、俺おれにも未いまだに正しい読み方が分からん」

「ほんとに？」

　ああ、とうなずくお兄さんの顔が本当に困っているみたいで、少し笑う。

　紅茶のカップに視し線せんを落とし、揺れる水面をじっと見つめて、

「ニューデリーって事は、お兄さんも調ちよう印いん式しきを見に来たの？」

「知っているのか」

「うん。公営放送のニュースで毎日やってるから」紅茶を一息に飲み干し、第十八階層の鉛なまり色いろの天てん井じようを見上げて「他ほかのシティにも招待状を配ってて、偉い人がいっぱい来るって。……大人おとなの人達も、友達も、最近はみんなその話ばっかりしてる」

　孤児院や学校での会話や、街で立ち聞きする大人達の噂うわさ話ばなしを思い出す。

　お兄さんは、そうか、とうなずき、

「それで、みんなの意見は？」

「意見、って？」

　何を訊きかれているのか分からずに問い返す。

「そうだな……」お兄さんは腕組みして少し目を閉じ「例えば今回のシンガポールと賢けん人じん会かい議ぎの同盟について、シンガポール市民の人達は賛さん成せいなのか、反対なのか。君の友達や身近な大人の話で良いから聞かせて欲しい」

「半々、ぐらいかな」少し考え、答える。「シンガポールの力が強くなるから賛成って言ってる人と、ご飯が食べられなくなったら困るから反対って言ってる人で、街のあちこちで毎日喧けん嘩かしてる。同盟賛成の友達なんかは『魔ま法ほう士しの人がかわいそう』とか『わたしも我が慢まんしてエネルギー節約しなきゃ』とか言ってるけど、大人は賛成でも反対でも自分のシティの話ばっかりで、そういうのあんまり……」

「なる程」お兄さんは難むずかしい顔でシティの天井を見上げ、その目をふとこっちに向けて「君は、どう思う？」

「わたし？」

　思わず問い返すと、お兄さんは、そうだ、とうなずく。

「えっと……わたし……」

　真剣な顔のお兄さんを前に、必死に言葉を探す。

　ひどく、難しい質問。

　それでもどうにか考えを纏まとめ、ひとつ深呼吸して、

「分かんないけど、シティが無くなったら困るな、って思う」横目にお兄にいさんの顔色をうかがいながら「マザーコアの事とかおとうさんに聞いたから、賢けん人じん会かい議ぎが言ってるのは本当なんだろうなって思う。やっぱりそういうのは悪い事だと思うし、魔ま法ほう士しの人達が怒るのも当たり前だと思う。……だけど、だからマザーシステムを使うのを止やめろって言われたら困る。魔法士の人達は『勝手な事言うな』って怒るかも知れないけど、シティに住めなくなるってほんとに大変な事だと思うから……」

　そこまで言って、一息。

　うつむき加減でお兄さんに横目を向け、

「ほんとに、どうしたら良いのかな。シティの寿命はあと三十年しか無いっていうし、なのに大人おとなはどうやって他ほかのシティに勝つかって、そんな話ばっかりだし……」

　空からになったカップをベンチの脇わきに置き、自分の足あし下もとを見つめる。

　と。

「……難むずかしいな」

　ぽつりと、静かな声。

　顔を上げると、お兄さんは遠くに広がるシティの街並みを見つめたまま、

「君のような子供だけではない。大人にとっても、それこそ自治政府の議員達にとっても難しい問題だ。難しいから皆、自分の目が届く範はん囲いの事しか考えられなくなってしまっている。……だが、それでは足りない。もっと広く、世界の全体を見て考えなければ手遅れになる」

　独り言のように呟つぶやく、お兄さんの声。

　その横顔を見つめているうちに、不意に気付く。

「お兄さんは、今、そういうお仕事をしてるの？」

　広く世界を見て考える──そのために働いているのかという問い。

「俺おれはせいぜい手て伝つだい程度だがな」お兄さんは少し優やさしい視し線せんをこっちに向け「世界には君と同じように疑問を持ち、シティの枠わく組ぐみを超えて何かを変えようと動いて居る者が何人も居る。安心しろ……とは言えないが、少なくとも、誰だれも彼もが目先の問題に立ち止まってしまっている訳わけでは無い」

「ニューデリーに来たのも、そのお仕事のため？」

「ああ。詳しくは話せないがな」

「わたしにも出来る事ある？」

「そうだな……まず、日々を真剣に過ごす事、か」

　何か手伝えないかと勢い込んで尋たずねる自分に、返ってくる静かな答え。

　きょとんと目を丸くすると、お兄さんは何な故ぜだか小さく笑い、

「このシティが機き能のう停止するまであと三十年。長い時間では無いが、少なくとも君が大きくなるだけの猶ゆう予よはある。君はその間によく学び、世界を救う自分なりの方法を考え、その考えを実行出来るだけの力を身につけて欲しい」

　一息。

　大きな手が、そっとこっちの頭を撫なで、

「その時まで道を繋つなぐのが、俺おれのような『大人おとな』の仕事だ」

「えっと……」

　お兄にいさんの言葉を反はん芻すうし、ようやく意味を理解する。

　精一杯怒った顔を作ってお兄さんを睨にらみ、

「要するに、今のわたしは子供であんまり役に立たないから、早く大人になれって事？」

「む……」途と端たんに困った顔をするお兄さん。「いや……そういう訳わけでは無いが……」

「うそうそ、冗じよう談だん」ベンチから飛び降り、お兄さんの方にくるりと回れ右して「分かってる。わたし、まだ子供だもん」

　困こん惑わく顔のお兄さんを見つめて笑う。笑っている自分に驚おどろき、小さく息を吐く。

　自分と同じようにシティ中心の考え方に疑問を持ち、世界全体を良くするにはどうすれば良いか考えてくれる人が、ちゃんと居る。

　それだけで、ひどく穏おだやかな気持ちになる。

「あ……」

　ポケットの携けい帯たい端末からアラーム音。慌あわてて端末を取り出し、ディスプレイを展開する。

「どうした？」とお兄さんの声。

「公営放送のニュースの予約掛けといたの」小さなディスプレイを顔ぐらいのサイズに広げてお兄さんに示し「ほら、賢けん人じん会かい議ぎがシンガポールに着いた、って」
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　検問を抜けて辿たどり着いた第二十階層の中央通りは、詰めかけたシンガポール市民で文字通りの黒山の人だかりと化していた。

　行けども行けども途と切ぎれる事の無い群衆の列をかき分け、錬れんはやっとの事で細い小道に飛び込んだ。

「ほら！　フィアも早くこっちに！」

「は、はい！」

　人波にさらわれて別な道に流されそうになっていた少女の腕を寸前で引っ張り、どさくさに紛まぎれて胸に抱き寄せる。

　少女のもつれた前髪を指で整ととのえ、ようやく一息吐いて、

「にしても、すごい人だね」

「ほんとに」フィアも、何だかくたびれた様よう子すで息を吐き「こんなに集まって、警けい備びは大丈夫なんでしょうか」

「同盟反対の市民団体の人とかは検問で弾はじかれてたみたいだね。……本当は民間人お断りとかにした方が良いんだろうけど、シンガポールは賢けん人じん会かい議ぎを歓かん迎げいするっていう建前で他ほかのシティのメディアも中継してるからそうもいかないんじゃないかな」

　そうなんですか、とうなずき、フィアは大通りに視し線せんを戻す。市民でごった返す沿道の前に広がる、空からっぽの大通り。フライヤーが五台並んで通れそうな広い通りと両側の沿道とは儀ぎ典てん用の装そう飾しよくが施ほどこされたテープで仕切られ、銃を腰に下げた正装の警けい備び兵へいが等とう間かん隔かくに並んでいる。

　北東区画、第四軍事ポートに通じる大通り。

　賢人会議の一行は、この通りをパレードして中央区画の首相官邸に向かう事になっている。

「そろそろ着く頃ころだね。……行こっか」

　人だかりにもう一度視線を向け、げんなりした気分で少女を促うながす。仮設の大たい使し館かんで中継映像を見ているだろうリチャード達が恨うらめしい。招待者名めい簿ぼに護ご衛えいの魔ま法ほう士しとして記載されているファンメイとエドの自由行動はシンガポール自治政府にお断りされてしまったので、二人ふたりは留守番。研究スタッフとして偽ぎ名めいで登とう録ろくされている自分とフィアはある程度自由に動ける立場だが、警備兵に目を付けられる訳にも行かないので検問を抜けるのにはいろいろと小細工を使った。

「錬れんさん！　あれ、あの辺あたりはどうですか？」

　フィアの言葉に促うながされ、人波をかき分けかき分け広い沿道を行く。百メートル程進んでどうにかポート前の広場が見える位置に辿たどり着き、Ｉ－ブレインを使って周囲の人の流れを計算する。

　中央通りと沿道を隔てるテープのすぐ傍そば、人の流れで偶ぐう然ぜん生じた隙すき間まにまずフィアを立たせ、脇わきのスペースに自分もどうにか入り込み、

「……っとぉ！」

　よく分からない悲鳴と共ともに、背中が誰だれかとぶつかる感触。

「あー、すまんすまん。大丈夫か？」

「だ、大丈夫。こっちこそ……」
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　転びそうになったところを寸前で踏ふみ止とどまり、謝しや罪ざいの言葉を返しつつ振り返り、

「……あ」

　目の前には、小さな丸レンズのサングラスに白いジャケット姿の、白髪の少年。

　シティ・モスクワの魔法士、幻影イリユージヨンNo.17はこっちと同じようにぽかんと口を開け、

「……お……」ようやく頭の線が繋つながったらしく目を丸くして「おーおー！　お前ら久しぶりやな！」

　まあ、とフィアが胸の前でひとつ手を叩たたき、

「イルさん、お久しぶりです」

「おー、元気しとったか、ちびっ子」

「いや！　ちょ、ちょっと待って！」いきなり世間話を始めそうな勢いの二人ふたりに慌あわてて「久しぶり、じゃないよ！　こんな所で何やって……」

　言いかけて、すぐに気付く。

　そっか、と息を吐き、訳わけも無く腕組みして、

「そうだよね。そりゃシティ・モスクワからもお客さんが来てるんだから、イルがついてくるよね」

「まー、そういうこっちゃ」少年は笑い顔のままうなずき「ついでに言うたら、あの赤毛の兄にいちゃんも来てるで」

　え？　と少年が指さす方に視し線せんを向け、目を見開く。中央通りを隔へだてた正面、反対側の沿道で、見事な赤毛の青年が軽く手を振る。

「あれ？　ヘイズ？　何で？」

「たぶん、隣となりの人の護ご衛えいとかそんな感じやろな」

　少年の言葉に「隣？」と視線を移し、思わず声を上げそうになる。変装のつもりか地味なスーツを着込んだヘイズの隣、白いコートを羽は織おった褐かつ色しよくの肌の女性が、まあ、という形に口を動かす。

「ルジュナさん？　いや待って、ニューデリーの主席執政官がこんな所で何やって……」

「知らんよ。あとで本人に訊きいたらええんとちゃうか」イルは短い白髪をわしわしとかき「っていうか、どっちか言うたらお前らの方が変やぞ？　どないしてこんな所まで入って来てん」

「あ、えっと、それは……」

「ロンドンの関係者っていう事になってるんです」軽く混乱して返答に困る錬れんの横から、代わりに答えてくれるフィア。「リチャードさんの部下の研究スタッフの人達に混ざって。いちおう、これが認にん識しき票ひようで」

「リチャード言うたら、北ほつ極きよくの時に世話になったあのおっさんか」差し出された認識票を眺めつつイルは呟つぶやき「こっちもシスターが来てるし、これであの黒くろ尽ずくめの兄にいちゃんまで揃そろってたら北極の同窓会やな」

「シスター、ってあのプランナーって人だよね」錬は北極衛えい星せいの中で通信回かい線せん越しに顔を合わせただけの女性を思い出し「あれ？　でも、あの人って今はただの孤児院の人なんじゃ無かったっけ？」

「政府の偉い人に頼まれたとか言うてたわ。よー分からへんけど」白髪の少年は本当に分かっていない顔で首を捻ひねり「ついでに、もちろんやけどお前の姉ねえちゃんも来とるで」

「うん、それは何か、聞かなくても予想通り」錬は小さく笑い、左右を見回して「ここには居ないの？」

「宿舎でシスターと一いつ緒しよに留守番。いうか賢けん人じん会かい議ぎの連中が寝泊まりする場所とかの下した調しらべやな。その辺は全部シンガポール自治政府が隠しとるから」

　なるほど、と錬はうなずき、

「そっちの狙ねらいも賢人会議、っていうか真ま昼ひる兄？」

「そーいうこっちゃな」イルは指の関節を軽く鳴らし「あっちの赤毛の兄ちゃんもどうせ似たようなもんやろうし、今回は楽出来そうやな」

　そうだね、と錬もうなずく。立場は違っても同じ目的で、競きよう争そう相手という訳わけでも無い。なら手を組んで、協力して事に当たるのが合理的というものだ。

「あ、でも月つき姉が勝手に真昼兄殴らないようにちゃんと見張っててよ。いちおう、みんなで話し合うのが目的なんだから」

「待て待て、それは弟の役目やろ。責任転てん嫁かはあかんぞお前」

　錬の軽口に苦笑気味に答えるイル。

　と、その口元が唐とう突とつに鋭するどさを帯び、

「……来たで」

　え、と顔を向ける錬の視線の先。

　北東地区、第四軍事ポートの暗がりに、闇やみ色いろのドレスが翻ひるがえった。




　──何百という軍靴の音がひとつに重なり合うのを、錬は聞いた。

　シンガポール第二十階層の内ない壁へきに開いた巨大な穴、軍用ポートに向かうバイパス道の闇やみの向こうに、無数の黒い影かげが浮かんだ。

　規則正しい足音と共ともに、影がゆっくりと前進する。固かた唾ずを飲んで見守る人々の前で、影の先頭、一番前を行く人影が淡あわい人工照明の下にその姿を現す。

　長い黒髪をツインテールに編あんだ、黒くろ尽ずくめの少女。

　黒いドレスに黒い手袋、黒い外がい套とうを羽は織おった真っ白な肌の少女が、居並ぶシンガポール自治軍の兵士達の間を行く。

　広場の両側で整せい然ぜんと列を成した兵士達が、敬礼の姿勢を取る。儀ぎ典てん正装を纏まとう兵士達の列によって形成された回廊を、少女はただ、淀よどみの無い足取りで行く。

　少女から数歩の距きよ離りを隔へだてた後方に、三つの人影が付き従う。黒地に銀をあしらった揃そろいの制服に身を包んだ、銀髪の少年、金髪の少女、そして黒髪の青年。少年の両の腰には小ぶりな二振りの騎き士し剣けんが煌きらめき、長い髪をリボンで結ゆわえた少女の頭上には透明な正八面結晶体が全部で八個、螺ら旋せんの軌跡を描いてゆっくりと巡る。

　その三人のさらに後方、闇に沈むバイパス道の奥。

　高らかな軍靴の音を響ひびかせて、その一団はゆっくりと光の下に進み出る。

　年ねん齢れい、人種、全すべてがバラバラの集団は前を行く三人と同じ黒と銀の制服に身を包み、完かん璧ぺきな五列縦じゆう隊たいを成して兵士達の回廊を行く。

　その数、実に八百。

　わずかも乱れる事の無い足音が、シンガポールの鉛なまり色いろの空に響き渡る。

　息をする事も忘れて見守る群衆の前、広場に控える自治政府の関係者達の中から、一人ひとりの男が進み出る。黒銀の集団を出迎えるように、あるいは集団の行く手を遮さえぎるように、男は先頭の、黒尽くめの少女の前で立ち止まる。

　シンガポール自治政府全権大使、フェイ・ウィリアムズ・ウォンが、恭うやうやしく頭を下げる。

　少女は黒いスカートを翻ひるがえして優ゆう雅がに返礼し、手袋を外はずした右手をそっと差し出す。

　男が少女の手を取り、固い握あく手しゆを交わす。兵士達が銃を頭上に向け、空砲を打ち鳴らす。ファンファーレの音が響き渡る。おそらく自治政府が事前に仕込んでいたのだろう、広場に近い沿道の群衆から歓かん声せいがわき上がる。

　一斉に動き出す、各シティの報道関係者達。

　──パレードの始まり。

　賢けん人じん会かい議ぎの、登場だった。
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　ポート前広場に仕掛けられた無数の光学素子が、賢人会議の姿を全方位から捉とらえた。

　立体映像ディスプレイに映し出されるその光景にうなずき、後方の部下達を振り返った。

「来たな」

　広場から程近い中層建けん築ちくの三階、エネルギー不足のために廃棄された軍事施設の一室で二名の部下が一斉にうなずく。シンガポール自治政府、同盟反対派──自分達の雇い主が用意したこの場所には数台の端末と通信機き器きが運び込まれ、二十階層のあらゆる場所の様よう子すが手に取るように分かる仕掛けになっている。

　この場所から司令を出すのは、自分と部下二名。

　残りの二十七名は既すでに二十階層の各所に待機、既に所定の準備を終え、最後の指示を待っている。

「あっちの仕込みはどうなってる」

「予定通りです」

　部下の言葉と共ともにディスプレイの映像が切り替わり、ポート前広場から少し離はなれた場所、十九階層に通じるバイパス道を映し出す。

　何な故ぜか無人となった検問所。

　その向こうから詰めかける群衆の姿に、よし、とひとつうなずく。

　自分達はわずか三十人の小集団。いずれも高度な軍事訓練を受けてはいるが、これだけの戦力で八百人からなる魔ま法ほう士しの集団に立ち向かうのは不可能に等しい。もちろんそれは雇い主も理解しているから、こうして様さま々ざまな手を打ってくれている。

　自分達は、最終的に賢けん人じん会かい議ぎに対して攻こう撃げきを行うための、いわば「実行部隊」。

　その前のお膳ぜん立だて──賢人会議と自治軍の兵士達を混乱させ、自分達が「標的」に接近出来る状況を作り上げる手て筈はずは雇い主が既に整ととのえているし、作戦のシミュレーションも数え切れない程繰くり返している。

「みんな、そのまま聞いてくれ」襟えり元もとの通信素子を引き寄せ「いよいよ、作戦の第一段階だ。みんなも知っての通り、おそろしく困こん難なんな作戦になる。おまけに、相手は第一級カテゴリーＡの魔法士の集団。ひとつのミス、いや、ほんのわずかな気の緩ゆるみが、全員の死に直結する」

　言葉を切り、束つかの間ま、目を閉じて、

「だが恐れるな。今日きようまでの日々、神こう戸べを失ってからの暮らしを思い出せ。……お前達の後ろには守るべき七十名の同胞が居る。その事を忘れるな」

　通信素子のスピーカーが、沈ちん黙もくで応こたえる。ノイズの中に漏れ聞こえるわずかな息づかいの変化が、部下達の決意を伝える。

　ディスプレイに映し出される「標的」、賢人会議参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひる。

　その顔を見つめ、小さくひとつ息を吐いた。

「以上。──各員、状況を開始せよ」
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　スピーカー越しに聞こえる秘書官の声が、賢けん人じん会かい議ぎの到着を告げた。

　シンガポール自治政府首相カリム・ジャマールは、官邸の執務机の前でうなずいた。

　……いよいよ、か……

　立体映像ディスプレイの通信画面の向こうで秘書官が準備を促うながす。分かった、と答えて通信を切り、机の表面に浮かぶ仮想のタッチパネルを叩たたいてディスプレイの映像を切り替える。

　公営放送のカメラが捉とらえた軍用ポート前広場の映像。規則正しい足取りで中央通りに進み出る、六つのシティ、いずれの物とも異なる軍服姿の集団。

　あと一時間も経たたぬうちに、この首相官邸にやって来る。

　……さて、いかなる者達か……

　映像を大きく拡大し、集団の先頭に焦しよう点てんを合わせる。全権大使フェイ・ウィリアムズ・ウォンと並んで一番前を行く黒髪の少女と、その後ろに付き従う黒髪の青年──二人ふたりの顔を別なディスプレイに表示し、しばし眺める。

「天あま樹ぎ真ま昼ひるに、サクラ、か」

　賢人会議の参さん謀ぼうである黒髪の青年の事は、フェイによってもたらされる報告にも度たび々たび名前があがるから話だけは知っている。Ｉ－ブレインを持たない人間でありながら賢人会議に与くみし、魔ま法ほう士しのために戦う奇妙な青年。フェイによれば『一国の宰さい相しようが務まるレベルの』知ち謀ぼうの持ち主だという事だが、あの男が手放しで称しよう賛さんするからには相当なものと見て間違い無いだろう。

　が、一方でその青年の主あるじ、サクラという名の少女に対するフェイの評価は極きわめて低い。

　北ほつ極きよくにおける最初の会かい談だんのあとで「良く言っても天樹真昼の傀かい儡らい」というフェイの言葉を聞いて以来、男の口から少女に対する感想が訂正される気け配はいは一いつ向こうに無い。

　……やはり、会ってみなければ分からん、という事だな……

　もちろんフェイが自分の魔法士嫌いを判断に差し挟むような男でないのはカリムも良く知っているが、それとは全く無関係に、あの男は人間の評価という物に厳きびし過ぎるきらいがある。『フェイ・ウィリアムズ・ウォンが下した悪評価』というだけで、その判定は幾らか割り引いて考える必要がある。

　そんなフェイが認めたのが天樹真昼なる青年であり、その青年が賢人会議のリーダーとして守もり立てようとしているのがあのサクラという少女。

　ならば彼女にも、未み熟じゆくながらに見るべきところがあると考えるのが自然だ。

　……楽しみな事だ……

　タッチパネルを操そう作さし、別なディスプレイを呼び出す。半透明の画面に膨ぼう大だいな資料──北ほつ極きよくでの会かい談だんから半年の間に、フェイを通じて賢けん人じん会かい議ぎに流れたであろう機き密みつ情報の一いち覧らんが映し出される。

　そう、全すべては筒抜け。

　シンガポールを裏切って賢人会議に肩入れするようなフェイの動きを、カリムは今日きようまで自分の胸ひとつにしまい込み、ひとつ残らず黙もく認にんしてきた。

　半年にわたる賢人会議の組そ織しき拡大の動きに、シンガポールの国益を損そこねる事の無いよう最大限の注意が払われていたから、というのも理由のひとつではある。が、それ以上に、自分自身に賢人会議──というよりその参謀、天あま樹ぎ真ま昼ひるに対する興きよう味みがわいたから、というのが大きい。

　魔ま法ほう士し嫌いのフェイにそこまでさせる、東洋人の青年。

　是非とも一度、直接顔を合わせ、言葉を交わす必要があった。

　……さて、何が飛び出してくるのか……

　フェイの活動はシンガポールの自治法を犯してはいるが、実のところカリムの目的にも政治的信条にも何ひとつ反してはいない。自分とフェイは『賢人会議』という世間ではテロリストと目される集団と手を組み、シティに変革をもたらそうとしている。ならば、そのために打てる手は全て打つべきだ。ここ半年の動きで賢人会議は戦力を増し、同盟者としてふさわしい立場を有するに至った。結果的に全てのシティの間に戦力バランスが形成される事になったがそれは些さ細さいな事。しかるべき時にフェイに問いただせば済むだけの話だ。

　改革とは、そういう物。

　小事にこだわる者にシティを、いや、『世界を変える』事など出来るはずが無い。

　シティはこのままではいけない──それはシンガポールに限らず、どこの自治政府の代表者でも感じている事のはずだ。シティそのものがハードウェアとしての寿命を抱え、再生の見込みが無い状況で、いずれのシティが勝っているの劣っているのと小こ競ぜり合いをしている場合では無い事など誰だれもが理解している。

　が、それでも彼らは動けない。

　シティの代表者として市民に選出された自分と彼らには、「自らのシティの市民を守る」という事を最さい優ゆう先せんとする義務が発生する。

　そんな硬直した世界の現状を打破するのに、賢人会議の存在は良い刺し激げきになるのではないかとカリムは考えている。マザーシステムの廃絶を訴え、シティと戦う組織。そのような連中がシティに匹敵する力を得たならば、シティはもはや、互いに争っていられる状況では無い。

　その結果として世界がいかなる方向に向かうのか、それはカリムにも分から無い。

　だが、事態がどう転ぶにせよ、その中心となるのが賢人会議とシンガポールであるのは間違い無い。

　……唯一の不安は、光耀クアンユーの予測か……

　半年前に光耀が算出した、『賢けん人じん会かい議ぎと同盟すべし』という政策案。その陰で葬ほうむり去られた対案の存在は、今でもカリムの脳の片かた隅すみに引っかかっている。『賢人会議を滅ぼすべし』。彼かの組そ織しきの存在はシンガポールの未来に重大な問題を引き起こす可能性がある──わずか数ポイント差で葬られたもうひとつの政策案は、光耀の巨大なデータベースの奥底でひっそりと眠りについている。

　現在までのところ、賢人会議の存在によって引き起こされている問題は市民の小規き模ぼの争いや抗議活動程度で、シンガポールその物の存そん亡ぼうに関かかわるような重大事の引き金となる気け配はいは無い。

　が、そもそも光耀の予測は人間には到とう底てい解析し尽くす事の出来無い膨ぼう大だいな要素に基づいた物。

『賢人会議と同盟すべし』という現在の政策が算出された過程をトレースする事が不可能である以上、対案の存在を軽視する事は出来ない。

　……まずは、今回の調ちよう印いん式しきを乗り切る事か……

　同盟に基づく賢人会議との共同研究や軍事協力が軌道に乗り、市民が目に見える形で恩恵を被こうむるようになれば、抗議活動も自然消滅していくはず。あるいは光耀の対案が示し唆さしているのはそれらの協力活動が失敗に終わる可能性なのかも知れないが、それは現状で気に病やんでもどうにもならない事だ。

　自分の今の役目は、一国の首相として彼の組織の使節を出迎える事。

　カリムは執務椅い子すから立ち上がり、儀ぎ典てん正装の上着に手を伸ばし、

　……これは……

　ディスプレイの隅に奇妙な物を発見し、とっさに手を止める。公営放送が映し出す二十階層の中継映像。中央通りを進む賢人会議の使節団の遥はるか向こう、下の階層に通じるバイパス道の出口付近に、そこに居るはずの無い集団を認める。

「同盟反対」と書かれた立体映像のプラカードを頭上に掲かかげる、市民の一団。

　軽く二千を超える人の群れが、鉛なまり色いろの空に向かって拳こぶしを振り上げる。

　すぐさまタッチパネルを叩たたき、通信画面を呼び出す。気けだるそうに現れる秘書官に、公営放送の中継映像を見るようにと伝える。端末を操そう作さした秘書官が瞬しゆん時じに顔色を変える。通信画面を閉じるのも忘れて駆かけ出す秘書官の背中を横目に、ディスプレイの中継映像を凝ぎよう視しする。

　……何が起こっている……

　声こわ高だかにシュプレヒコールを上げて二十階層の街を行く、市民の集団。

　異変を察知した周囲の兵士達が止める間も無く、その先頭が中央通り、賢人会議の正面に到達した。
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　沿道から響ひびく市民の歓かん声せいに、地鳴りのような怒ど号ごうが混ざった。

　肌を震ふるわすその声に、サクラは思わず眉まゆをひそめた。

　……何だ？……

　声はずっと遠くから、少しずつ自分達の方に近付いてくる。何千という声が無秩序に重なり合った結果言葉としての体ていを成さなくなった、異様な唸うなりを伴った音の塊かたまり。沿道の市民達も顔を見合わせ、立ち並ぶ中層建けん築ちくの向こう、音の発信源の方角を振り返る。

　歩ほ調ちようを乱す事無く行進を続けたまま、傍かたわらを行く男の横顔に視し線せんを向ける。

　フェイ・ウィリアムズ・ウォンの能面のような顔に、ほんのわずかに困こん惑わくの色が浮かぶ。

「……全権大使殿。これもセレモニーの一いつ環かんか？」

「警けい備び兵へいが確かく認にんしている。どうか、そのまま行進を続けられよ」

　出来るだけ唇を動かさないようにして問うと、フェイは正面を向いたままかすかな声で答える。「無む論ろんだ」と言葉を返し、わずかに早まった歩調を強引に整ととのえる。

　真ま昼ひるを振り返りたいという衝しよう動どうが胸の奥からわき上がり、そんな自分を心の中で叱しつ咤たする。

　まっすぐに正面を見み据すえたまま、一直線に続く中央通りを進み、

「──魔ま法ほう士し共どもは帰れ！」

　とうとう、形を成して耳に飛び込んでくる怒声。

　思わず目を見開くサクラの視し線せんのずっと遠く、中央通りの真ん中に、シンガポール市民らしき一団が姿を現す。

「──賢けん人じん会かい議ぎとの同盟を許すな！」

「──許すな！」

「──シンガポールを魔法士共の好きにさせるな！」

「──させるな！」

「──自治政府は市民に対して謝しや罪ざいしろ！」

「──謝罪しろ！」

　プラカードを掲かかげた市民の一団は、沿道の人々をかき分けて次々に中央通りになだれ込んでくる。その数が見る間に膨ふくれ上がり、こちらの行く手を完全に塞ふさぐ。少なくとも二千人は居るだろうか。整せい然ぜんと列を成した市民達が、拳こぶしを振り上げて高らかに叫ぶ。

「──魔法士はこの街から出て行け！」

　フェイが襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、警備の責任者に向かって矢継ぎ早に指示を飛ばす。沿道の別な方向から警備兵の一団が姿を現し、賢人会議を守るように市民達の前に立ち塞がる。フェイが足を止め、サクラも慌あわててそれに倣ならう。とっさの事に思考が追いつか無い。呆ぼう然ぜんと目を見開いた次の瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインの警告にようやく気付く。

（警告Alert：一般処理・『攻こう撃げき感知』）

　何、と驚おどろく間も無く、額ひたいに鈍にぶい痛みが走る。手のひらに収まる程の大きさの石がひとつ、足下の地面に跳はねて乾いた音を立てる。

　とっさに額ひたいを押さえた手のひらに、ぬるりという不快な感触。

　おそるおそる目の前に下ろした手が、血の赤でべったりと濡ぬれている。

　息を呑のむサクラのすぐ傍そばで、幾つもの石が跳ねる。中央道を塞ふさぐ二千人の市民が次々に足あし下もとの石を拾い上げ、兵士達の頭上を飛び越えて賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しめがけて投げ付けて来る。

（呼Call：分子運動学・分子運動制せい御ぎよ・『盾たて』）

　自身の周囲に空気結晶の盾を展開し、降り注ぐ石つぶてを受け止める。とっさに背後を振り返り、真ま昼ひるをかばうディーとセラの姿を認める。その後方では賢人会議の魔法士達がそれぞれの手段で石つぶてを防ぐ。足を止めた魔法士達が、どうすれば、と問うような視し線せんをサクラに向ける。

　判断に迷いフェイに横目を向けるが、男は無言で市民達を見つめたまま微動だにしない。

　……くっ……

「サクラ、大丈夫？」

　いきなり背後から声を投げられ、驚おどろいて振り返る。いつの間にかすぐ傍まで駆かけ寄った真昼が、心配そうにこっちを見下ろす。その姿にとっさに安あん堵どの息を吐き、そんな自分に気付いて唇を噛かむ。

「問題無い」精一杯虚きよ勢せいを張って答え、青年の隣となりに並んで「どうやら、シンガポールも歓かん迎げいムード一色とは行かないようだな」

「みたいだね」どうにか捻ひねり出した軽口に真昼はうなずき、隣の男に顔を向けて「フェイ大使、状況は？」

「ご覧らんの通り、と言いたいところだが、いささか妙だ」市民達を見み据すえたまま答えるフェイ。「たった今、警けい備び兵へいから報告が在った。あの市民団体が二十階層に侵入した経路だが、バイパス道に設置された検問所が無人になっている。命令系統に不備が在り、担当部隊の交代スケジュールに空白が生じたという話だが……」

「単なるミスでは無いようだな」サクラは二人ふたりの会話にどうにか割って入り「同盟に反対する勢力の工作、という事か？」

「そういう事になる」フェイは無表情のままうなずき「あの市民達は自治軍が責任を持って抑える。賢人会議の方々には、くれぐれも不用意な動きを控えて頂きたい」
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　テーブルの上に浮かぶ無数の立体映像ディスプレイのひとつが、公営放送の中継映像に切り替わった。

　第二十階層、北東区画。プラカードを頭上に掲かかげて賢人会議の前に立ちはだかる市民達の姿が、半透明の画面に大映しになった。

『行くぞみんな！　この街を魔ま法ほう士し共どもの好きにさせるな！』

　先頭に立つ中年の男が、拳こぶしを振り上げて叫ぶ。集まった市民達が鬨ときの声でそれに応こたえ、手にした石を魔法士めがけて投げ付ける。

　わずか一時間足らずの間に二千人以上に膨ふくれ上がった、同盟反対のデモ隊。

　命令系統の混乱によって無人となった検問所を抜けて第二十階層に辿たどり着いた集団は、立ちはだかる警けい備び兵へい達を物ともせずに足を打ち鳴らし声を張り上げる。

「……予定通りだな。ここまでは」

　照明の絶えた会議室の中央、ほのかな光を放つディスプレイを見つめて、シンガポール自治政府議員リン・リーは呟つぶやく。肘ひじ掛かけ椅い子すにゆったりと背中を預け、テーブルの向かいに座る若手議員達に視し線せんを向けて、

「『彼ら』は？」

「既すでに作戦を開始しています」

　議員の一人ひとりが答えを返し、ディスプレイのひとつをリン・リーに示す。賢けん人じん会かい議ぎの行く手を塞ふさぐデモ隊とそれを沿道から見守る市民達の中にそれぞれ数名、リン・リーの手元の名めい簿ぼに記されているのと同じ顔ぶれが動いている。

　元シティ・神こう戸べ自治軍、情報所属特務部隊三十名。

　言うまでも無いが、賢人会議に向かって最初に石を投げ、現在の混乱のきっかけを作ったのは彼らのうちの一人だ。

「……面めん倒どうな話です。自治軍の特殊部隊でも動かせれば、こんな手間を掛ける必要も無かったのですが」

　議員の一人がため息混じりに呟つぶやき、周囲の数名が賛さん同どうの意を示す。首相をはじめとした同盟賛成派に『光耀クアンユーの予測』という大義名分がある以上、軍を動かす事は出来ない。通常の状態での軍に対する影えい響きよう力りよくでは首相を上回っているリン・リーだが、このシンガポールにおいて『光耀』という言葉は他ほかのあらゆる要素に優ゆう先せんされる。軍にはリン・リーの大戦時代からの子飼いの部下も何人か居るが、仮に彼らを説得する事が出来たとしてもその下の、実際に現場で働く一般兵を従わせる事は不可能に近い。

　故ゆえに、こんな『味方を欺あざむく』ような手段が必要となる。

　目標が賢人会議だと分からないように細分化された幾つかの誤った命令を現場の部隊に分散して与える事で状況を混乱させ、最終的な実行犯にはシティの外部の人間を使う──リン・リー達の目的を達成するには、それより他ほかに手段が無い。

「市民と自治軍に被害が出ぬよう、シミュレーションは入念に行ったのだろうな」

「無む論ろんです。作戦の性質上、軽傷には目をつぶって頂かなければなりませんが、死者はもちろん重傷者も一人たりとも出す事は有り得ません」

　静かに問うリン・リーに、議ぎ員いんの一人ひとりが答える。

　今回の作戦において、何よりも重要な一点。

『シティを良き方向に向かわせる』という目的のためにそのシティを構成する市民や軍に損そん害がいを与えるなど本末転倒。それこそ、何をやっているのか分から無い。

「しかし、本当に良かったのでしょうか」

「……どういう意味か？」

　議員の一人が漏らした呟つぶやきに、静かに問い返す。

　議員は「いえ！」と狼ろう狽ばいした声を上げ、

「何と申しますか……本当に今回の作戦、あの者達に委ゆだねて良かったのでしょうか」ディスプレイのひとつに映る男、元神こう戸べ自治軍部隊のリーダの顔を凝ぎよう視しし「かつてはシティの情報部に属していたとはいえ、既すでに一年半も訓練からは遠ざかっている連中です。自治軍時代にさしたる功を上げたという記き録ろくもありませんし、やはり、他ほかの人選も考こう慮りよすべきでは無かったかと」

「貴公の目は節ふし穴あなか」

「は……？」

　虚きよを突かれた顔でぽかんと口を開ける議員。

　そんな議員の前で椅い子すから身を起こし、リン・リーは神戸自治軍のリーダーに視し線せんを向け、

「良いか。今回の作戦は、いわば決死の特攻だ。いかに策があるとはいえ、わずか三十の手勢で八百人以上の魔ま法ほう士しに挑いどむなど正気の沙さ汰たではあるまい。……にもかかわらず、この男は躊ちゆう躇ちよ無く作戦に同意した。それも私利私欲のためでは無く、同胞を救うためにだ」

　貴公らに同じ真ま似ねが出来るか、と居並ぶ議員に視線を巡らせる。

　テーブルの上で両手を組み、男の姿を映すディスプレイを手元に引き寄せ、

「己おのれの仕えるべき祖国を失って一年半、最後に下された命に従い、この過か酷こくな世界で無む辜この市民を守り通した。並の覚悟で出来る事では無い。この男自身もそれに付き従ってきた部下達も、軍人の使命と誇りをわきまえた者達だ」

　廃棄施設に用意された簡かん素そな司令室に座る、男の姿。

　それを静かに見つめ、リン・リーは息を吐き、

「彼らは信頼に足る部隊だ。そうで無ければ、こんな大役を任せはせん」
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　制圧を開始します、という兵士の声が、襟えり元もとの通信素子から響ひびいた。

　フェイはうなずき、行く手を遮さえぎるデモの集団を無言で見つめた。

　賢けん人じん会かい議ぎと市民達を隔へだてるように隊列を整ととのえた完全武装の警けい備び兵へいが、ゆっくりと前進を開始する。デモの参加者である市民達が石を構えた中途半端な姿勢のまま動きを止め、じりじりと後退していく。

　……ひとまずは、収束か……

　いささか拍子抜けした気分で、警けい備び兵へいとデモ隊の動きを眺める。検問所の命令系統を混乱させてデモ隊をこの第二十階層に引き入れ、賢けん人じん会かい議ぎと鉢はち合あわせさせる──おそらくは反対派の仕掛けなのだろうが、随ずい分ぶんとお粗末な手だ。

　確たしかにパレードのスケジュールに若じやつ干かんの遅ち滞たいは生じたが、逆に言えばそれだけの事。賢人会議の魔ま法ほう士しに実害が在るはずも無く、終わってみれば「シンガポールは一枚岩では無い」という事実を他国のメディアに対して自ら暴ばく露ろしただけ。反対派にしてみれば、お世辞にも満足のいく結果とは言え無い。

「……少し、妙ではありませんか？」

　そんなこちらの思考を見み透すかしたように、傍かたわらの真ま昼ひるが声を上げる。「そうだな」とわずかにうなずき、いつに無く真剣な青年の顔を横目に、

「だが、この先の動きがあるとも考えにくい。光耀クアンユーの予測が在る以上、反対派には自治軍を動かす事は不可能だ。手て駒ごまが市民のデモ隊のみでは、さすがに動きようがあるまい」

「デモが激げき発はつして暴ぼう動どうに発展する可能性は？」

「無い」真昼の問いに即答し「あのデモ隊程度の戦力で魔法士を害するのが不可能な事は反対派の議員も理解している。良くてかすり傷を負わせるのがせいぜい、他国に我わがシティの恥をさらすのが関の山だ」

「それは、確かにそうなんですが……」

　いかにも納得行かない様よう子すで青年が視し線せんをうつむかせる。実の所フェイにも腑ふに落ちない点が多々あるのだが、目の前に与えられた要素を総合する限りはそう判断せざるを得無い。

　質の悪い詐さ術じゆつにかかったような、不快感。

　それを抑えて見守るフェイの視線の先で、とうとう兵士達がデモ隊の先頭に接触する。

『──警告します。皆様の行動はシンガポール自治法第二三七条六項に反しています。速すみやかに抵抗を止やめ、自治軍の指示に従って下さい。繰くり返します──』

　威圧感を与えないように機き械かい合成された女の声が、沿道に等とう間かん隔かくに設置された広報用のスピーカーから響ひびく。市民達の幾人かが石を捨て、両手を上げて降伏の意を示す。

「お前ら何をやってる！」

　その様よう子すに声を張り上げるのは、先頭に立つ、デモ隊の代表らしき中年の男。

　頭上に立体映像のプラカード、片手に石という出いで立たちで、警備兵の前に仁に王おう立だちになる。

「ひるむな！　このシンガポールを魔法士どもの手に渡してもいいのか！」

『いかがしましょう』

　その様子を見つめるフェイの耳元で、通信素子越しに警備兵の声が響く。「拘こう束そくしろ」と短く指示し、通信を切る。フェイのごく個人的な感情から言えば男の主張に共感する部分も無いではないが、それは、今は不要な感情だ。

「解決か？　全権大使殿」

「そういう事になる」呟つぶやくサクラに答え、ひとつ息を吐いて「お待たせした。いささか見苦しい場面をお見せしたが、パレードを続けるとしよう」

　数名の警けい備び兵へいが男の腕を無む造ぞう作さに掴つかみ、淀よどみの無い動作で地面に押し倒す。周囲に居た数名のデモ隊がリーダーを救出しようと警備兵に殴りかかり、同様に押し倒される。かろうじて抵抗の意志を示していた他の市民達が、次々に立体映像のプラカードを消去して降伏する。

　何ともあっけ無い幕まく切ぎれ。

　フェイは首相官邸に状況を伝えようと襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、




　──甲かん高だかい銃声が、辺あたりに響ひびき渡った。




　……何……？

　とっさに目を見開くフェイの視界の先で、警備兵が一斉に動きを止めた。困こん惑わくした様よう子すで顔を見合わせる警備兵の足あし下もとに、周囲のデモ隊と沿道の市民、その場に居合わせた全員の視し線せんが集中した。

　四肢を力無く投げ出し、地面にうつ伏せに横たわる、若い男らしき市民の姿。

　それが、直前まで警備兵と争っていたデモ隊の一人ひとりだと認にん識しきするのに、しばらく時間が掛かった。

　かすかに手足を痙けい攣れんさせる男の胸の下から、真まっ赤かな水たまりがじわりと広がっていく。溢あふれ出た血がアスファルトの路面を伝い、警備兵の靴の爪つま先さきを濡ぬらす。

　沿道から響き渡る、誰だれの物ともつかない悲鳴。

　それを合図にしたように、あらゆる物が同時に動き出す。

　デモ隊のリーダーが警備兵の腕を跳はね飛ばし、立ち上がりざま男に向かって駆かけ出す。たった今まで抵抗を止やめていた他ほかのメンバーも、拳こぶしを振り上げて手近な兵士に掴みかかる。沿道の市民の一部が怒ど声せいと共ともに境界線を乗り越え、中央通りになだれ込む。

　そこかしこで、市民と兵士が衝しよう突とつする。

　非武装の市民に対して銃を抜く事も出来ず、数で劣る兵士達は後退を始める。

　計ったようなタイミングで沿道から幾つもの爆ばく発はつ音おんが響き、もうもうとした白煙が辺りに立ちこめる。周囲の視界が塞ふさがれていく中に、「炎使いの攻こう撃げきだ！」という何者かの叫びを聞く。防ぼう御ぎよに徹てつして成り行きを見守っていた賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しが驚きよう愕がくに目を見開く。自分達では無い、というように首を振る魔法士達の姿に、市民達が悲鳴を上げる。

　沿道から見守っていた多くの市民が、下の階層に通じるバイパス道に向かって次々に逃げ出す。押し合い、掴み合い、もつれ合い、我われ先さきにと走る市民達の中に、再び幾つもの正体不明の爆ばく発はつが巻き起こる。

　中央道に残った市民達が、魔ま法ほう士しへの投石を再開する。雨あられと降り注いだ石つぶてが、銀髪の騎き士しの少年によって瞬しゆん時じにひとつ残らず撃うち落とされる。が、その動きがかえって市民達を刺し激げきする。怒ど号ごうと共ともに投げ付けられる悪意の雨に、光使いの少女が悲鳴を上げる。

「まずいですね」

　と、ひどく静かな真ま昼ひるの声。

　視し線せんを向けるフェイに、黒髪の青年は表情の消えた顔で、

「正直、敵がここまでやるとは思っていませんでした。随ずい分ぶん無む茶ちやな事をしますね」

「同感だ。もう少し思し慮りよ深ぶかい相手だと考えていたのだがな」フェイは半歩退しりぞいて投石をかわし「ともかく、状況の回復には今しばらく時間がかかる。賢けん人じん会かい議ぎの方々には、このまま防ぼう御ぎよに徹てつして待たい機きして頂きたい」

「それしか無いでしょうね。面めん倒どうですが」

「何を悠長な事を言っている！」

　と、唐とう突とつに割って入る少女の声。

　賢人会議のリーダー、サクラは自分の参さん謀ぼうを見上げて柳りゆう眉びを逆さか立だて、

「このまま手をこまねいて見ていては、混乱が広がるばかりでは無いか！　我われ々われも自治軍に協力して、暴ぼう動どうの鎮ちん圧あつに当たるべきでは無いのか？」

「サクラ、少し落ち着いて」

「真昼！」

「──落ち着いて」

　思いがけなく強い、真昼の声。

　当とう惑わくした様よう子すで目を見開く少女を見下ろし、青年は小さく笑って、

「言いたい事は分かるけど、それはダメ。ここで賢人会議が戦うのは相手の思うつぼだよ」

「思うつぼ？」

　眉まゆをひそめるサクラに真昼は「そう」とうなずき、

「ここで僕らがあの人達を攻こう撃げきすれば、『賢人会議が市民を攻撃した』っていう事実が残る。理由はどうでもそういう事実さえあれば、反対派は市民感情を好きなように操そう作さ出来る。シンガポール市民のほとんどはこの状況を中継映像で遠くから見てるだけだし、噂うわさなんてものは後で幾らでも都合良く書き換えられるからね」

　一息。

　青年は自分の周囲の市民達と背後の魔法士を順に見比べ、

「市民の人達の中に、賢人会議に対する悪いイメージが植え付けられる。そうなったら、僕らが幾ら政府と同盟を結んでも、その中身の、実際のところはどうなる？」

「あ……」

　そうか、という少女の呟つぶやき。

　真ま昼ひるはひとつうなずき、フェイを振り返って、

「そういう訳わけで、賢けん人じん会かい議ぎは専守防ぼう衛えいに徹てつします。一刻も早い状況の回復を」

「心得た」

　フェイはうなずき、通信素子に手を伸ばした。
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　新たな爆ばく発はつ音おんが沿道に響ひびき渡り、市民の悲鳴が上がった。

　もうもうと立ちこめる白煙をマ分ク子ス運ウ動ェ制ル御で払いのけ、錬れんはフィアの手を引いて細い路地に飛び込んだ。

　……何が、どうなって……

「錬さん……大丈夫……ですか？」

　派は手でに煙を吸い込んだらしいフィアが、目に涙を浮かべてけほんけほんと咳せき込む。「僕は平気」と少女の頭を撫なで、路地の角から顔を突き出して大通りの様よう子すをうかがう。

　途と端たんに目の前に握にぎり拳こぶし程の石が迫り、慌あわてて首を引っ込める。

　街は完全に混乱の中。防ぼう御ぎよに徹して身動きの取れない賢人会議を中心に、市民と警けい備び兵へいが争う様は戦場の一歩手前という状態だ。

「真昼さん、大丈夫でしょうか」

　心配そうなフィアの声に、たぶん、と答える。爆煙に遮さえぎられてここからでは見えないが、真昼の傍そばにはサクラにディーにセラ、加えて賢人会議の他ほかの魔ま法ほう士しが控えている。万に一つもケガをする事は無いだろうと自分を納得させ、落ち着いて状況を整せい理りする。

　……いったい、誰だれが、何のために……

　最初のきっかけは市民のデモ隊の出現。下の階層からこの第二十階層に入るためのルートには全すべて検問が敷しかれていたはずだから、デモ隊がその検問を突破出来たという事は誰か──おそらく同盟に反対する勢力が手を回したという事。なら、その結果として引き起こされた目の前の混乱も全て反対派の意図の内。最初に撃うたれた市民やあちこちで起こっている爆発にした所で、どこまで本物か分からない。

　おそらく反対派の狙ねらいは市民と魔法士を争わせ、賢人会議に対する悪いイメージを植え付けようといったところ。

　それが分かっているから、魔法士達は一切の反はん撃げきをせずに防御に徹している。

「とにかく、もう少しここに隠れてよう」少女を振り返り、声を潜ひそめて「たぶん、僕らが出て行って市民の人と戦っちゃうと、状況がますます悪くなる。ここで大人おとなしくして、適当に状況が収まるのを待つのが正解だと思う」

「そう……ですね」おそらく同どう調ちよう能力を介してこちらの思考を読んだのだろう、フィアは納得顔でうなずき「あとは……イルさん、は心配無いとして、ヘイズさんとルジュナさんですね」

「ヘイズなら上う手まくやるよ。それに、ルジュナさんだって素人しろうとって訳わけじゃ……」

　言いかけた言葉を遮さえぎって、路地のすぐ傍そばで怒ど声せいが響ひびく。とっさに身をすくめるフィアの背中を撫なで、錬れんは陰からそっと様よう子すをうかがう。沿道の一角で睨にらみ合う兵士と市民の一団。電でん磁じ式しきの警けい棒ぼうを構えた警備兵は警告の声を発し、数で勝まさる市民はその警告を無視して前後左右から少しずつ距きよ離りを詰め──

　……え……？

　思わず、錬は目を見開く。市民の一人ひとりが手にした石を投げ付けようとした瞬しゆん間かん、鈍にぶい炸さく裂れつ音おんがほんのわずか、通常の聴ちよう覚かくでは聞き取れないレベルの音量でかすかに響く。市民が石を取り落としてその場にうずくまる。苦しそうに抑えた右手にうっすらと血が滲にじむ。遥はるか後方、市民にも兵士にも見えない角度で、小さな銃弾が地面に小指の先程の穴を穿うがつ。

「撃うちやがった！」という、誰だれかの叫び。

　市民の半数が青ざめた顔で逃げ出し、残る半数が兵士達に殴りかかる。

「錬さん、今の」

　驚おどろいたようなフィアの声にうなずき、Ｉ－ブレインを起動してたった今目の前で起こった一連の現象を解析する。市民が石を持った手を振り上げた瞬間に、その手に向かって銃弾一発。地面に着弾した際の衝しよう撃げき音おんの小ささから考えて、おそらく論ろん理り回路によって静せい穏おん性せいを増した狙そ撃げき用ようの特殊弾体。一番最初にデモ隊の先頭で撃たれた人とは明らかに異なる、誰かが「撃たれた」と言わなければ普通の人には本当に銃によるものだったのかも判断出来ないだろう攻撃だ。

　……いったい、どこから……

　市民の手と地面に穿たれた弾だん痕こん、二点を結ぶ直ちよく線せんを逆に辿たどり、銃弾の出所を探す。後方二キロ先、十階建ての中層建けん築ちくの屋上。視覚情報を脳内で画像解析し、偏へん光こう迷めい彩さいのかすかなゆらぎを確かく認にんする。

　あの場所から、振り上げられた手の先を狙撃した。

　それも、直撃はさせずに、衝撃波で皮一枚の傷を与えるように完かん璧ぺきな精度で目標を外はずして。

　……月つき姉ねえ並みの腕前、って事……？

　さらに三度、先程と同じかすかな銃声が響き、沿道のあちこちで市民が悲鳴を上げる。撃たれた、という言葉が瞬またたく間まに人から人へと広まり、混乱がさらに深まる。

　二段構えだ、という唐とう突とつな思考。

　狙撃手が潜ひそんでいるはずの場所を睨み、唇を噛かむ。

　遠方からの狙撃によって警備兵による攻撃を偽ぎ装そうし、混乱を誘発する。が、それを明らかに銃による攻撃と分かる形で行ったのでは狙撃手の位置を特定される恐れがある。だから論理回路によって音と衝撃を極力抑えた特殊弾体を使用。だけど、通常の状態では市民の側に「兵士が非武装の民間人を撃うつはずが無い」という暗あん黙もくの了解があるから、かえって状況を沈静化してしまう恐れがある。

　だから最初に、誰だれにでも分かる形で「銃による犠ぎ牲せい者しや」を用意する。

　派は手でなパフォーマンスで混乱の引き金を引くのと同時に、市民の心に「撃たれるかも知れない」という恐怖を植え付け、遠えん隔かくからの狙そ撃げきを警けい備び兵へいによる発砲に作り替える。

　……だけど、何のために……

　反対派の狙ねらいはあくまでも賢けん人じん会かい議ぎのはず。なら、そんなパフォーマンスには意味が無い。敵の行動によって引き起こされるのはあくまでも市民と警備兵の争いで、防ぼう御ぎよに徹てつしている魔ま法ほう士し達は完全に蚊か帳やの外。仮に敵が兵士の発砲を装よそおって賢人会議の誰かを攻撃するつもりなのだとしても、通常の銃による遠隔からの狙撃程度では魔法士、それも複数の第一級カテゴリーＡを擁ようする部隊に損そん害がいを与える事など不可能だ。

　……考えてても仕方無い……！

「フィア、ちょっとここで待っててね」

　言うが早いか少女に背を向け、細い路地を中央道とは反対の方向に駆かけ出す。ラ運グ動ラ係ン数ジ制ュ御による五倍加速とアインシュタイン空間曲率制御の簡かん易い常じよう駐ちゆうを併用し、二キロの距きよ離りを瞬しゆん時じに駆かけ抜けて目的の場所、狙撃手が潜ひそむ中層建けん築ちくに辿たどり着く。

　Ｉ－ブレインの動作を変更してアインシュタインを完全起動に変更し、重力制せい御ぎよによる跳ちよう躍やくで一飛びに屋上に到達。

　脳内のプログラムをラ運グ動ラ係ン数ジ制ュ御とラプラス短期未来予測に変更。サバイバルナイフを胸の前に構え、右前方、偏へん光こう迷めい彩さいで隠された一角に向かって駆け出す。

（攻撃感知。危険）

　同時に脳内に警告が浮かび上がり、錬れんは大きく左に跳躍する。一瞬遅れてかすかな銃声が響ひびき、直前まで錬の頭が存在していた場所を銃弾が走り抜ける。

　偏光迷彩の透明な揺らぎが、そのまま人の姿となって立ち上がる。おそらくは表面に光学素子を埋め込んだ、隠おん密みつ行動用のボディスーツ。男か女かも判然としない透明な人型が、手にした長大なライフルの銃身を軽く振り下ろす。瞬時に四つに折りたたまれたライフルを透明な背中にしまい込み、透明な人型が反対側の手に構えた短銃をこちらに向ける。

　全身が粟あわ立だつのを感じる。この感覚は、良く知っている。

　魔法士だとか通常人だとかは関係無しに、訓練された兵士が纏まとっている独特の空気。

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いち──あの黒衣の騎き士しと最初に対たい峙じした時に感じたのと同じ種類の冷たさを、目の前の人型から感じる。

「誰……って訊きいても、答えてくれないんだよね？」

　そんな軽口を叩たたきつつ、人型に向かってじりじりと距離を詰める。周囲に神経を張り巡らせ、トラップが隠されていないかと警戒する。

　目標までの距きよ離り、およそ五メートル。

　銃の引き金に掛けられた指、偏へん光こう迷めい彩さいに包まれたその透明な揺らぎが、五倍加速の視界の中にゆっくりと動き出し、

（高密度ノイズを感知。危険）

「──っ！」

　とっさに大きく後方に跳ちよう躍やくし、同時にＩ－ブレインの動作を変更する。マクスウェルを起動して前方の大気をイオン化し、襲おそい来る電でん磁じ場ばのノイズを何とか分散させる。

（エラー。演算速度、二十八パーセントに低下）

　それでも防ぎ切れなかったノイズが、Ｉ－ブレインを焼く。

　人型が手にしているのは銃に偽ぎ装そうした放射型のノイズメイカー。最初に自分を襲った銃弾は、ノイズメイカーの正体を隠すためにおそらくは人型が隠し持った別な銃から放たれたもの。

　その事実を理解しつつ苦痛に呻うめく錬れんの前で、人型が背後の柵さくを一挙動に跳とび越える。

　痛みを堪こらえて駆かけ寄る間も無く、その姿が中層建築の屋上から落下する。ようやく柵に辿たどり着いた錬の視界の先で人型はその手から細いワイヤーを射出、ほとんど曲芸のような動きで、隣となりの建物の三階に飛び込む。

（危険。戦せん闘とう起動の休止を要求）

　脳内に虚むなしく響ひびく、Ｉ－ブレインの警けい告こく。

　……やられた……

　錬はその場に座り込み、額ひたいに手を当てて息を吐いた。
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　沿道に響く人々の怒ど声せいが、激はげしさを増した。

　ヘイズは路地の陰に身を潜ひそめ、ひとつ指を鳴らした。

　……こりゃ、当分動けそうにねーな……

　中央通りに面した角に光学素子を貼はり付け、携けい帯たい端末のディスプレイを介して様よう子すをうかがう。兵士に向かって石を投げ付けようとした市民がまた一人ひとり、手を撃うたれてうずくまる。警備兵の攻こう撃げきに偽ぎ装そうした、遠距離からの狙そ撃げき。誰だれかが「撃たれたぞ」と叫びを上げ、興こう奮ふんした市民が逃げまどう。

「どーも、あんたを連れて大たい使し館かんに避ひ難なんって訳わけにはいかなそーだな」背後のルジュナを振り返り「こっから南西地区まで戻るルートはどこもかしこも暴ぼう動どう真っ最中だ。下の階層を経由するって方法も無くはねぇけど、この分だとバイパス道とか階層間エレベータの入り口はどこも大混雑だろうし、下へ手たすりゃそっちでも暴動だからな。ここで大人おとなしく待っとくのがベストかも知れねー」

「そのようですね」ルジュナはうなずき、ディスプレイを覗のぞき込んで「最小限の工作と流りゆう言げんをもって市民を扇せん動どうし、混乱を誘発する。古典的な手段ではありますが、よく訓練されています」

「だな」答えて、ヘイズはわしわしと頭をかき「しかし、どーなってんだこりゃ。シンガポール自治軍がこんな作戦に協力するわきゃねーし、他ほかのシティの工作員でも紛まぎれ込んだか？」

「有り得ない話です」軽口のつもりで発した言葉に、律りち儀ぎに答えるルジュナ。「賢けん人じん会かい議ぎを直接害するのならともかく、市民にこの程度の小規き模ぼな混乱を引き起こしたところで他のシティに得るものなどありません。まして、そのためにわざわざ工作員を送り込むなど、どう控えめに見み積つもっても収支が合わないでしょう」

　だよなぁ、と頭をかき、タッチパネルを叩たたいて光学素子の向きを調ちよう整せいする。

　と。

「何や、便利なもん用意しとるなあ」

　いきなり真後ろ、建物の壁かべしか無いはずの方向から投げられる声。

「っとぉ──！」ヘイズはとっさに声を上げ、小さな丸レンズのサングラスの少年を認めて「何だお前か、びっくりさせんなよ」

「いやー、すまんすまん。このネタも最近ウケが悪くてな」白髪の少年、イルは頭をかき、傍かたわらのルジュナを振り返って「そっちはえらいご無ぶ沙さ汰たしてます。いうても、前のニューデリーの時はろくに挨あい拶さつも出来ませんでしたけど」

「シティ・モスクワの幻影イリユージヨンNo.17ですね。その節は、兄がお世話になりました」ルジュナは優ゆう雅がに頭を下げ「シンガポールには、どなたかの護ご衛えいで？」

「そういう事ですわ」イルはうなずき「知ってるんと違いますかね。モスクワのプランナー言うて、今はうちの教会のシスターやってるんですけど」

「まあ」

　口元に手を当ててたおやかに微ほほ笑えむルジュナ。

「いやいや、世間話は後にしろよお前ら」ヘイズは苦笑し、ふと首を傾かしげて「ってか、こんなとこで何やってんだ？　お前の能力なら壁でも何でもぱぱっと抜けて、どこに脱出するのも余裕だろーが」

「いやまあ、そうやねんけどな」イルは人差し指で頬ほおをかき「どうせいつでも逃げれるねんから、出来るだけ状況押さえとこかなー、て。あんまり早はよ逃げると、後で何言われるか分からへんし」

「あー……そーだな、確たしかに」

　北はつ極きよくの事件で知り合ったイルの関係者の女性二人ふたりを思い出し、苦笑するヘイズ。

　元気付けるように少年の肩を叩き、ディスプレイに視し線せんを戻しつつ、

「で、何か分かったか？」

「まー、ぼちぼちやな」答えてイルはディスプレイの一角、中央通りの真ん中を指さし「例えばあの辺あたり。気ぃ付いとるか？」

「たりめーだろ」ヘイズは軽く鼻を鳴らし「さっきまで撃うたれてそこに倒れてた兄にいちゃん、いつの間にかどこにも居やがらねえ。いったいどこに消えたってんだろーな」

　デモ隊の先頭で最初に撃たれて倒れた、この争いの引き金となった若い男。

　その姿がいつの間にか消え去っている事に、混乱の渦か中ちゆうにある市民と警けい備び兵へいは誰だれ一人ひとりとして気付いていない。

「ご丁てい寧ねいに自分が撒まき散らかした血ち糊のりまで綺き麗れいに掃除していきやがった。素人しろうとじゃねえ。かなりキツイ訓練受けて実戦経けい験けんも積つんだ、マジもんの工作員だ」

「何や、バレバレかいな」少年は詰まらなそうに空を仰ぎ「他ほかには？　何か面おも白しろいネタでもあらへんか？」

「そーだな……」

　呟つぶやくヘイズから少し離はなれた場所で、再び爆ばく音おんが響ひびく。市民の悲鳴と共ともに流れ込んでくる白煙を指の一ひと弾はじきで消し飛ばし、ヘイズはひらひら手を振って、

「例えば、さっきから続いてるこの爆発だ。派は手でに音と煙は出てるけど、地面には傷ひとつ付いてねえ。普通に暴ぼう動どう扇せん動どうしたいんならもうちっと実際の被害が出る爆弾使いそうなもんだけど、こいつは市民に極力被害を出さないようにって気ぃ使ってるヤツの仕掛けだ」

「あとは、あの狙そ撃げき手しゆやな」イルはうなずき、後方遠くの中層建けん築ちくを振り返って「まー、あっちにはさっき、ちびっ子二号が走ってったからそろそろ打ち止めやろ」

「ちびっ子二号？」

「錬れんの事や」イルは何な故ぜか自信満々に「ちびっ子一号の相方やねんから、二号でええやろ」

「あー」ちびっ子一号とはフィアの事か、とヘイズは納得し「ま、そいつはどうでもいい。結局、お互い掴つかんでる情報は似たようなもん、って事だな」

「みたいやな」ため息混じりにうなずくイル。「ちゅう事で問題はやっぱり敵さんの目的やねんけど……そっちのルジュナさんも、何か気付いた事……」

　言いかけた言葉が途と切ぎれる。

　何やら難むずかしい顔で考え込むルジュナの姿にイルばかりでなくヘイズも首を傾かしげ、

「お、おい。どうした、何か分かったか？」

「……ですね……しかしそうなると、わざわざ工作の道具に銃を持ち出した理由が説明出来ない。……魔ま法ほう士しに対して通常兵装による狙撃は無意味。ならば……」

　そこまで呟いて、ニューデリーの主席執政官は目を見開く。

　ヘイズの横から手を伸ばしてタッチパネルを叩たたき、ディスプレイに賢けん人じん会かい議ぎの先頭、黒髪の青年の姿を映し出し、

「いけない──」
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　何かがおかしい。

　その事に真ま昼ひるが気付いたのは、最初の銃声が響ひびいてからすぐの事だった。

　もちろんこの状況がそもそもおかしいのは、自分で無くとも誰だれにでも分かる。シティ外からの賓ひん客きやくを迎えるパレードにデモ隊が乱入し、何者かの扇せん動どうによって混乱状態に陥おちいった市民が警けい備び兵へいと争っている状況がまともであるはずが無い。

　が、真昼が感じている「おかしさ」とは、それとは異なるもの。

　この状況を仕掛けたであろう敵──同盟反対派の目的を、どうしても頭の中でトレースし切る事が出来ない。

　……いったい、何を考えている……？

　警備兵の一団がとうとう賢けん人じん会かい議ぎの先頭、真昼達が居る場所にまで後退してくる。自分達を守るように少しずつ近付いてくる兵士の背中を見つめながら、必死に思考を巡らせる。

　市民に賢人会議を攻こう撃げきさせて反撃を誘い、同盟関係に傷を付ける──それが敵の狙ねらいだと考えれば、確たしかに一応の筋は通る。が、その目的はこちらも当然のように察するし、防ぼう衛えいに徹てつするという対策も既すでに取っている。

　敵である反対派の連中に、それが理解出来ないはずは無い。

　にもかかわらず、暴ぼう動どうが自然収しゆう束そくに向かう気け配はいが無いのはどういう事なのか。

　……そうだ……

　おかしいと言えばそもそも、この暴動の存在自体がおかしい。市民を扇動しているだけとはいえ、この動きは明らかにシンガポールと賢人会議の同盟……つまりは『光耀クアンユーの予測』を損そこねる事に繋つながる。シンガポールに属する兵士がそんな作戦に賛さん同どうするはずが無い。にもかかわらず、暴動は明らかに、よく訓練された工作員の手によって演出されている。

　何かが足りない。

　パズルの決定的なピースがひとつ、どうしても埋まらない。

　……そうだ、例えば……

　シンガポールに属さない、他ほかの立場の人間がこの作戦に参加している可能性を検討してみる。もちろんシンガポールを除いた五つのシティによる工作という事は損得計算から有り得ないだろうから、これは除外する。残るはシティ外の、町に住む便利屋の類たぐい。だがこの見事なまでの動きは、並みの練度では有り得ない。

　例えば、そう、一年半前に消滅したシティ・神こう戸べの自治軍の生き残りなら……

　まさか、という思考。

　兵士の背中が、真昼の腕に触れた。

　シンガポール自治軍の儀ぎ典てん正装に身を包んだ兵士が、振り返る。

　ひどくゆったりと感じられたその動きは実際にはコンマ数秒足らず。飛とび退のく暇ひまも、声を上げる暇もありはしない。

　サクラ、ディー、セラ、そしてフェイ──周囲の誰だれからも見えない絶妙な角度で、兵士の腕が伸びる。その手に握られた透明な揺らぎに一いつ瞬しゆん目を凝こらし、すぐに、それが偏へん光こう迷めい彩さいによって隠された銃だと認にん識しきする。ちょうど銃口が存在する辺あたりが、こちらの胸に押し当てられる。とん、という軽い感触が、やけにはっきりと感じられる。

　兵士の目が、こっちを見上げる。

　目ま深ぶかにかぶった制帽の奥、闇やみの中に光るガラス玉のような双そう眸ぼうが、無表情に真ま昼ひるを見つめる。

　兵士がかすかに息を吐き、そのわずかな動きで光の当たる角度が変る。制帽が落とす影かげの下、いかにも日本人らしい輪りん郭かくが、真昼の目に焼き付く。

　……やっぱり、という理解。

　焼け付くような衝しよう撃げきが、心しん臓ぞうのすぐ傍そばを撃うち抜いた。
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　新たな石つぶての雨が、頭上から降り注いだ。

　その全すべてをいささか投げやりな気分で打ち払い、サクラは息を吐いた。

　広い通りには今や市民と兵士の一団が溢あふれ、そこかしこで小こ競ぜり合いを繰くり返している。状況開始からおよそ十分、一いつ向こうに収まる気け配はいの無い暴ぼう動どうの様よう子すに、憂ゆう鬱うつな気分で息を吐く。

「面めん倒どうな話だ。なあ、真昼」

　まあ、もう少しの辛しん抱ぼうだよ……そんな軽口が返ってくる事を期待して青年の名を呼ぶ。

　が、返ってくるのは冷たい、岩のような沈ちん黙もく。

　心の中で首を傾かしげ、背後の青年を振り返る。

「どうした？　真昼」

　こちらに身体からだの右側を向けた格好で立ち尽くす青年に呼びかける。それでも答える気配が無いのを不ふ審しんに思い、制服の肩に手を伸ばす。

　と、真昼の身体が崩れる。

　操あやつり人形の糸を切ったように、サクラよりずっと背が高いその身体が、倒れ込んでくる。

「……な……」

　とっさに両腕を広げて青年を受け止める。足りない筋力を運動係数制せい御ぎよで強引に補強し、それでも足りずにその場に座り込む。

　弾みで仰あお向むけになった真昼の身体が、膝ひざの上にくたりと横たわる。

　黒い制服の胸に広がる、真まっ赤かな染み。

　とっさに押し当てた手のひらを、ぬるりという感触が滴したたり落ちる。
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「……真ま昼ひる……？」

　血の気が引いた青年の顔を呆ぼう然ぜんと見つめ、ようやく事態を認にん識しきする。

　とっさに細い手を掴つかみ、思いがけないその冷たさにぞっとする。

「真昼！　しっかりしろ、真昼──！」

　ようやく事態を察したフェイが駆かけ寄り、ディーとセラがそれに続く。他ほかの魔ま法ほう士し達も次々にこっちを振り返り、驚きよう愕がくに目を見開く。

　石を構えた周囲の市民が、動きを止める。

　ただならぬ気け配はいを察したのか、市民は顔を見合わせ、遠巻きにこっちの様よう子すをうかがう。

「銃による物だな」傷口を一いち瞥べつするなり、呟つぶやくフェイ。「幸い心しん臓ぞうと主要な血管は回かい避ひしているが、銃弾はまだ体内に残留している。下へ手たに動かすと傷を広げる恐れがある」

「な……」

　とっさに口を開くが、上う手まく言葉が纏まとまらない。

　震ふるえる唇で何度も深呼吸し、やっとの事で声を絞り出す。

「何……いったい、何が……」

「遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきでは有り得ない。おそらくは至し近きん距離から撃うたれたのだろう」小さく呟き、フェイは周囲を見回して「してやられた。全すべては、このための布石か」

「真ま昼ひる……さん……？」

　傍かたわらに呆ぼう然ぜんと座り込んでいたセラが、ようやくという感じで声を上げる。ディーが「大丈夫だから！」と腕を伸ばし、少女の頭を自分の胸に強く抱き込む。周囲の魔ま法ほう士し達の間にざわめきが広がる。人種も年ねん齢れいもバラバラの魔法士達が、シンガポールの市民達をぐるりと見回す。

　市民の間から漏れる、かすかな悲鳴。

　一人ひとりの青年が足あし下もとの石を拾い上げ、威い嚇かくするように投げる真ま似ねをする。

　数名の魔法士がいっせいにそちらに視し線せんを向け、青年は悲鳴を上げて石を取り落とす。別な市民が近くの警けい備び兵へいに駆かけ寄り、呆然とする兵士の腰から銃を奪うばい取る。訳わけの分からない叫び声を上げて銃口を向ける市民に、魔法士達の視線が集中する。

「まずいな」

　フェイの呟つぶやき。

　驚おどろいて見上げると、男はその顔に見た事も無い程あからさまな焦あせりの色を浮かべて、

「このままどちらかが激げき発はつすれば、事態は最悪の方向に向かう。今すぐに魔法士達を押さえねば、取り返しの付かない事になる」

　ぼんやりとした頭で、なる程、とうなずく。

　数秒。

　サクラは目を見開き、震ふるえる指で自分を指さして、

「私が、か──？」

「他ほかに誰だれが居る」フェイは真剣その物の顔で「私の言う事を彼らが聞くはずがあるまい。他の者でも同様だ。参さん謀ぼう殿が倒れた今、賢けん人じん会かい議ぎを御ぎよする事が出来る可能性がある者はこの場に貴公をおいて他には無い」

「し、しかし……」

「私は参謀殿に応急処置を行う」フェイは儀ぎ典てん正装の上着を脱ぎ捨て、袖そで口ぐちの部分を引き裂いて真昼の胸に押し当て「急げ。事は一刻を争う」

　そう言って真昼の身体からだをサクラの膝ひざの上から取り上げ、地面に横たえるフェイ。

　ディーがセラを抱きしめて必死に頭を撫なでながら、問うような視線をこっちに向ける。

　……私は……

　そんな少年の視線から逃げる事すら出来ずに、何度も浅い呼吸を繰くり返す。

　ともかく立ち上がろうとした足が震ふるえ、地面に両手をついてうずくまる。

　……無理だ、そんな事、私には……

　いったいいつからだろう、と唐とう突とつに思う。自分はいったいいつから、こんなにもあの青年に頼るようになってしまったのだろう。メルボルンで一人で戦っていた頃ころの自分はこうでは無かった。あの頃の自分なら、フェイの言葉にも「任せろ」と胸を張って答える事が出来た。

　それが出来なくなったのは、自分の未み熟じゆくを知ったから。

　青年と過ごし、その遠えん謀ぼう深しん慮りよを目まの当あたりにする日々の中で、自分に足りない数多くの物を思い知らされたから。

　……真ま昼ひる、私は……

　今の賢けん人じん会かい議ぎを作り上げたのは自分では無い、天あま樹ぎ真昼という青年だ。自分が抱いた「魔ま法ほう士しを救いたい」という願ねがいのために、青年はわずか数名の組そ織しきに過ぎなかった賢人会議をここまで育て上げてくれた。

　自分が単なるお飾りの、形だけのリーダーになってしまっているのではないかという不安は、いつも心のどこかで感じていた。

　が、それでも、青年が傍そばで支えてくれるなら上う手まくやっていけると思っていた。

　……私は、弱くなった……

　助けが欲しい、とサクラは思う。こんな時どうすれば良いのか、何でもいいから助言を与えて欲しいと甘えた事を考えてしまう自分に、サクラは泣きたくなる。どうして自分はこんなに弱くなったのだろう。いつから自分は、自分の行動の是非をあの青年に委ゆだねるようになったのだろう。

　身体からだの震ふるえを止める事が出来ないまま、視し線せんを真昼に向ける。

　力無く横たわる青年の姿を、ただ為なす術すべも無く見つめ、

「……あ……」

　青年の手がゆっくりと地を這はい、こっちに向かって差し伸べられる。震える指がぎこちなく動き、ひとつの形を作る。

　親指を一本だけ立てて他ほかの指を曲げた、サイン。

　血の気が引いた唇が、大丈夫、という形にかすかに動く。

「真昼！　私は……」

　言いかけた声が止まり、代わりに深い呼吸の音が漏れる。ゆっくりと身を起こし、自分の手をじっと見つめる。

　身体は相変わらず震えたまま、ドレスの背中も冷たい汗で濡ぬれたまま。

　それでも、自分がやるしか無いのだという開き直りに似た覚悟が、胸の奥にすとんと収まる。

　……そうだ、私は……

　策は自分に任せろと真昼は言った。賢人会議の作戦は全すべて任せて欲しいと青年は言った。だが、青年は全てを自分に委ねろとは言わなかった。リーダーにはリーダーの役目があると青年はいつも言っていた。この世界で魔法士の進むべき道を示すのは君にしか出来ない事だと、真昼はいつも自分を諭さとしてくれた。

　たとえ真昼が健在であったとしても、この場は自分に任せたのではないかと。

　そう考えた瞬しゆん間かん、両手の震えが止まる。

　ディーが驚おどろいた顔でこっちを見つめ、小さく何事かを呟つぶやく。そんな少年に、大丈夫、とうなずき、スカートの埃ほこりを払って立ち上がる。

　目の前には今にも争いを始めようとしている魔ま法ほう士しと人間の集団。

　サクラは顔を上げ、深く息を吐き──

　意を決して叫んだ。

「──うろたえるな──！」




　魔法士達が一斉に、動きを止めた。

　手に手に騎き士し剣けんを構え、あるいは氷の銃弾を従えて、今にも攻こう撃げきを開始しようとしていた魔法士達はそれぞれの視し線せんをサクラに向けた。

「うろたえるな」そんな魔法士達を睥へい睨げいし、サクラは黒い外がい套とうを翻ひるがえし「我われらが参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひるは凶きよう弾だんに倒れた。だがそれは、このシティ・シンガポールに住む者達の総意では無い。ここで貴方あなた達が安易な報復に走れば、ここには居ない大多数の、我々との友好を望む市民の意志を無む駄だにする事になる。それは、天樹真昼の望む事では無い」

　しかし、とでも言うように魔法士達の視線が一斉に真昼を向く。そんな魔法士達を片手で制し、サクラはなおも言葉を続ける。

「確たしかに戦端を開いたのは彼ら、シンガポールの市民だ。それを思えば貴方達の怒りはどこまでも正統なものだろう。だが、我々はこのシティに平和的な話し合いのために来た。その節を曲げて私し闘とうに走る事は、我らの誇りを汚す事になる。……全権大使、フェィ・ウィリアムズ・ウォン閣下は断固たる調ちよう査さと犯人の逮捕を確かく約やくして下さった。その一事をもってシンガポールの誠意とし、矛ほこを収める事は出来ないだろうか」

　自分でも思ってもみなかった言葉が、堰せきを切って溢あふれ出る。

　動きを止める魔法士達を見渡し、その視線を周囲、当とう惑わくした様よう子すで立ち尽くす市民達に、

「我々の力をもってすれば彼らを害する事は容た易やすい──それは事実だ。だが、だからこそ、それが容易い事だからこそ、我々には自らの力を御する、Ｉ－ブレインという剣を納める鞘さやとしての役目が求められる。ここが本当に貴方達に相応ふさわしい戦場か、各おの々おの、自らの胸に問うて欲しい」

　最後にもう一度賢けん人じん会かい議ぎの同胞に向き直り、どうか頼む、と深く頭を下げる。

　長い、息が詰まりそうな時間。

　魔法士達が深く息を吐き、手にした武器を次々に鞘に収め、あるいは消去していく。

　ようやく動き出した警けい備び兵へいが、市民達を拘こう束そくしていく。抵抗らしい抵抗も見せずに進んで手を差し出す市民達を横目に、真昼のもとに駆かけ寄る。

　ん……と、唇から漏れるかすかな吐と息いき。

　青年は弱々しく目を開き、横たわったままこっちを見上げて、

「……あれ……？　サクラ……状況は……？」

「貴方あなたが寝ている間に済ませた。寝坊だぞ、真ま昼ひる」

　そっか、と小さく笑った真昼が、かすかに顔をしかめる。

　フェイに視し線せんで問うと、男は、大丈夫だ、というようにうなずく。

「そうか……」安あん堵どの息を吐き、青年の額ひたいに手を当てて「少し休むと良い。心配するな、すぐに医師のもとに連れて行く。……だから」

　言葉と共ともに、涙がこぼれそうになる。

　サクラは片方の手で青年の頬ほおを撫なで、もう一方の手で青年の手を強く掴つかんで、

「だから……死ぬな、真昼」






　　　幕間　逃亡者　～reunion～







　公営放送のリポーターが、必死の形ぎよう相そうで二十階層の惨さん状じようを伝えた。

　公園のベンチで立体映像ディスプレイの中継を見つめ、無む意い識しきに唇を噛かんだ。

　……大変な事になっちゃった……

　胸に溜たまった熱ねつをため息と一いつ緒しよに吐き出す。働き過ぎの心しん臓ぞうが悲鳴を上げている。

　賢けん人じん会かい議ぎのパレードにデモ隊が乱入して、暴ぼう動どう騒さわぎ。

　今いま頃ごろ、孤児院ではみんなが大騒ぎだ。

　……お兄にいさん、どうしたかな……

　中継映像にデモ隊が現れてすぐに、お兄さんは「やる事がある」と言ってどこかに行ってしまった。調ちよう印いん式しきのためにシンガポールに来たと言っていたから、こんな騒ぎになったらいろいろやる事があるのだろう。別わかれ際ぎわに「ついでだ」と言って紅茶とオレンジジュースをもう一本ずつ買ってくれて、何か困った事があればとシンガポールに居る間の連絡先まで教えてくれた。せっかくだから、あとでお礼の電話でも掛けてみようと思う。

　……そろそろ帰ろっかな……

　よいしょ、と小さくかけ声ひとつ、ベンチから飛び降り、公園の出口に向かう小道を駆かけ出す。今日きようは何だか嬉うれしい日。科学の予習を、いつもより多めにやろう。

　公園を飛び出し、孤児院に向かういつもの帰り道を行く。

　近道のために細い路地に飛び込み、勢い良く角を曲がり、

「わっ！」

　いきなり目の前に現れる、誰だれかの背中。

　いたた、と鼻の頭を撫なで、背中向きの誰かに向かって「ごめんなさい！」と頭を下げる。

「……お前……」

　驚おどろいたような男の人の声が頭の上から聞こえて、慌あわてて顔を上げる。路地の暗がりの中、こっちを振り返った男の人の顔がどこかで見た事がある気がして、心の中で首を傾かしげ、

「……あ」

　いきなり思い出す。

　神こう戸べを出てから三ヶ月を過ごした、雪崩なだれに呑のまれてしまったあの町。

　シティ神戸から逃げ出してきた自分達を守ってくれた、自治軍の──

「中尉……さん？」

「君は、確たしか神戸の」男の人は驚いた様よう子すで何度も目を瞬しばたたかせ「そうか、生きていたのか」

「隊長──！」立ち尽くす男の人の背後から鋭するどく響ひびく、別な、若い女の人の声。「隊長、その女の子、まさか……」

「そうだ」女の人を振り返ってうなずく、中尉さん。「あの時の子だ。どうやら、上う手まくシンガポールの市民権を獲かく得とく出来たらしい」

　そうなんですか、と女の人がこっちを見下ろす。

「久しぶり」と笑うその顔が何だか作り物のような気がして、無む意い識しきに一歩後あと退ずさる。

「ねえ、再会を祝してお姉ねえさんとお話ししない？　お姉さんのお家うち、この近くにあるんだけど」

「え？　で、でも、私、もう帰らないと……」

　駆け出そうとした腕が、女の人に掴つかまれる。びっくりする程強い力で女の人がこっちの身体からだを引き寄せる。

「は、はなし……！」

　放はなして、と言いかけた口が、何か布みたいな物で塞ふさがれる。

「すまんな」

　本当に済まなそうな、中尉さんの声。

　そこで、意識が途と切ぎれた。






　　　　なかがき







（注）またしても注意書きに書くことが無いので近況報告などいたしますと、時代の流れに負けてとうとうツイッターなる物を始めました。しかしあらためて「呟つぶやけ！」と言われてみると何を呟けばいいのやら。「いや、これはさすがに私生活曝さらし過ぎだろ」とか「いや、そんな話聞かされても困るだろ」とか「いや、この自分語りはさすがにウザいだろ」とかいろいろ考えた結果、気が付けば履り歴れきに残るのは多少の愚ぐ痴ちと膨ぼう大だいな量のゲーム日記ばかり。たまに過去ログを読み返しては「あれ？　俺おれ、ゲームしかしてなくね？」と愕がく然ぜんとする日々ですが、そんなに毎日ゲームばっかりやっているわけではありません。

　お願ねがい、誰だれか信じて。




　大人おとなになると一年が短くなるって本当ですね（挨あい拶さつ）。

　そんなわけでお待たせしました。ウィザーズ・ブレインⅧ「落日の都」上巻、シリーズ通して十四冊目の本になります。前作から十一ヶ月ぶりということで作者は「うわー、またえらい間があいてしまったー」とぷちへこんでいたのですが、ネットで新刊情報を見た読者の方からは「三枝さえぐさ良くやった！」「一年以内に出ると思わなかった！」「これは夢か……」等の暖かいお言葉を頂いただきますますいたたまれない気分になりました。

　みんな、すまぬ、すまぬ……




　と、まあ、そんないつもの謝しや罪ざいはさておいて（反省しろ）。

　舞ぶ台たいをシンガポールに移しての新たなエピソード開幕となりましたが、みなさまお楽しみ頂けましたでしょうか。ストーリーとしては前作エピソードⅦの続きと言うべき展開ですが、本ほん編ぺんを読まれた方はお気づきの通り、今回は何だかんだと名前のない、いわゆる脇役の出番が多い話です。作者はこの「脇役」を書くのが死ぬほど苦手なので、上う手まく書けているかちょっとどきどきです。ってか、マジで今回苦労しました。あまりにも苦労したので途中で「前作まででシリーズが全部で十三冊。十三……はっ！」とオカルトに走りかけたのは内ない緒しよです。

　あと、今回は終盤の展開が某キャラのファンに石を投げられそうで、そっちの方も心配です。

　ごめん。でも、これってエピソードⅠ書いてたときからの予定通りなんだよー。

　作者としては、どうか楽しんで頂けますようにと祈るばかりです（なもなも）。




　ってことで、上巻なかがきはこの辺で。

　次回はちょっと趣しゆ向こうを変えて「ウィザーズ・ブレイン闘とう牌はい編へん」。四角い卓の上に戦場を移し、いつものメンバーが知略とＩ－ブレインの限りを尽くした死し闘とうを繰くり広げます。嘘うそです。作者はファンレターと同時に、この嘘予告のネタも随時募集しています。




　ってことで、次こそは本当に、四ヶ月後ぐらいにお会いできますように。




　三月某ぼう日じつ自宅にて。「地球ネコ」を聞きながら。


三枝さえぐさ零れい一いち
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。ここ数年ボードゲーマーとして順調にレベルアップを重ねた結果、気が付いたら家にあるゲームの数が一〇八個を超えていた。わしのボードゲームは一〇八式まであるぞ。原稿もその勢いで行こうな。
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純すみ 珪けい一いち

某３ＤダンジョンＲＰＧではヒロインはエルフのロードと決めている絵師。

なので『世界樹の迷宮３』はプリンセス大勝利。

今回のＢＧＭ「Dive into the Heart-Destati-」
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